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   （午前10時０分開議） 

  （堂下副議長議長席に着く） 

○副議長（堂下豊史君） ただいまより本日の

会議を開きます。 

  最初に、諸般の報告を申し上げます。 

  報道機関による傍聴席での撮影及び録音の

許可についてでありますが、朝日新聞社、神

戸新聞社より本日の本会議の模様を撮影及び

録音したい旨の申出があり、許可いたしまし

たので御報告申し上げておきます。 

  以上、報告を終わります。 

  これより議事に入ります。 

○副議長（堂下豊史君） 日程によりまして、

昨日に引き続き一般質問を続行いたします。 

  １番前田あきら君。 

  （１番前田あきら君登壇）（拍手） 

○１番（前田あきら君） おはようございます。

日本共産党の前田あきらです。 

  後半を担当する森田たき子議員と共に一般

質問をさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

  私からは、人口減少下におけるまちづくり

についてお聞きをいたします。 

  初めに、市営住宅など既存のインフラを活

用した住宅政策について伺います。 

  第３次マネジメント計画で、耐震構造上は

問題のない市営住宅の廃止が進められていま

す。11月には須磨区鹿松住宅の廃止方針も出

されました。 

  再編対象7,057戸のうち、実に３分の１、2,

479戸が須磨区の住宅ですが、令和３年８月

に、あなたの住宅は廃止が基本と書かれたパ

ンフレットが配られて以降、大半の住宅では

何の説明もありません。 

  高齢で引っ越しなど無理、ふだん助けてい

ただいている友人から遠く離されたら暮らし

ていけないとの思いを抱えているところに、

戸数削減ありきの全戸募集停止で空き家が増

え、外壁や通路の未補修箇所が増え、不安に

追い打ちをかけています。 

  戸数削減ありきの市営住宅マネジメント計

画は撤回し、住み続けたいという要望に応え、

現地改修やエレベーターの設置で対応すべき

と考えますが、いかがでしょうか。 

  次に、ゆとりある教育・保育環境の整備に

ついて伺います。 

  神戸市は、将来の子供の数の減少を理由に、

学校建設の抑制と学校統廃合を進めた結果、

過密と仮設暫定校舎が広がり、教育環境の悪

化が広がっています。 

  須磨区妙法寺小学校では狭い運動場に仮設

暫定校舎が建設され、体育も学校外の公園で

行い、水泳も民間プールを借りないと成り立

たない状況です。 

  保護者からは、神戸市が7,000戸を超える

宅地開発を許可して、児童数増加が分かって

いながら、なぜ手を打たなかったのかとの声

が出ています。 

  校区変更や就学希望選択制で、子供や保護

者に遠距離通学などで負担を強いるのではな

く、学校を新設して、仮設暫定校舎を速やか

に解消し、ゆとりある教育環境をつくるべき

ですが、いかがでしょうか。 

  最後に、子育て世代の経済的負担の軽減に

ついて伺います。 

  保護者や市民の強い要望である学校給食の

無償化については、３月の教育こども委員会

においても陳情が採択されました。 

  ９月の本会議では、財政面を理由に、国や

政令市の動向を注視しながら、子育て施策全

体の中で議論していくとの御答弁でした。 

  昨今、精米などの食材価格が高騰する下で、

必要な栄養量を確保し、学校給食の質の維

持・向上をさせるためには、公費負担の拡充

が不可欠です。2017年の小学校給食費の値上

げのときのように、給食の質の低下か、保護

者の負担増かの二者択一の議論は、二度と行

うべきではありません。公費負担を拡充して、

小学校・中学校・特別支援学校の給食費の保

護者負担を軽減、学校給食を無償化すべきで
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すが、いかがでしょうか。 

  以上です。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 前田議員からの御質

問に御答弁申し上げたいと思います。 

  私からは、市営住宅の既存インフラを活用

した住宅政策について御答弁申し上げたいと

思います。 

  第３次市営住宅マネジメント計画におきま

しては、昭和55年度以前に建設しましたエレ

ベーターのない昇降負担の大きい住宅、御紹

介いただきましたとおり、284棟7,057戸を対

象として、再編を進めることとしているとこ

ろでございます。 

  再編手法は、対象住宅の周辺にエレベータ

ーつきの良好な住み替え先が確保できる場合

は原則廃止し、これが難しい場合は必要戸数

だけエレベーターを設置することとしている

ものでございます。 

  例示で御紹介いただきました須磨区の鹿松

住宅におきましては、築後40年以上経過する

５棟69戸、３階建て階段室型の住宅、38世帯

が入居中でございます。この住宅につきまし

ては、エレベーターがなく、最寄りの鉄道駅

からバスで20分、降車後坂道を５分程度上る

高台にあり、過去の平均応募倍率も0.1倍で

ございました。こういった状況を踏まえまし

て、今後現地で存続させることが難しく、周

辺にあっせん可能な市営住宅が確保できるこ

とから、事業方針を廃止に決定させていただ

いたものでございます。 

  今月の12月３日に事業説明会を実施し、事

業の概要やスケジュール、移転料、住み替え

あっせんの進め方等を御説明申し上げ、現在、

住み替えあっせんに向けたアンケートによる

聞き取りを進めているところでございます。 

  移転先といたしましては、鹿松住宅最寄り

の鉄道駅周辺など、利便性が高く、比較的新

しいエレベーターつきの市営住宅を確保して

いるところでございます。 

  移転につきましては、各自の希望に沿った、

新しく好立地でバリアフリー化された住宅を

選べることなど、好意的な受け止めがあった

と同時に、やはり環境が変わることへの不安

のお声もいただいているところでございます。 

  これらに関しましてアンケートにより、移

転先住宅の希望をお伺いしながら、きめ細や

かな情報提供を行うこと、また移転料の金額

や引っ越し費用の抑え方等について、事業説

明会で御説明を申し上げたところでございま

す。 

  お話が進む中で、いろいろな疑問や悩みも

出てくることは認識しておりますので、引き

続き電話や訪問などによる個別相談などを丁

寧に行っていきたいと考えております。 

  さらに、今後につきましても、マネジメン

ト計画の対象住宅での再編を進め、将来にわ

たり需要が期待できる良好なストック形成を

図っていきたいと考えております。あわせま

して、市民の市営住宅ニーズに応えるべく、

適切な募集、入居の促進など、積極的な活用

にも努めてまいりたいと考えているところで

ございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 私のほうからは２点

お答えさせていただきます。 

  まず、ゆとりある教育・保育環境の整備に

ついてでございます。 

  神戸市は、少子化の進行により児童・生徒

数は今後大きく減少することが見込まれてお

ります。それに伴い、小規模校も増加してい

くことが予想されており、小規模校にはクラ

ス替えができない、人間関係が固定する、集

団の中で遊ぶ機会が少ない等の課題があるた

め、教育環境の改善・向上を図っていく必要

があります。 

  そこで、令和５年６月に策定した学校規模

適正化に関する基本方針に基づき、学校の統
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合並びに義務教育学校への移行、さらに校区

調整等の対策について、保護者や地域の方々

と意見交換をしながら検討し、取組を進めて

いるところでございます。 

  お話にあった妙法寺小学校についてですが、

近隣の住宅開発により、一時的に児童数は増

えております。これも令和９年度をピークに、

以降は減少に転じる見込みであります。その

ため、令和３年度に通常の校舎と比べて、性

能的に遜色のない暫定校舎を建設するなどし

て、教室不足へ対応を行っております。 

  また、地域や保護者との協議の結果、令和

７年４月より妙法寺小学校区に居住する児童

が希望すれば、隣接する小規模校の横尾小学

校に就学できる希望選択制を実施することと

なりました。 

  現在の見通しですが、制度の利用の申込み

を11月末まで募ったわけですが、19人の利用

希望をいただき、令和７年度の新１年生が、

当初の予定と比べ、横尾小学校では１学級増、

妙法寺小学校では１学級減となることとなり、

両校において一定の効果が見られるようにな

りました。この過程においても、保護者や地

域の方々の意見を十分お聞きし、理解を得た

上で進めてきた結果、一定の教育環境の改善

につながったものだと考えております。 

  今後の他校における取組においても、この

ように丁寧に意見交換しながら進めていきた

いと考えております。 

  ２つ目です。子育て世代の経済的負担の軽

減ということでお答えさせていただきます。 

  これも、従来お伝えはしておりますけれど

も、まず給食費について、経済的にお困りの

方に関しては、就学援助により給食を無償で

提供しております。また、子育て施策充実の

全市的な視点から、保護者の経済的負担を軽

減するため、大阪市の無償化を除いて、政令

市では唯一、中学校給食の半額助成を令和２

年度から実施しております。それらに加えて、

栄養バランスの取れた適切な給食提供を行っ

ていくため、給食費の額を規則改正しました

が、厳しい市民生活を踏まえ、食材価格高騰

の公費負担を継続することにより、保護者の

皆さんからいただく給食費は値上げしていな

い現状でございます。 

  来年度につきましても、市長部局と協議し

ながら適切に対応してまいりたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） それでは再質問をさ

せていただきます。 

  質問の順番とはちょっと変わりますが、給

食についてですが、昨日も御答弁いろいろご

ざいましたが、もう既に学校の給食の、物価

高騰を理由に、給食条例の規則で給食の単価

が上げられているわけでして、小学校・特別

支援学校は年間で9,500円の増になる単価値

上げがされてて、これ２か月分に相当いたし

ます。中学校も5,440円で半額負担とは別に

しても１か月相当の値上げとなっています。 

  規則では、令和６年度のみ公費で従前単価

を維持しており、令和７年度以降の方針は、

その規則には書いてないわけですから、保護

者からは今後、このままでは給食費が上がる

のではないかというふうな不安もお聞きして

います。ここは、この規則に準じて上げるの

ではなくて、公費を維持・拡充して、こうし

た心配が起こらないようにということの対応

が求められますので、昨日、市長からも、来

年度予算、しっかり財政措置をするという御

答弁がありましたので、それを進めていただ

くとともに、さらに無償化に向けた議論につ

いても、深めていただきたいこと、これはも

う要望して、次の質問に入ります。 

  教育・保育環境の問題についてお聞きをい

たします。 

  妙法寺の小学校の過密は一時的で、令和９

年度のピークで下がるんだということが御答
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弁ありました。 

  横尾は１から２クラスになって、妙法寺は

５から４になって、教育環境がよくなるとい

う御答弁でした。 

  これ、いろいろお聞きをしますと、妙法寺

は５クラスから４クラスになるんですが、当

然、児童数減るわけですから、これ今の15人

の集計でカウントすると、妙法寺小学校の新

１年生のクラス人数は29人から33ないし34の

クラスになるわけなんですよ、結局。それ保

護者まで説明されてないでしょう。クラス規

模そのもの、１クラス減るんだけど、１クラ

ス当たりの子供は増えるわけなんです。 

  事実、先ほど御答弁ありました令和９年度

がピークになるということなんですけども、

直近の６年間の推移を見ても、令和６年度、

今が735人の児童に対して令和12年度も750人

の人数ですから、全然一時的じゃないんです。 

  実際、今現場では、公園を運動場利用、昨

年６月までは控えてて、運動会は使われてた

ようなんですが、もう来年度、改めて再開し

て、もう優先利用せざるを得ない状態。小学

校の過密が解消するまでという御説明ですか

ら、この理由で言うと、もう６年どころか、

10年たってもこの状態が続かないということ

になります。 

  就学希望選択制で過密緩和をすると言うが、

そもそもこの仮設暫定校舎とか、校外運動場

の利用というのは、いつ解消されるんですか。

先ほど、妙法寺小学校の将来推計も私言いま

したけど、これ踏まえて御答弁願えますか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 校区調整による今回

の教育環境の改善というのは、１つの方法と

して、たまたまその妙法寺小学校と横尾小学

校の位置関係でありますとか、校区の成り立

ち等で、そういう形でアイデアを絞って御提

示させていただいていて、一定、減少のほう

に行けるんではないかということで我々今取

り組んでおります。 

  今、御指摘ありましたが、令和12年、一応

統計では750名、ピークが令和９年・10年の8

60名ということですので、少しずつは下がっ

ていくということで、今の暫定校舎を建てた

ところも、のり面の工事をして、プールにつ

いては、名谷のほうに通う形は取っておりま

すけれども、そこで一定の運動場の確保等、

そのような工夫をやりながら、子供たちの教

育環境の維持に取り組んでいきたいと、その

ように考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） いや、改善されない

んですよ、だから。今の推計でも735人、こ

れ12年度でもピークより下がるんだけど、ま

だ今よりも多い児童数になっちゃうというこ

とですから、仮にですよ、今15人、新１年生

が横尾のほうに通われるという希望がいらっ

しゃるということなんで、これをそのままカ

ウントしていったとしてですよ、それでも新

年度、来年度入学、妙法寺小学校に入学され

た方が卒業するまで、児童数は今の数より増

えてもですね、減らないんです。 

  ですから、環境は改善されないんです。こ

の選択制を導入しても、今よりも子供が増え

るっていう実態があるっていうことを直視し

ていただきたい。現場の保護者の方にもいろ

いろお聞きをいたしました。妙法寺小学校、

もう学校の先生いろんな努力されてるんです

けども、運動会は２部制で、観覧は、もう兄

弟どちらかに絞らなければいけないとか、音

楽会も２日にわたって、保護者も１人限定で

すから、小学校６年生の最後の晴れ舞台だと

思ってる部分も、夫婦そろって見学できない

という状態が続いています。 

  学童も過密で、ストレス抱えて接触事故も

増えているという御報告もお聞きしています。 

  学校現場は、もう職員室を削ってでも、女

性の更衣室を削ってでも、教室に回さなけれ
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ばならないっていうような実態があるんです。

児童数も増えたから、本来通学してた通学路

も分散するとか、もうすごい現場では涙ぐま

しい努力されてるわけなんです。それでも、

今の御答弁では仮設校舎が解消されない実態

があるんです。北側の宅地開発の許可に当た

って、学校建設を含めた教育施設の確保は一

体どんな検討をされたんですか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 高田教育委員会事務

局長。 

○教育委員会事務局長（高田 純君） 住宅開

発等の開発事業の実施に当たりましては、当

然開発許可の手続を経て事業化されるわけで

ございますけれども、その中で学校をはじめ

とする公共施設につきましても、必要になる

場合は当然整備をしていくわけでございます

けれども、今回この妙法寺小学校区の桜の杜

の開発に当たりましては、一定、児童数の増

がございまして、今議員が御指摘されたよう

に妙法寺小学校、子供は増えておりますけれ

ども、あくまでも一時的なものであり、令和

９年・10年にピークアウトしていくというこ

とで、新たに用地を確保して学校を建設をす

るという結論には至らなかったものというふ

うに認識しております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） 一時的でもないし、

規模も、この宅地が造成されて以降、学校の、

それまで２クラスの学校だったんです。それ

が一気に５クラスになるような規模になった

わけでしょう。全然一時的じゃないじゃない

ですか。 

  かつて、神戸市はいろんな宅地開発がされ

たときに、横尾団地や若草町の開発に合わせ

て、小学校も造って、新設分離された。須磨

区においては、この40年、１校も小学校が造

られてない現状があるんです。2002年に千歳

と大黒小をだいち小学校に統廃合されました。 

  開校６年で2008年には、運動場の使用を制

限して、暫定仮設校舎が新設校に建てられま

して、これも校区調整をして、なお解消のめ

どがいまだ立っていない現状が続いているわ

けです。 

  学校の設置者であり、財政措置も担当され

る神戸市長にお伺いをしたいと思います。 

  宅地開発の人口増に対して、今教育委員会

の御説明の学校施設の確保策、一時的だと言

ってるんですけども、これ教育の質の確保や

向上に効果的に働いているとお考えなんでし

ょうか。御答弁願えますか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 世の中が全然変わって

いるということを少し御認識いただきたいと

思うんです。かつて須磨区も次々にニュータ

ウンをつくって、人口が増えていきました。

子供たちの数も大きく増えていったので、そ

れに合わせて小学校の新設をしていったわけ

です。 

  今は人口が大きく減っている。子供たちの

数も、今、妙法寺小学校においては一時的に

増えているかもしれませんが、これ、いずれ

はピークアウトして減少すると。そういうこ

とを考えたときに、私は妙法寺小学校の話、

今日聞きましたけれども、教育委員会の対応

は極めて適切だというふうに思います。 

  新たに、こういう状況の中で新設をすると

いうことは、将来、これ、廃墟化するに決ま

ってるわけですから、考えられないと思いま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） 仮設校舎で運動場も

確保できなくて、プールも備わってない、こ

ういう教育環境は、久元市長が極めて適切だ

という御答弁をされたということですよね。 

  これ市長、記者会見、昨年10月に何ておっ

しゃってましたか。人口減少時代は、人口急
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増時代とは真逆と。量より質が重要と。学校

も、保育所も、幼稚園も、ゆったりとした環

境で子供たちが学べるような仕様や、必要な

人員を確保していかなければならないと語ら

れた。 

  将来廃墟になるから、もう学校は造りませ

んなんて、そんなこと言ってなかったじゃな

いですか。 

  それでね、児童数の減少で、もちろん今、

小規模校が課題とかあると思うんです。単学

級化の弊害、それもあると思います。しかし、

廃墟になるといっても、校舎はあるわけです。

ちゃんと整備すれば。そこは統廃合ではなく、

教職員をしっかり、今の市独自で維持して、

その地域で少人数学級を先導的につくること

が、市長が本当に記者会見でおっしゃってる、

ゆったりとした、子供たちが学べるような仕

様や必要な人員の確保という考え方じゃない

んですか、違うんでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） かつての人口増の時代

と全然違うと。かつては、人口がどんどん増

えて、プレハブ教室もたくさんありました。

先ほど教育長の答弁もありましたように、今

のこの教室は、決して通常の教室・校舎とは

遜色がないような暫定校舎によって対応がで

きているというふうに私も承知をしておりま

すし、教育委員会の対応には問題がないとい

うふうに思います。 

  また、プールが絶対になければならないと

いう時代は終わっているというふうに思いま

す。 

  これからは、やはり民間のプールも適切に

活用をしながら、子供たちがこのゆったりと

した環境の中で、ゆったりとした時間を過ご

すことができるような対応が必要でありまし

て、かつてのように小学校は必ずプールを備

えていなければいけないということではなく

て、民間のプールも適切に活用しながら、子

供たちに伸び伸びと時間を過ごしていただき

たいというふうに思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） 何で運動場が確保で

きなくて伸び伸びとできるんか、わけの分か

らない御答弁ですよ。 

  さっきプールの話もされたけど、私、この

プール、妙法寺小学校から通われているスク

ールの指導員さんも知ってます。これ、お聞

きしますと、やっぱり学校の要請も受けて、

監視員も含めて、配置とかレーン確保、頑張

ってるんだけど、かなり深刻な経営的な状態

ですと。事実、学校側も保護者に対しては、

これ民間の経営なので、いつまで続くか―― 

安定的にできるか分からないって、ちゃんと

御説明されてるんです。それ知って言ってる

んですか。 

  全然そんな子供環境にとっていいような状

況が続いてないっていうことをぜひ御認識し

ていただきたいというふうに思うんです。 

  もう人口減少だから、運動場がないのもや

むを得ないとか、プールがないのもやむを得

ないと、御認識していただきたいと言うんで

すが、だったら、もう神戸市は、もう子供に

対しては、教育環境の充実は望まないでくだ

さい宣言みたいなね、市長の御発言になりま

すよ、それは。 

  一時的だと言って、そら前日にいきなりマ

ンションがばんと建って、人口が増えるって

いうわけじゃないんです。2012年に宅地開発

の許可が下りてから、分譲についても一定計

画的にされる中で、人口増というのは予測で

きたわけです。それに対して、神戸市は、学

校施設、フルスペックの学校施設を用意しま

しょうと、子供たちにはしっかり安心して教

育を受けてもらうような環境をつくりましょ

うという姿勢を捨てて、その時代の、新しく

入居される神戸市に新しく来られた市民に対

しては、暫定校舎で、狭い運動場で、プール
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もない、そういうところを提供しますという

ふうに言ってるに等しいんです、今の御答弁

は。 

  さらに、このお隣の横尾小学校に就学選択

制度でそっちに行ってくださいって言うんだ

けど、これ説明会でも、通学―― 通常の校区

変更では、そんなに子供の数が動かないから、

通常の通学距離では賄えない選択制で、そこ

から遠距離で通ってくれることを前提にした

選択なんです。 

  これ、保護者の方に就学手続の説明会の資

料を頂きました。就学要件４つあるんですけ

ど、もう時間ないので１つ、３つ目に書かれ

てる内容―― 保護者の責任と負担において、

児童が安全に時間を守り通学できることとい

うことを要件にしています。 

  遠距離通学になるけど、保護者の負担と、

それでやってくださいと、こんな状態なんで

す。これ、どこが安定的でゆとりある教育環

境と言えるんでしょうか。 

  これぜひ、人口減少だったら仕様や必要な

人員を確保して、ゆったりとした環境をつく

っていきたいというのであれば、学校施設を

必要な分については計画的に整備するという

ことをぜひ進めていただいて、ほんまに選択

制ではもう限界があります。ぜひ、学校施設

の増設を進めていただきたいというふうに求

めまして、次の質問に行きたいと思います。 

  市営住宅の問題について、続けてお聞きを

いたします。 

  説明会―― 先日して、職員の方、夜遅くま

で頑張っていただいてまして、私もちょっと

いろいろ入居者の方にもお聞きをしたんです

けども、やっぱり介護の必要な状態で、近隣

の支援も必要なので、なかなか難しいという

御要望もありましたし、説明会の中で、家賃

を抑えたいなら荷物減らしてコンパクトに引

っ越しされたらどうですかと。今の住宅より

も小さくなったら、エレベーターついたら家

賃が上がっても、ちょっと抑えれるっていう

話なんですけども、実際、エアコンなどの不

用品っていうのは自分で処分するから、捻出

できないという、たくさんの要望も出されま

したし、ある方は、今ちょっと身重なので、

これいつまでに出るっていうことなんですか

って言われたら、いや、これはもう年内に出

ていかないといけないっていうふうな御説明、

ちょっとそこは、全然丁寧な対応されてない

というふうに思いますので、そこはしっかり

対応をしていただきたいというふうに思うん

です。マネジメント全体の問題についてお聞

きをしたいと思うんですけども、今、市営東

落合住宅ですね、この再編については入居者

の要望にも応えて、５つの棟にエレベーター

の設置をしていただけることが決まったわけ

ですけども、しかし、ほかの住宅ですね、こ

の東落合の住宅については、令和10年度以降

に持ち越されることになりました。 

  竜が台の住宅も４号棟が１棟廃止が決まっ

たんですけども、残りの５棟については令和

８年度以降に持ち越されました。 

  建築住宅局の皆さんは、限られた人数で取

り組んでいるということなんですけども、あ

と６年で5,000戸減らすという、このマネジ

メント計画、強引な方針では、これやっぱり

丁寧に意見を聞いて理解をいただくというの

は、もうやっぱ無理が出て、結局、住民が置

き去りになるというふうに思います。 

  先ほどのマネジメントの御答弁では、再編

の予定にかかわらず、駅近の住宅の空き住戸

などでは、人口対策に資するような活用をし

て地域に貢献したいという御答弁がありまし

た。 

  市営住宅のホームページ―― 紹介してるホ

ームページで、神戸市がその特徴を紹介して

います。 

  幾つかあるんですけども、その中で特徴的

なやつで、最寄り駅、市営地下鉄名谷駅周辺

に商業施設があり、買物に便利と。北須磨支

所が近く、行政サービスの利用が便利という
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注釈があって、この注釈が書いてある11団地、

4,927戸あるんですけども、この11個の団地、

この間、一般募集で何戸出てるか御存じでし

ょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 具体的な数字は持ち

合わせていません。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） ゼロです。ちゃんと

その後に書いてあるんですね、名谷で便利と

書いてあって、その後にマネジメント計画に

よる団地再編のため、新規の募集を停止と。

便利だけど募集停止と書かれている。 

  再編の募集停止が８団地、それ以外にも、

先ほど言ってた鹿松で良好なところが確保で

きましたって書いてるような、北落合西とか、

名谷駅東が受皿になっているので、募集停止

されてます。 

  それ以外に借り上げで１団地あるわけです

けども、市長は、かねて名谷駅前再整備で、

郊外を含めた波及効果で人口減に対応される

と。もう来年、今年度、パティオも、リニュ

ーアル進むということも、ずっと言われてる

んですけども、しかし副市長言われたように、

住民のニーズもあり、この11団地で合計今1,

600戸の空き戸数があるんですけど、このマ

ネジメント計画で、この流通がストップして

るという状態。整備もまだ進んでいない。 

  さらに、このマネジメント計画より、さら

に先、令和13年度以降、７年間も着手しませ

んって言ってる団地が全市で2,761戸もあっ

て、これも募集停止されてると。私の住んで

る地域に西落合っていう市営住宅があるんで

すけども、これも１年ほどで空き家が26戸増

えました。 

  これやっぱり住民からは、もう蛇の生殺し

だと。地域のコミュニティーを壊さないでほ

しいという声もお聞きしているので、これ、

整備の未着手の住宅は、ぜひ通常募集に出し

ていただきたいと思うんですけども、これは

いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 今、名谷周辺の市営

住宅の状況について、るる御説明をいただい

たところでございますが、議員も御承知のと

おり、名谷の団地開発というのが、当時ニュ

ータウンとして一斉に開発された、そういう

中で、市営住宅についても順次、大規模に整

備を行ってきたのが現状でございます。 

  そうした市営住宅の多くにつきましては、

今回のマネジメントでも大きく手を入れてい

かなければならない状況に陥っているもので

ございます。 

  当然のことながら、名谷周辺の住宅、市営

住宅の状況・条件というものについては、例

えば駅近であるとか、行政設備があるとか、

商業施設があるとか、こういった利点も当然

あるわけでございますので、当然、このマネ

ジメント計画の中の受入れ住宅としては、非

常に対応が求められる住宅でもあります。 

  そうした観点から踏まえまして、今回、こ

のマネジメント計画を推進するに当たって、

この周辺の住宅も御紹介する形を取っている

ところでございます。 

  一方で、このマネジメントの中で、名谷周

辺の住宅につきましても、今回、エレベータ

ーがない、それから他の受入れ住宅がないと

いうような条件の下で仕分をしているわけで

ございますが、当然、そのマネジメントの対

応の中で、他の受皿が大規模に確保できない

場合には、そういった住宅については、また

個別のエレベーターの設置・整備等の対応も

行っているものでございます。 

  神戸市全体として、市営住宅全体をどのよ

うに管理していくか、これを第３次なりの10

年計画でマネジメントを行っているわけでご

ざいますので、そういう中での対応の１つと
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御理解いただきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 前田君。 

○１番（前田あきら君） いや、そのね、着手

されてるんだったら、先ほどの御答弁は、１

つの考え方かと思うんですけども、今の計画

よりも遅れてて、未着手で、いつスタートす

るかっていうことも、何年から何年間やりま

すと。いわゆる将来再編住宅は７年後ですと

言われて、実際、そのため、空き戸数が増え

て、外壁もほったらかしになってるとかいう

状態が広がってるわけでしょう。何でここ、

１個１個今やられてる中で、住民の要望聞い

て、先ほどエレベーターの話もありましたけ

ど、エレベーターを設置して、そこに住み続

けるとか、そこの今、エレベーターがなかっ

たんだから、エレベーターをつけて、良質な

市営住宅をやっぱり名谷駅近辺にも確保しよ

うという方針は、それはいいと思います。そ

うしてない状態、手つけられてない状態で、

なぜ募集停止をするんですかと。これ全部受

皿になってるわけじゃないんです。全ての名

谷の、1,600あるわけですから。なぜ募集停

止をするのかと。これ多分、須磨区の市会議

員さん、みんな同じこと思ってらっしゃると

思うんですけど、僕ら相談を受けてホームペ

ージ見ても、募集の、通常募集のやつを見て

も、ないんです。この地域に住みたいと、こ

の地域だったら、いろんな地域の方に御支援

もいただけるのにというような方の相談があ

っても、ない。その実態は、募集停止をもう

完全に網かけてしまって、どの住宅も入れな

い状態になってるっていうのが問題だと思う

ので、これは、ぜひもうちょっと計画を見直

していただいて、エレベーターを設置するい

うことを前提に進められているんなら、ぜひ

入居していただいて、着手するタイミングに、

まあ工事してる最中に入居募集なんて、それ

はできませんから、そのときは止めたらよろ

しいですけど、まだすぐに、今着手もしてな

いような住宅を募集停止して、もう取りあえ

ず空き家どんどん増やしてくださいみたいな

ことを方針っていうのは、もう全く真逆の方

針だというふうに言わざるを得ないというふ

うに思います。 

  市営住宅を、これ何で、こう私が強調して

るかっていうと、地方自治体が住宅政策、取

り組む意義は何かということをちょっと考え

たいと思って質問させていただきました。 

  本来は、市場原理で、適切な住宅が確保で

きない住民のために、居住の安定の確保と質

の向上のために、市場に自治体が介入する公

的手段だと私は考えます。 

  そうした場合に、駅前に高品質のマンショ

ンが誘致できて、土地が高く売れて喜んでい

るだけでは駄目だと思うんです。 

  長引く経済低迷と物価高騰で本当に苦しん

でおられる市民に対して、福祉の増進を旨と

する地方自治体が、住宅に困窮する低額所得

者に対して低廉な家賃で賃貸する市営住宅を

安定的に供給することに力を尽くすことが、

今本当に求められている。人口減少で困って

るっていう地域に、既存のストックとして、

別に耐震化、問題のない躯体があると。エレ

ベーターがなくても、現状では入りたいって

いう方もいらっしゃるわけですから、そこは

戸数削減ありき、第３次マネジメント中に5,

000戸減らすっていう方針掲げられてるわけ

でしょう。だから、こうしたもう募集停止で

減らすと。だから、いろんな部分で―― 確か

に空き家が増えている郊外の市営住宅もあり

ます。募集しても、なかなか選ばれないとこ

ろもあります。だけど、先ほど神戸市自らが、

これ大丈夫なところなんだと、便利なところ

なんだって言ってるところを募集停止するっ

ていうのは全くおかしい状態だというふうに

言わざるを得ないと思います。 

  市長が―― 先ほど質の確保はもう全然駄目

だったと思うんですけども、既存のインフラ

をいかに活用するかが非常に重要だというこ
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とも、昨年10月の記者会見でもおっしゃられ

た。ところが、三宮再整備や神戸空港などの

新たなインフラ投資には、もう惜しみなく予

算をつぎ込んで、一方で、市民や子育て世代

の願いと逆行して、学校、保育所、幼稚園、

市営住宅の統廃合を進めていると、これぜひ

見直していただきたいということを求めて、

質疑を森田議員と交代いたします。（拍手） 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  次に、２番森田たき子君。 

  （２番森田たき子君登壇）（拍手） 

○２番（森田たき子君） おはようございます。 

  日本共産党の森田たき子でございます。前

田あきら議員に続いて質問をさせていただき

ます。 

  初めに、農業振興の強化について伺います。 

  スーパーから米が消え、米を買えない人が

続出をし、米をめぐる異常事態が起こりまし

た。この原因は、米の生産や安定供給への責

任を投げ捨て、農家に生産削減を押しつけて

きた歴代政府の農政にあります。 

  米の価格は高騰し、来年も同じ状態になる

のではと市民の皆さんは心配をされています。

米は主食です。独り暮らしの方から２キロが

1.5倍も上がって、生活が大変だとお聞きし

ました。 

  神戸市は消費者の立場にも立ち、また農家

が安心して米作りができるように、地産地消

を奨励し、米の価格保障と生産者の所得補償

を行うべきだと考えますが、見解を伺います。 

  次に、明石川等の有機フッ素化合物（ＰＦ

ＡＳ）汚染について伺います。 

  神戸市は2020年から排出源を特定するため

に、明石川流域でＰＦＡＳを測定してきまし

たが、いまだに発生源は特定できていません。

毎回の測定で、暫定目標値、１キロ当たり50

ナノグラムを超える高い数値を検出し続け、

市民の皆さんからは、改善を求める署名や、

また請願が相次いで行われています。 

  私は国に対して直接拘束力のある規制基準

の設置を求めてまいりました。そして、福祉

環境常任委員会では、汚染対策などを求めて

きましたが、国の基準がない、知見がないと

消極な答弁が繰り返されてきました。 

  そうした中で、岡山県吉備中央町では、住

民の要求に応えるとともに、住民の命を守る

取組として、血液検査を行うことになりまし

た。 

  今や全世界、日本でも大きな問題になって

いるＰＦＡＳについて、神戸市も希望する市

民に健康影響調査を実施するなど、市長自ら

が市民の命を守る取組を行うことを求めます

が、いかがでしょうか。 

  次に、西神中央駅前の再整備についてお伺

いします。 

  神戸市は、人口の維持・回復を図るといっ

て、拠点駅で大規模なリノベーションを計画

し、高層マンションや商業と公益施設を駅周

辺に集め、整備を進めています。 

  西神中央駅周辺も整備が進んでいます。 

  一方で、市民の皆さんからは、駅への点字

ブロックがつながっていない、駐輪場がとめ

にくい、バスロータリーの上屋に問題がある

など、改善を求める声をお聞きしています。

これは再整備が市民の声を聞かずに進められ

てきたからではないでしょうか。見解を伺い

ます。 

  最後に、平野小学校の通学手段の確保につ

いて伺います。 

  西区の平野小学校は全校児童134名のうち、

約60名が路線バスを利用していますが、バス

会社の都合で来年３月末に、７便全て休止す

ることになり、地元住民の皆さん、大変心配

されています。 

  この間、市教育委員会へ保護者や地域住民

の皆さんから、通学手段の確保を求めて2,50

6筆の署名が提出されました。こうした動き

の中で、市教育委員会は当初の対応を撤回し、

通学手段を確保すると発表し、何とか２学期

終了までに説明会を開かせていただきたいと
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言われていますが、現在の進捗状況、どうな

っているのでしょうか。全ての児童が安心し

て通学できるよう、児童・保護者に負担をか

けない対応を求めますが、いかがでしょうか。 

  以上、簡明な答弁をお願いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 森田議員の御質問のう

ち、私からは米作農家に対する支援につきま

してお答えを申し上げます。 

  米の生産につきましては、米の国の生産調

整、いわゆる減反が平成30年に廃止されて以

降、農家が自らの経営判断により、米の生

産・販売を行っております。 

  この結果、米の取引価格につきましては、

円滑な流通の中で、民間の取引環境で決まる

ことになりましたことから、本市におきまし

ては、国・県を通じて得た米の需要動向や作

付意向などを勘案した生産目安等の情報を農

家に提供し、需要と直結した生産を促してい

るところです。 

  米の生産者に対する支援といたしましては、

国の施策を有効に活用し、利用していただく

とともに、本市の独自の立場に立った支援策

と組み合わせて有効に行うということが必要

ではないかと考えております。 

  本市では、米作りも含めた農業経営を下支

えする取組といたしまして、昨今の資材高騰

に対応するため、生産資材である、こうべハ

ーベスト肥料や、市内産堆肥の活用支援を推

進するとともに、集落営農組織への農地集約

や、作業の効率化のための機械導入支援など

も行っております。 

  また、農家の所得向上と地産地消の推進を

図るため、米を含む神戸産農産物をＢＥ Ｋ

ＯＢＥ農産物として、付加価値を高める取組

を消費者への理解醸成・啓発も含め、関係者

が一体となって推進をしているところです。 

  一方、国の所得補償政策といたしましては、

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関す

る法律に基づく日本型直接支払制度がありま

す。 

  これは農業・農村の多面的機能の維持・発

揮を図る活動、中山間地域における農業生産

活動、自然環境の保全に資する農業生産活動

を行う農家に対する支援制度です。 

  この制度を、神戸市においても有効に活用

していくために、神戸市としては関係者と連

携をしながら支援施策を行ってまいりました。 

  このように、神戸市といたしましては引き

続き農家に対して、資材支援や生産に関わる

効率化支援、新たな付加価値の向上を推進し

ていくとともに、価格形成に関する国の動向

を注視し、必要な対応を行ってまいりたいと

考えております。 

  いずれにいたしましても、米作農家支援を

含めた農業施策につきましては、国・県との

連携が大事でありまして、しっかりと協調を

しながら、また、市独自での農産物の価格保

障と農業者の所得補償に関する事業を実施す

るということにつきましては、適当ではない

というふうに考えております。 

  ほかの御質問につきましては、副市長から

お答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから西神中

央駅前の再整備について御答弁を申し上げま

す。 

  西神中央駅周辺につきましては、昭和57年

のまちびらきから約40年が経過をいたしまし

て、社会情勢や地域ニーズが変化する中、ま

ちの利便性や魅力を一層向上させるため、駅

周辺のリノベーションに取り組んでいるとこ

ろでございます。 

  御指摘の駅につながる通路の点字ブロック

などのバリアフリー対応につきましては、計

画段階や設計段階におきまして、障害者団体

など想定される利用者からのヒアリングなど

を行いながら整備を進めてまいりましたけれ
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ども、一部、不具合がある箇所を確認したた

め、既に現地の修繕を行わせていただいたと

ころでございます。 

  このように施設整備に当たりましては、画

一的に整備できない部分もありますため、説

明会の開催や関係者へのヒアリングなどを通

じて、住民や利用者の方々から丁寧に御意見

などを伺いながら事業を進めてきたところで

ございます。 

  今後とも、市民目線に配慮しながら、残り

のリノベーション事業を進めまして、より使

いやすく、魅力的な施設を整備することで、

まち全体の魅力向上につなげてまいりたいと

考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうから有機フ

ッ素化合物（ＰＦＡＳ）対応について御答弁

申し上げたいと思います。 

  ＰＦＡＳにつきましては、令和６年６月25

日の内閣府食品安全委員会が公表されました

「評価書 有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）」

の中で、体内動態については不確実な点が多

いため、血中濃度の結果からＰＦＡＳを摂取

した量あるいは暴露された量・時期・期間等

を推測することは現時点の知見では困難であ

るとされているところでございます。 

  また、８月１日に環境省が公表されました

ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡに関するＱ＆Ａ集でも、

現時点での治験では、どの程度の血中濃度で

どのような健康影響が個人に生じるかは明ら

かになっておらず、血液検査の結果のみをも

って健康影響を把握することは困難であると

されているところでございます。 

  こういった事情も鑑み、市として血中濃度

を含む健康調査を実施する考えは持っていな

いところでございます。 

  先日、環境大臣の会見におきましても、現

時点で血中濃度と健康影響の関係性ははっき

りと分かっていないとされた上で、血中濃度

と健康影響との関係の研究を推進していくこ

とが重要であると述べられておりますので、

神戸市といたしましても、引き続き国の動向

を注視していきたいと考えているところでご

ざいます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 私のほうからは、平

野小学校の通学手段の確保についてお答えさ

せていただきます。 

  平野小学校における路線バス休止への対応

については、９月からの議会において、各会

派からの質疑・要望をいただくとともに、特

に10月９日には西区選出の議員の皆様から、

神戸市立平野小学校への代替通学手段の確保

に関する緊急要望として出していただき、子

供たちや保護者の皆さんに不便をかけない、

代替通学手段の確保について検討を重ねてま

いりました。 

  既に御案内のとおり、10月15日には教育委

員会として、タクシー会社等の旅客運送事業

者による送迎を行うことによって、代替通学

手段を確保する対応方針を決定し、今保護者

にもその旨をお知らせしているところでござ

います。 

  今後ですが、先日の本会議において必要な

予算をお認めいただいたことから、現在は事

業者の選定手続を進めているところでありま

す。年内をめどに、保護者の皆様を対象とし

た説明会を開催させていただき、具体的な送

迎方法等についてお知らせしたいと考えてお

ります。 

  いずれにせよ、新年度からの子供たちの通

学に不便を生じることがないよう、保護者の

皆さんに丁寧に説明しながら、引き続き取り

組んでいきたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 初めに、平野小学校

の通学手段確保について御答弁いただきまし
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たが、保護者説明会はまだこれからというこ

とですけれども、これまでも保護者の方から

は、タクシー業者で実際にどういうふうに乗

るのか全容が分からないというふうなお声も

あります。こういったこともしっかりと求め

られています。 

  来年度から新たに対象となる児童も含めて、

本当に今心配をされている保護者、地元の皆

さんに寄り添って丁寧に対応し、子供たちが

安全で安心して通学できるような対策となる

ことを求めていきたいと思います。 

  次に、農業支援についてお伺いをしたいと

思います。 

  今は生産者米価が多少回復していますが、

肥料代など生産費が高騰し、米農家につきま

しては、安心して今生産を続けられる状況で

はありません。米農家の時給は2021年、 ’22
年続けて10円というような状況で、本当に今

生活ができない、こういう農業をやめていく、

そういうことも市内の中で増え続けておりま

す。 

  長年にわたって西区で米作りをされてきた

80代の農家の方が、親から米を継いで生活し

ていけと言われて続けてきたが、今は米では

生活できなくなった。子供には当然言えない

と言われていました。 

  国任せにせずに、将来にわたって米生産の

維持・安定を図るために、価格保障・所得補

償、ぜひ行うことを求めておきたいと思いま

す。 

  そこでお伺いをしたいと思います。市内の

農家人口は、2013年２万2,089人から2022年

には１万8,096人へと10年足らずで3,993人減

り続けてきました。 

  神戸市は新規就農者支援に力を入れている

と言われていますが、毎年40人ぐらいしか増

えていません。 

  神戸市の農業を守り支える、農家人口を増

やす、そういった対策を今強化することが急

がれていると思いますが、いかがでしょうか、

お答えください。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今、お話がありまし

たように、この農業の担い手の高齢化、後継

者不足が深刻化しておりまして、農業従事者

の確保というものは重要な課題だというふう

に認識をしているところでございます。 

  神戸市といたしましては農家の後継者の

方々、あるいは新規就農者、集落営農組織の

育成に加えまして、社会福祉法人や企業、さ

らに神戸ネクストファーマーなど、多様な担

い手の確保に努めさせていただいているとい

うところでございます。 

  一方で、農業の効率化を図るために、集落

営農組織や認定農業者、農業生産法人といっ

た担い手に農地の集約化を支援する取組も行

ってきたところでございます。そして、市独

自の支援として省力化に資するスマート農機

の導入支援や農地の集約化、共同作業、共同

機械の利用を行います集落営農組織の設立支

援や、機械導入補助などを実施してきたとこ

ろでございます。 

  そのため、農家の世帯はこの10年で約７％

減少しておりますけれども、経営耕地面積に

ついては約３％の減少にとどまっているとい

ったような状況にもなっているところでござ

います。 

  神戸市としては、引き続き農業施策につい

て、国・県と連携・協調しながら実施してい

くことが必要であるというふうに考えており

まして、これらの今申し上げました市の独自

の支援も継続しながら、担い手の確保につな

げてまいりたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 今御答弁いただきま

したけれども、本当にそういった様々な施策、

それが今大規模農家、そういったところだけ

ではなく、やはりこれまで神戸市の農業を支
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えてこられた小規模農家、こういったことを

支えていく、そのことが私本当に大切だと思

います。 

  そしてまた、一方で農家人口を増やしてい

くということは本当に重要な課題だというふ

うに認識をされているということが分かった

んですけど、その上で、この危機的な状況を

どうしていくのかということだと思います。

神戸市には国による新規就農者への就農資金

支援、これがあると説明をされていますが、

就農準備資金も経営開始資金も対象が50歳未

満の認定新規就農者しかこの支援は受けられ

ないことになっています。新規就農者で研修

中の方から、今一緒に研修している23人の中

で、50歳未満は４人しかいないと、実態に合

っていないと言われました。 

  実際に、2023年度に就農準備資金を受けた

新規就農者は１人もいないとのことでした。

市として年齢対象、これを大きく引き上げて、

そして支援する必要があると考えますが、い

かがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今お話しをいただき

ました就農準備資金でございますけれども、

これは国の支援制度でございますが、持続可

能な農業の実現のために、農業の人材の一層

の呼び込みと定着を図り、次世代を担う農業

者の育成・確保をするということを目的とし

ているところでございます。 

  そのため、資金が不十分である若年層を対

象として、経営が不安定な経営開始初期を集

中的に支援をするという内容になっていると

ころでございます。 

  制度の対象となりますのは、新たに農業参

入する方のほか、農家の子弟では品目の拡大

など親の経営と異なる取組を行う場合が対象

となるということでございます。 

  今、50歳未満という要件のお話がありまし

たけれども、国において40代以下の農業従事

者を40万人に拡大するという目標が定められ

ておりまして、新規就農者の裾野を拡大する

ために設定をされたものでございます。 

  ただ、この年齢要件につきましても、令和

元年度までは原則44歳以下というふうになっ

ておりましたのが、５歳の引上げがあったと

いうような状況になっているところでござい

ます。 

  そのため、現時点で市独自にそういった要

件の緩和ということは考えていないところで

ございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 国のほうもですね、

やっぱり年齢を５歳引き上げたということは、

結局、この制度がまだまだ不十分であるとい

うことをお認めになっているというふうに私

は思うんです。それで、国の施策でやっぱし

ね、こぼれてしまう、そこを救って支援をし

ていく、それが市の役割だと思います。 

  今年の夏にトマト栽培を始めた方は、ビニ

ールハウス９棟を借りたけれども、４棟しか

張り替えられなかった。200万円かかり、貯

金を崩しましたと。独立は本当に大変ですと

言われました。 

  また現在、楽農センターで研修中の方から

は、いろいろな野菜栽培が求められて、それ

ぞれに今高騰した肥料代や電気代など初期費

用だけで約40万円かかりましたと。お金がな

いとできませんと言われました。本当に新規

就農の、また指導に関わる方からは、ちゃん

と農作業が分かるまで、最低でも４～５年は

かかると言われていますと。今のこの支援で

は、資金額も支給期間も不十分で、実態に合

っていない、これは明らかではないでしょう

か。 

  今西副市長は、先ほども申されましたけど

も、担い手の高齢化、そして後継者不足が深

刻化して、農業従事者の確保は急務であると

いうふうに答弁されましたけれども、制度が
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あって、まさに利用者なし、それでは就農者

の定着は難しいと思います。国の事業が実態

に合っていないのですから、今、市独自で金

額も上乗せして、そして期間も伸ばして、し

っかりと支えていく、そういう対策が急がれ

ていると思うんですが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 神戸市といたしまし

ても、農業施策につきましては、先ほど申し

上げましたように国・県と連携・協力しなが

ら、役割分担をして実施をさせていただいて

いるところでございます。 

  その上で、必要に応じて市独自の施策を展

開させていただいてございます。 

  その一例といたしましては、スマート農業

の施策ということで、このスマート農機の活

用によりまして、農家の負担が大きい草刈り

作業などを省力化し、農作業の負担を減らす

ことで、農業の継続や農業参入を促すという

ことを考えているところでございます。 

  また、ＢＥ ＫＯＢＥ農産物では環境保全

型・地域資源循環型農業を推進して、これら

の取組によって生産される農産物を新たにブ

ランド化することで、地産地消を推進すると

ともに、農家の所得向上につなげるというこ

とにしているところでございます。 

  さらに、広く市内農家を対象とした支援策

としては、令和４年度より資材高騰対策とし

て、こうべハーベスト肥料や市内産堆肥の活

用補助を行っているところでございます。 

  いずれの取組も農業の担い手確保に資する

取組であるというふうに考えてございまして、

市としては引き続き農業経営を下支えする取

組を行いまして、持続可能な農業の実現に向

けて担い手の確保に努めてまいりたいと考え

てございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 私、様々な農業支

援・施策を広げていっていただいたらいいと

思うんです。そのことが、広げて本当に農業

に従事してくださる、そういった若者支援に

なると、つながると思います。しかしですね、

今おっしゃっている施策そのものが、まだま

だその今の国の施策だけでは不十分であると

いうことを先ほどから申し上げているという

ふうに思いますが、これに対する具体的な答

弁をなかなか出していただけないんですけど

も、実際に今農業者の平均年齢、政府のほう

では67.9歳と、本当に高齢化が進んでいるん

だということで、何とかこれをしていかなけ

ればならないんだというふうなことを発表も

しています。 

  また、私、ほかのところでお聞きをしたん

ですけども、親が年老いて、51歳で会社勤め

を諦めて、親のキャベツ農家を継いだ方が、

畑があるのに諦めることはできないと頑張っ

ていましたけれども、新規就農支援事業から

外されてしまったと。親元就農で支援事業の

対象になるのは、農地を借りて拡大したり、

別の農産物を作る人に限られていますと。20

23年度に経営開始資金を受けた方は本当に親

元就農の僅か10人だけでした。農家の皆さん

は跡継ぎは支援がないのに等しいと、見捨て

られたと、こう言われています。 

  国の施策だけでは本当に不十分です。市独

自の支援を再度求めます。いかがですか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 今、森田議員がおっし

ゃいましたこの就農準備資金や、経営開始資

金は、これは国が10分の10の制度ですよね。

これ10分の10の制度なので、神戸市が独自に

その要件を緩和するということは制度上でき

ません。しかし、神戸市としては、先ほど私

も答弁を申し上げ、また今西副市長も申し上

げましたように、新規就農者に対する支援、

あるいは既に就農している方に対しては様々

な形での支援をしております。 
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  ネクストファーマーの皆さんとの意見交換

も、私も何回か出たことがありますし、先般、

農業委員会の委員の皆さんとの意見交換では、

動画になりましたけれども、この若い生産者

の皆さんからの意見も直接聞いております。 

  神戸市が展開しております施策の中で不十

分なところがあれば―― 国の施策に対してこ

れを変更することは無理ですけれども―― 神

戸市が展開している施策につきましては、今

日の森田議員からの御指摘も含めて、様々ま

た若い生産者の皆さんの意見も聞きながら、

改善を加えていきたいというふうに思います。 

  新規就農者を確保するということは、そう

簡単なことではありません。私も地方の府県

に勤務したことがありますけれども、この県

の新規就農の職員、それから市の新規就農の

職員よりも、実際に新規就農した方の数はそ

の半分以下だったというようなこともありま

した。 

  なかなか今その状況が、相当年月がたちま

すが、大きく改善しているわけでは、国全体

としてはありません。しかし、我が市におき

ましては、やはり消費地に近いというような

利点、また農村・里山地域については、やは

りかなり人気があって定住・移住したいって

いう動きもかなり出てきておりますから、農

業振興施策だけではなくて、農村・里山地域

に対する地域活性化施策というものをしっか

りと組み合わせながら、効果が出るような、

そういう政策展開を今後とも図っていきたい

というふうに考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 今、市長から神戸ネ

クストファーマー、このことを言われました

けれども、私調べましたら、認定新規就農者

―― この支援を受けるために必要な方なんで

すけども、これになった方はまだネクストフ

ァーマーからこの間始められていますけれど

も、１人もいないんです。やっぱし難しいん

ですよ、なかなか定着をさせていくというの

が。 

  だからこそ、今ある国の支援、ここからこ

ぼれてる人たち、その人たちが今求めている

こと、このことに寄り添って、その拡大のた

めに力を尽くしていただきたい、そう思いま

す。 

  困難な中でも、本当に若い人たちが今就農

したいんだと、こういう動きが、神戸市内の

中でもいろいろと広がってきています。これ

をしっかりと後押しちゃんとしていけば、担

い手が定着して増えていく、このことは間違

いないと思います。だからどんどん、例えば、

大きな機械を買うために、その半額は融資を

させて、そして農業を支えていくという、機

械化させていくと、そういうことはまだ望ん

でないんです。まだ一歩前に進むために苦労

してる、その段階、ぜひ理解をしていただき

たいと思います。 

  それでは次に、西神中央駅周辺の整備につ

いてお伺いをします。 

  それでは具体的にお伺いいたしますが、ま

ず、駅周辺の駐輪場について伺います。 

  駐輪スペースは十分確保されることができ

ました。ありがとうございます。しかし、上

下段式の駐輪場は数優先で、幅が狭くてとめ

にくいという声があります。 

  これは芸文センターの駐輪場の写真です。

ハンドルがもう重なってしまって、もう斜め

駐輪になってるので、本当にとめにくい。ま

た、電動式自転車、子育て用なんですけども、

両サイド、非常に危険な状況でとめることが

できないと。本当にこういう状況の中で、子

育て世代の方からは、子育てスペースは造っ

てほしいという、そういうお声がありました。 

  さらに、１台のスペースをまた広げてもら

いたい、このことも言われています。高齢者

の皆さん、また障害者の皆さんも本当に今大

変です。早急に確保すべきです。安心して利

用できるように、このことを改善すべきだと
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思いますが、お答えください。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 今御紹介いただきま

したのは、なでしこ芸術文化センターの駐輪

場の件だと思います。このなでしこ芸術文化

センターの駐輪場につきましては、利用者の

利便性を考慮する形で、写真でもお示しいた

だきましたように、ラック式の駐輪場を設置

しているところでございます。現在、多くの

方に御利用いただいている状況でございます。 

  現状におきましては、市また管理者に対し

て利用者からの具体的な要望というのは受け

ておらないわけでございますが、引き続き、

利用されてる皆さん方のお声を聞きながら、

対応については、必要な対応があるんであれ

ば、具体的な分については当然議論をしてい

きたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） ぜひ、現地を見て確

認をして対応していただくことを求めておき

ます。 

  さらにですね、駅の西側に設置をされてい

ます、今度はこれなんですけれども、ダブル

型のモダンな屋根と、そしてこれから整備を

していきますバスロータリーの上屋、これ両

方とも上屋なんですけれども、これは建設局

と交通局、それぞれの計画で進めてきました。

だからつながっていません。それぞれの上屋

の間に空間があって、利用者の皆さんは雨に

ぬれ、不快な思いをずっと強いられています。 

  そのまま工事を進めようとしているんです

けれども、これについても対応が要ると思い

ますが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） このバスロータリー

につきましては、老朽化した上屋の更新を全

てさせていただくということを予定させてい

ただいてございます。そして、雨よけ機能、

いわゆる屋根の幅も大きくして、かけ替えの

工事を今行わせていただいているというとこ

ろでございます。 

  この工事につきましては、少し２段階に分

けて施工するということになっておりまして、

既存上屋の撤去、新築工事に一定のスペース

が必要であるということが理由でございます

けれども、今、第１段階として新築した上屋

と既存上屋との間に一時的に隔離が、今御紹

介いただいた写真でありますように生じてお

りますけれども、今後の上屋の工事で解消さ

せていただくということになっているところ

でございます。できるだけ、今御迷惑をおか

けしておりますので、スピード感を持って工

事を早期にやらせていただきたいと考えてご

ざいます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） ということは、工事

を進める間というか、工事にかかる間もその

上屋の隙間はきちんと整備をしてやるという、

そういうことで理解してよろしいんでしょう

か。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今、ちょっと隔離が

置かれてる間でございますけれども、もう工

事が始まるというような段取りを組んでおり

ますので、今の臨時的な対応っていうのはも

う今の状況のままになると思いますけれども、

できるだけ早く工事に着手をしてまいりたい

と考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） じゃあ、１年近く利

用者の皆さんが我慢を強いられると。できる

だけ早くとおっしゃってますけども、そうい

う状況が続くということになると思うんです

けど、それは絶対に改善し、避けていただき
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たいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

  やっぱり、再整備はまちづくり全体をその

社会情勢の変化に合わせて、そして利便性の

向上につながるように、本当に市民の皆さん

に着手していくその段階から寄り添っていた

だく、このことを強く求めておきたいと思い

ます。 

  次に、ＰＦＡＳについてお伺いをいたしま

す。 

  国がＰＦＡＳの実態や排出源の調査、人体

などへの影響に消極的な中で、この間、住民

の皆さんと研究者の方々が協力して、全国各

地で汚染の状況や血中濃度の調査を進め、公

表されていますが、問題の重要性を明らかに

していく上で、私は大変大きな意味があると

思っています。市として、これまでに、河川

流域周辺の884事業者に対して調査を依頼し、

報告も受けている、必要な対策も依頼をして

いるとのことですが、その内容について、プ

ライバシーに配慮した上で公表すべきではな

いでしょうか。いかがですか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） この明石川流域の産

業廃棄物処分場を営む事業者をはじめ、明石

川に排水を排出している事業者に対しまして

は、自主的な水質検査の実施を要請をいたし

まして、定期的にその結果の報告を受けてお

り、排水の状況というのは把握をさせていた

だいてるところでございます。 

  今後、国の方針が示された場合、適切に対

応できるものと考えているところでございま

す。 

  この事業者の検査結果につきましては、法

令などで定める排水基準がなく、行政の指導

などの権限もない中、事業者の協力で非公表

を前提に提供いただいているものであります

ことから、公表する予定は今のところござい

ません。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 市民の皆さんに、本

当に必要な情報が知らされてない、伝わって

いない、こういう状況が今ずっと来てました。

そんな中で、神戸市がＰＦＡＳを有害な物質

だと認めながら、排出源が特定されていない

とだけ言い続けていることは、住民の不安を

さらに広げることになっているのはもう明ら

かです。 

  ＰＦＡＳをめぐっては、社会の状況が今変

わってきました。ＰＦＡＳをなくすという立

場で市民と議会が協力をして、そして国に訴

え、対策を求めていく、そういう流れに今向

かっています。 

  そのために、ＰＦＡＳの高い数値が出たこ

とに対して、神戸市が実際に行っている取組

については、具体的に住民の皆さんに情報を

オープンにすることが何より必要です。11月

の常任委員会で、柏木局長が市民の方に対し

てしっかりと伝えるべき情報は届くように伝

えていくと、そのあたりは必要だと、努力し

ていきたい、このように言われました。これ

についてはどのように今検討されているのか

具体的にお願いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） この神戸市では、こ

の暫定指針値が設定された2020年度以降、国

が示している手引に従いまして、河川の水質

調査地点を増やし、水質の状況の把握を進め

させていただいてるところでございます。 

  その点については、測定結果については皆

さん方にもお知らせをさせていただいている

というところだというふうに考えてございま

す。 

  さらに、先ほど申し上げましたように、産

業廃棄物の処分場を含む様々な事業者につい

て検査の要請をし、その状況もお聞きをして

いるというような状況でございます。 
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  そしてまた、これは国で規制なり基準を示

していただくことは大変重要だと思っており

ますので、人への影響の解明、水質等の基準

値の早期設定あるいは公共用水域などのモニ

タリングに対する財政支援などを既に要望さ

せていただいておりまして、市独自で行える

ことは可能な限りの取組をさせていただいて

いるというふうに考えているところでござい

ます。 

  今行っておりますこの様々な取組をこれか

らも継続して行ってまいりたいと考えてござ

います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 今の取組をさらに広

げて頑張っていただきたいと思うんですけど

も、その河川の測定結果だけのことを私言っ

てるわけではありません。事業所に対するそ

ういった内容もそうですけども、実際に神戸

市は、布施畑の環境保全センターですね、こ

ういったところでは活性炭を利用して、そし

てＰＦＡＳの濃度を低減させてきたとか、い

ろんな取組されてきたと思います。そういっ

たことを神戸市民の皆さんはなかなか情報知

らないです。そういうことも含めてしっかり

と情報を伝えていただきたい。そしてそのこ

とによって、市民の皆さんの不安をもっと抑

えていただきたいと。不安をなくすような取

組に、神戸市が今してもらいたいというふう

なことをお願いをしています。 

  そしてまた国に対して、ＰＦＡＳの適正管

理と労働者・市民の安全を確保する対策をつ

くらせる、そのためにも、今現状をきちんと

把握すること、そして除染など対策をするこ

とは、市として当然だと思うんですけれども、

この点についてはいかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 先ほど申し上げまし

たように、神戸市としては、国の法規制とい

うものがまだない中で、できる限りのことを

やらせていただいてるというところでござい

ます。 

  先ほど、布施畑でいろいろ排水のところに

ついての活性炭で努力をしているというよう

な評価をいただくお話もいただきましたけれ

ども、そういったことについては、確かにあ

まりＰＲができていないところがあるかもし

れませんので、そういった情報などについて

も、対外的にいろいろと発表もさせていただ

きたいというふうに思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 先ほどからずっと繰

り返していますけれども、ＰＦＡＳ汚染への

その市民の皆さんの不安にしっかりと応える、

そういう対策をしていくためにも、情報収集

とそれを公表する、そのことを改めて求めて

おきたいと思います。 

  最後ですけれども、西区で農業を始めたい

という方が、ＰＦＡＳ、これを心配されて、

そしてＪＡに聞きに行ったけれども、全く分

からなかったと。聞いてこられました、私の

ほうに、どうなってるんだと。河川の近くで

貸し農園で野菜を作っている方々からも同様

の声が今寄せられてきています。環境保全の

立場からも、土壌調査、これも必要だと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 国において、このＰ

ＦＡＳというものに対する影響がどのような

形になるのかということ自身が今いろいろ

様々な形で検討されているところでございま

す。 

  正直申し上げまして、国の検討過程では、

影響があるという調査結果があれば、影響が

ないという調査結果もあって、今のところ本

当に分からないというのが、今国の検討状況

ではないかというふうに思ってございます。 
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  これはもうＰＦＡＳ自身は、先生も御承知

のとおり、世界中で拡散しているものでござ

いますので、今世界の研究者が研究しており

ますので、最新の研究を経て、私どもとして

は国の規制があれば対応してまいりたいと考

えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 森田君。 

○２番（森田たき子君） 本当に危機感を持っ

てこの問題に取り組んでいただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

  これで質問を終わらせていただきます。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  次に、36番諫山大介君。 

  （36番諫山大介君登壇）（拍手） 

○36番（諫山大介君） こうべ未来市会議員団

の諫山大介です。 

  ＮＨＫ朝ドラ「おむすび」は、神戸編に入

りまして身近な場面が連日登場しております。

私もこのドラマの撮影に通行人役でエキスト

ラ参加させていただきました。 

  しかし、全ての場面がカットされていたこ

とを御報告させていただきます。 

  ここ数か月は何かと落ち着かない日々でし

たが、ヴィッセル神戸、５年ぶりの天皇杯の

優勝、ラグビー、コベルコ神戸スティーラー

ズのシーズン開幕など、明るい話題に励まさ

れながら、令和６年の年末を過ごしたいと思

います。 

  前半は私が、後半はやのこうじ議員が質問

します。 

  それでは、３点質問いたします。 

  まず、兵庫県との連携についてです。 

  地方自治において基礎自治体と広域自治体

の連携・協調は重要であり、特に都道府県と

政令市の関係に関しては、首長同士のコミュ

ニケーションが大きく作用するところであり

ます。 

  本市では、平成28年に兵庫県・神戸市調整

会議を新たに設置し、県と市が連携して取り

組むべき施策について協議してきました。 

  また、兵庫県・神戸市連絡会議においても、

神戸市域における課題等について意見交換を

行ってきたとお聞きしております。 

  市長が初当選から11年が経過し、残る任期

も１年を切りましたが、この間、様々な県・

市間の政策調整が行われてきたと思います。

久元市長は、これまでの県・市の連携をどの

ように評価しているのか、まず見解をお伺い

いたします。 

  ダブルケアへの対応についてです。 

  2016年の内閣府の調査によると、育児と介

護を同時に担うダブルケアを行っている人は

全国で約25万人と推定され、男女別では男性

が８万人、女性が約17万人と、女性がより多

くの負担を抱えていることが分かりました。

年齢層では、男女ともに子育て・働き盛りの

30から40歳代が約８割を占めており、また就

業を希望しても、時間的制約で仕事に就けな

い方が６割以上いることも報告されておりま

す。今般の医療技術の進展に伴う介護の長期

化や、晩婚化による高齢出産により育児と介

護の時期が重なることから、ダブルケアを行

う人は増加しております。本市における育児

と介護のケアを同時に担う市民に対する支援

について見解をお伺いいたします。 

  最後に、神戸市独自のグリーンインフラ戦

略についてです。 

  平成27年度に閣議決定された国土形成計画

及び第４次社会資本整備重点計画では、人口

減少・高齢化等に対応した持続可能な地域社

会の形成などの課題への対応の１つとしてグ

リーンインフラの取組を推進することが盛り

込まれました。グリーンインフラとは、自然

環境が有する機能を社会における様々な課題

解決に活用する考え方で、近年、海外を中心

に取組が進められ、日本でもその概念を導入

するために、国土交通省が地域での実装を推

進するように発信しております。 
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  都市部と郊外が近接し、六甲山系が近い地

理的要件を有した本市において、グリーンイ

ンフラについてどのような考え方で進めてい

こうとしているのか、計画や戦略などについ

て見解をお伺いいたします。 

  以上です。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 諫山議員の御質問のう

ち、まず兵庫県との連携につきましてお答え

を申し上げます。 

  御指摘いただきましたように、地方自治法

に基づく会議として、平成28年度から兵庫

県・神戸市調整会議が設けられ、この会議に

は正副議長も参画をされております。 

  それ以前からは、任意の会議として兵庫

県・神戸市連絡会議が継続をして開催されて

おります。この２つの会議では、広域行政を

担う兵庫県と大都市行政を担う神戸市という

それぞれの立場から、課題認識や幅広い分野

の施策の現状や取組方針につきまして、情報

共有・意見交換が行われてきました。最近で

は、都心エリアの再整備、大阪・関西万博に

向けた取組、神戸空港の国際化など、重要な

テーマについて議論が行われておりまして、

具体的な施策を前に進めていく上での有益な

機会になっていると考えております。 

  また、個別の施策につきましても、協力関

係の構築が図られ、具体的な成果が出てきて

いると感じております。例えば、中小企業融

資制度の一元化、新長田合同庁舎の開設によ

る税務部門の集約化、新型コロナウイルス対

応における宿泊療養施設の確保に関する取組

などです。 

  このほか、神戸空港の国際化、大阪湾岸道

路西伸部の延伸等につきましても、協調して

実施されてきたところです。 

  神戸空港の国際化が急速に進んでおります

が、これはやはり淡路島上空の空域の利活用

が可能になった。これはやはり兵庫県の御支

援・取組が大変大きくあずかっていると感じ

ておりまして、こういうような大きなテーマ、

あるいは具体的な特定のエリアにおける事業

の推進ということにつきましても、成果が重

ねられてきました。こういうような努力を引

き続き今後とも行っていきたいと考えており

ます。 

  次に、国交省のグリーンインフラ戦略です。

御指摘にありましたように、気候変動や生物

多様性などへの対策として、自然環境が持つ

機能を社会の様々な課題解決に活用するとい

う観点だというふうに理解をしておりますが、

この観点につきましては、完全に共鳴をいた

しますし、こういうような観点で神戸市の施

策を進めていきたいと思っております。 

  昨日も申し上げましたけれども、神戸市は

山が市街地に近いという特性を持っておりま

すから、都心だけではなくて、既成の市街地、

また郊外を含めた市街地における緑を増やす。

あわせて、長年放置をされてきた民有林を含

む神戸の森林の再生を図る、これも同時に一

体的に進めていくということを、これからの

大きな政策課題と考えておりまして、具体的

にどのように進めるのか、どういうような基

本的な認識とコンセプトの下に進めるのかと

いうことにつきましては、今庁内でも議論を

しておりますが、その際、当然のことながら、

このグリーンインフラという視点も十分に踏

まえて政策の具体化を図っていきたいと考え

ております。 

  ほかの御質問につきましては、副市長から

お答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうからは、ダ

ブルケアについて御答弁申し上げたいと思い

ます。 

  昨今、様々な世帯状況の家庭があり、各家

庭が抱える課題というのは、多様化・複雑化

してきているところでございます。 
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  御指摘いただきましたとおり、そのような

中で、晩婚化に伴う出産時期の変化などによ

って、子育てをしながら、同時に親の介護を

するという、いわゆるこのダブルケア、これ

が全国的な課題となってきているところでご

ざいます。 

  このダブルケアの２つの要因、介護と子育

てという分でございますが、この２つの分野

につきましては、これまでも核家族化など世

帯や地域のつながりの変化に対応して、制度

の整備が進んできたところでございまして、

介護につきましては、介護保険制度により、

高齢者や介護者を支援するため、訪問介護を

はじめとする、この様々な在宅サービスが整

備されてきておりますし、一方で、子育て支

援につきましては、子供の成長段階に応じて

様々なサービス提供が実施され、切れ目のな

い支援の充実が図ってこられているところで

ございます。 

  ただ、これらの施策を個別での対応という

ことではなくて、複合的な対応が必要だとい

う御指摘だと認識しているところでございま

す。 

  現在、相談窓口といたしまして、介護につ

きましては、あんしんすこやかセンターが中

心となり、また育児につきましては、各区の

こども家庭支援室、さらには地域の身近な相

談場所としての児童館、おやこふらっとひろ

ば、保育所などがあるわけでございますが、

こういったところでの御相談に対しましては、

この御相談時にお困り状況を丁寧にお伺いす

ることは当然のことではございますが、介護

者の状況、また保護者の方の状況、さらには

御家族の状況も把握するように努めてきてい

るところでございます。そうした中、特にそ

の御家庭の福祉課題が複雑で困難な状況にな

っている場合は、関係機関が情報共有し、チ

ームとして家族全体の状況も踏まえた支援方

針の検討・策定を行うなど、介護・育児の両

面から、世帯全体にとって適切なサービスが

提供されるように連携対応しているところで

ございます。 

  御指摘いただきましたとおり、今後もその

ダブルケアでお困りの御家族が１人で問題を

抱えることがないように、必要な情報や支援

が届くように努力してまいりたいと考えてお

ります。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 

○36番（諫山大介君） ありがとうございます。

では、再質問に入ります。 

  まず、県との連携なんですけども、本市は

大阪府の高校授業料の無償化への対抗措置と

して、市内高校等に通う高校生等の通学定期

を無償化されました。 

  人口減少が進展する中、近隣の大阪府のよ

うな広域自治体が取り組む政策が基礎自治体

に大きな影響を及ぼしているという認識であ

ります。 

  先般、兵庫県では知事の失職に伴う異例の

県知事選挙が行われまして、元知事が再選さ

れましたが、２期目を迎えた新しい知事の県

政に対して、これらの問題についてどのよう

に対応していくのか、見解をお伺いいたしま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 大阪府の高校授業料

無償化を受けまして、兵庫県への対応といた

しまして、今年４月の県・市町懇話会、また

６月の県・市連絡会議におきまして、兵庫県

へ提案を行ってきたところでございます。 

  この提案の中では、まず、今後15歳人口の

減少が見込まれることに加えて、大阪府にお

いて高校授業料無償化が実施されることによ

って、兵庫県内の多様な高校教育環境が失わ

れることへの危機感を述べたものでございま

す。その上で、兵庫県のリーダーシップの下

で県内の市町、私立高校などの学校関係者と

ともに対応策の検討を行って実効性のある取
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組を実施するよう求めたものでございます。 

  兵庫県からは、６月の時点で早期に検討会

を立ち上げる旨の御回答をいただいたところ

でございますが、その後、先ほど御紹介いた

だきましたように、知事の失職に伴う県知事

選挙が行われたこともございまして、現在の

ところ、進捗が見られない状況でございます。

12月に開催予定の兵庫県・神戸市調整会議に

おきまして、再度議題として取り上げる予定

でございまして、直近の状況を確認するなど、

引き続き県の検討状況を注視していきたいと

考えているところでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 

○36番（諫山大介君） 先ほど市長の答弁にも

う１度確認させていただくと、今までしっか

りと淡路島上空の件とか、神戸市がしっかり

進めるべき政策は、やっぱり県の協力がない

と前に進まないっていうところも具体的にい

ただきました。副市長からの答弁でも、今特

に高校の無料化ですかね、こちらが特に大き

なトピックだと思うんですけども、しっかり

神戸市がどうしていきたいか、そういった政

策をしっかり県にお伝えしながら、まず前に

進めていただきたいと思います。 

  その中で、昨日も特別自治市の議論が大き

くされたと思います。11月中旬に多様な大都

市制度実現プロジェクトの第９回会議が開催

されまして、人口減少時代を見据えた多様な

大都市制度の早期実現に関する提言（素案）

が取りまとめられて、同日開催された指定都

市市長会議において採択されたと思います。

これまでの議論を踏まえた本市の特別自治市

に関する現在の見解を改めてお伺いするとと

もに、このたびの県政の混乱も踏まえると、

本市が率先して特別自治市を目指し、県の事

情によることなく、柔軟に、行政サービスを

展開できるようにするべきと思いますが、併

せて見解をお伺いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 昨日も上畠議員の御質

問にお答えしたところですが、基本的な考え

方は、特別市に関する制度は今ないわけで、

これはやはり制度を創設していくということ

が大事ではないかと。これは神戸市単独では

できませんし、当然のことながら、指定都市

市長会としてしっかり一体となって、制度の

創設のために努力をする。そのために、総務

省におきましては、研究会もつくっていただ

いて、大都市制度の議論も特別市の制度の創

設も含めて議論をしていただくということに

なっておりますので、まずはそういう努力を

していきたいというふうに思っております。 

  現時点におきまして、神戸市がこの兵庫県

から独立した制度になるということになるわ

けですが、特別市を目指すという考え方を現

時点では持ち合わせてはおりません。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 

○36番（諫山大介君） 承知しました。 

  では、ダブルケアのほうの質問に移ります。 

  各窓口ですごい丁寧な御支援をいただいて、

相談されているということなんですが、私た

ちも他都市の支援ってどういうものかなと、

すぐネットで調べるんですけども、他都市の

支援を少し御紹介させていただきますと、堺

市では2016年10月に全区役所に育児と介護の

両方を行う人へのダブルケア相談窓口を設置

しております。 

  横浜市では、ダブルケア問題の相談に応じ

るカウンセラーの育成や、ダブルケアを行う

人の両立支援ハンドブックの作成を行ってお

ります。 

  さらに、京都府では地域包括支援センター

と子育て世代包括支援センターの連携により、

育児と介護問題に関して適切なサービスを紹

介できる体制を構築するとともに、子育てに

配慮したケアプラン作成を行っていると、こ

ういう記事もありました。 
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  本市においても、育児と介護のケアを担う

市民に対して相談体制を含めた総合的な支援

を進めるべきと考えますが、改めて見解をお

伺いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 神戸市においても総

合的な支援をということでございますが、神

戸市におきまして、ダブルケアの課題を抱え

た方に対しまして、介護・育児、それぞれの

専門部門が、窓口がお互いに連携することで

世帯全体にとって適切なサービス提供が行わ

れるように対応してきているものでございま

す。これは先ほど御答弁申し上げたとおりで

ございます。 

  また、社会全体に目を向けますと、この介

護と育児っていうものだけではなくて、価値

観の多様化やつながりの希薄化といった個

人・世帯の意識変化を背景といたしまして、

ひきこもり、8050問題とか、ヤングケアラー、

また孤独・孤立への対応と、この複雑・多様

な福祉的な課題も顕在化してきているところ

でございます。 

  このような複雑・多様な課題があるケース

に対しましては、例えば、あんしんすこやか

センターにおきましては、保健師や医療・介

護専門職等の関係機関が一堂に集まるこの地

域ケア会議等を開催することで、適切な支援

につながるような検討を行っているところで

ございますし、一方、その子育て不安や悩み

に加えて、家族の問題等を抱えている場合に

ついては、区の保健師が中心となりまして、

介護関係者等の関係機関と個別の検討会議を

行う形で、家庭への支援を行っているところ

でございます。 

  御指摘いただきましたとおり、今後さらに、

このダブルケア世帯等の増加が見込まれるわ

けでございますから、これまで以上に、窓口

職員が複雑・多様な福祉的な課題の理解を深

めて、市全体として、各支援窓口の専門性を

生かしながら、それらの連携を深めていくこ

とで多様な問題に対応していくことが必要で

あると考えているところでございます。 

  こうした対応の中で、１つの事例でござい

ますが、例えば神戸市が発行しております神

戸市版のお悩みハンドブック、これは当然の

ことながら、利用者の方々に、市民の方々に、

こういったツールを活用して、状況―― 支援

窓口とか支援制度をお知らせするものでござ

いますが、一方でこの相談窓口向けにも、こ

の様々な支援情報を整理・検討しております

ので、適切な案内や窓口間の連携促進につな

がるツールとしても活用できるのではないか

と考えているところでございます。 

  今後も、各支援窓口の専門性を生かしつつ、

それらの連携によりまして、ダブルケアをは

じめ、複合的な福祉課題を抱えた御家族に対

する多様な相談に適切に対応していけるよう

に努めてまいりたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 

○36番（諫山大介君） この問題に関して、や

はりこれレクチャーを担当の方から聞きます

と、それぞれこども家庭局と福祉局というこ

とで、本当に部局は一生懸命されてるのは理

解した上で、神戸市ではヤングケアラー支援、

ひきこもり支援など、制度のはざまで苦労さ

れている市民への支援をすごく率先してやっ

てきたと思っております。このような専門窓

口を他都市のような形でつくるというのは大

変だと思うんですけども、少なくともネット

で、神戸、ダブルケアとネット検索したとき、

実は何も出てこないわけなんですが、子育て

相談窓口及び介護の相談窓口でも気軽に相談

できますとか、それぞれの窓口にダブルケア

の悩みありますかと、ポップアップがあるだ

けでも、大分ハードルが下がるんじゃないか

なというのと、今お悩みハンドブックの話も

ありましたように、要は自分が悩んでるとこ

ろをどこに持っていったらいいかなと。障害
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持ってる方もあれば、複合的な家庭もある中、

そこのハードルをいかに下げるかと、工夫だ

と思いますので、ちょっと現状ではなかなか

ネットで調べたら出てこなかったので、問題

提起させてもらいました。 

  職員さんへの研修メニューとか、横浜市の

ダブルケアを行う人の両立支援ハンドブック

の、こういった作成はできるかと思いますし、

ネット上でＰＤＦでも大丈夫だと思います。

紙はわざわざなくてもいいと思いますので、

神戸市でも具体的に前向きにしていただきた

いと、問題提起させていただきます。 

  では、グリーンインフラなんですけども、

非常にこれ、概念がもう新しいのと、私もぼ

んやりと輪郭がつかめないですから、ただ、

今まで委員会とか議会では、たくさん緑化と

か公園の話題とか、すごく活発で、特に市民

にとってはこの緑というのが身近だと思って

おります。 

  新聞記事も、久元市長から当市の緑化につ

いても触れて、見させていただきましたけど

も、ちょっと具体的に質問します。 

  先月末に、つくしが丘公園内にオープンレ

ンタルスペース、つくしＢＡＳＥが開かれま

して、ドッグランとバーベキューが活用され

ているという、こういう情報をいただきまし

た。 

  その中で、公園利用の新たな取組をやって

訪れる公園利用者に、この緑の大切さを我が

事として認識してもらう、そして緑、インフ

ラを維持する担い手として参画してもらう仕

組み・工夫が必要であると同時に、現状もや

はりなかなか予算がない、少ないという声も

あります。担い手維持のためにも、こういっ

た財源確保、今の道路にやっていたものをこ

の公園に、しっかり緑化のための財源も必要

だと思うんですけども、このあたりの見解は

いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 神戸市には約1,700

の公園がありまして、このうち約６割の公園

におきまして地域住民による公園管理会が結

成をされまして、清掃などの活動がなされて

いるところでございます。 

  一方で、公園管理会の減少や担い手の高齢

化などの課題もありまして、公園利用者に緑

の大切さを我が事として認識してもらい、担

い手として参画してもらう工夫が必要である

と考えているところでございます。 

  その取組の１つとして、先ほど御紹介をい

ただきました、今年度北区のつくしが丘公園

でオープンレンタルスペースの実証実験をや

らせていただいております。 

  この取組では、公園内のあまり使われてい

ない範囲を木製の柵で囲いまして、利用者が

メニューを選択し使用できるもので、これま

では、主にドッグランとして御利用いただい

ております。こうした取組を通じて、新たな

公園利用者を掘り起こして、今後地域の方々

と連携して公園の担い手となっていただくこ

とを働きかけていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

  今回の取組では地域の方々が積極的に公園

を使い、継続的に活動していくための財源を

確保するために、有償利用という形でもさせ

ていただいたところでございます。また、こ

の取組にかかわらず、より多くの方が公園や

緑に関心を持つきっかけとして、これまでの

企業協賛だけではなく、クラウドファンディ

ングなどを実施させていただいているところ

でございます。 

  今回の結果を踏まえまして、公園の継続的

かつ自立的な運用につなげていきたいと考え

ておりまして、多くの方が公園や緑の大切さ

を自分事として認識していただける取組を重

ねていきまして、神戸の緑を次世代に継承し

ていきたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 
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○36番（諫山大介君） グリーンって、緑なん

ですけど、ちょっと公園を具体的に挙げさせ

ていただきましたけども、有償でも、こうい

った使い方ができるという事例を広げていた

だきまして、やはりそこの緑の担い手という

か、この公園も、自分たちも管理するんだと

いう参画する仕組みですね、そこもぜひ探っ

ていただきたいと思います。 

  では、再質問、グリーンインフラですが、

2000年７月に策定された神戸市緑の基本計画

は中間年次である2011年に緑を取り巻く情勢

の変化等を踏まえて改定が行われました。

「緑とともに永遠に生き続ける都市＝緑生都

市」を継承しつつ、都市空間を３つのゾーン

に分け、六甲山プロジェクト、都心・ウオー

ターフロントプロジェクト、生物多様性保全

プロジェクトの３つを緑の戦略プロジェクト

として位置づけたものであると思っておりま

す。 

  来年度、計画の目標年次を迎えますが、都

市の緑化、里山保全などが話題になる昨今、

森林のスペシャリストである黒田副市長の知

見も踏まえながら、この計画をどのように改

定していくのか、またこのグリーンインフラ

の概念をどのように取り入れていくのか、見

解をお伺いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 黒田副市長。 

○副市長（黒田慶子君） 神戸市緑の基本計画

は、緑とともに永遠に生き続ける都市を基本

理念とし、都市空間をまち・みどり・田園の

３つのゾーンに分けた施策展開や、３つの緑

の戦略プロジェクトなどを位置づけた緑に関

する長期的な総合計画です。 

  来年度に目標年次を迎えるため、現在、有

識者の意見や神戸市総合基本計画などの関連

計画とも連携し、次期計画の策定を進めてお

ります。 

  この計画、現行の計画の策定時点から社会

情勢は大きく変化しております。気候変動対

応といった課題解決における緑の機能など、

グリーンインフラへの期待が高まっておりま

す。この緑の機能につきましては、神戸の特

性または特徴というものがあります。少し挙

げますと、まず中心市街地における都市の緑

化ということがあり、また市街地に恩恵をも

たらす六甲山の効果ということが挙げられま

す。 

  その一方で、繁茂した樹林における防災管

理の強化というものもあり、このような課題

があると考えております。 

  今後の計画検討におきましては、そのよう

な課題を踏まえるとともに、適切な里山管理

による災害防止など、御指摘の里山保全とい

った観点も重視しまして、来年度内の策定を

目指してまいります。 

  今後も、神戸が持続可能な魅力ある都市に

なるよう、緑の基本計画をより発展させる方

向で検討していきたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 

○36番（諫山大介君） 緑とともに永遠に生き

続ける都市ということで、ありがとうござい

ます。この専門的知見を生かした森林の整備、

里山保全の取組は議会でも度々議論になりま

して、ちょうど９月の議会においては、我が

会派の木戸議員と黒田副市長のマニアックな

掛け合いで、私たち議場がもう取り残された

のは記憶に新しいですけれども、本市では杉

やヒノキなど針葉樹による人工林は１割以下

でありまして、主に広葉樹で構成される里山

の管理が大きな課題であると思います。 

  国や兵庫県においては、森林の約４割を占

め、林業を支えてきた人工林が森林政策の中

心に置かれていると、この前のお話のところ

でもお聞かせいただきました。 

  今後、神戸の森林の再生を強力に進めるに

当たっては、広葉樹林の整備や活用、広葉樹

林業の振興について、国や県にさらなる協力

を得られるよう、先ほど県・市協調の話に触
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れましたけれども、積極的に働きかけていく

必要があると思うんですが、このあたりいか

がでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 黒田副市長。 

○副市長（黒田慶子君） 御指摘のとおり、神

戸市においては、森林の９割程度が広葉樹林

であると推測されておりまして、かつてのよ

うな資源利用が停止し、荒廃しつつあること

が大きな課題となっております。 

  そこで、現在木材活用を含む広葉樹林の活

用、管理再開に積極的に取り組んでいるとこ

ろです。 

  一方で、全国的には林業の衰退によって人

工林の管理不足が顕著となっておりまして、

このため、国や県のほうは人工林に対する施

策を優先して進めておられます。 

  国・県においても、広葉樹林の整備・保

全・活用についての必要性は認識されており

ます。 

  国では、主に地域の事業者等を対象とする

里山広葉樹林の利活用施策が進められ、県で

は六甲山系の広葉樹林整備を対象とした都市

山防災林整備事業が平成28年度に創設されて

おります。 

  しかし、広葉樹林の資源利用と持続性のた

めには、さらなる国と県の協力は不可欠と考

えております。 

  そこで、今年度６月には林野庁に対して、

私から神戸市の現状と課題と要望について直

接伝えました。その結果、意義についても理

解をしていただいております。 

  県に対しても、県民緑税事業の配分額や対

象地域の拡大について要望をしております。 

  引き続き、国や県に対して様々な形で協力

を得られるように働きかけてまいりたいと考

えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 諫山君。 

○36番（諫山大介君） 農業の議題にもなりま

すし、今回も森林ということで、私どもなか

なか専門的な知見がないですから、いろいろ

な研修会・勉強会で県と、特に神戸市は里山

をしっかり残していく、利活用するという中

ですけど、やはり残す、保存じゃなくて、回

して循環してこその里山なんだというお声も

お聞きしました。だからこそ、公園の話で担

い手となりましたけど、里山は恐らく部分部

分で担い手をつくっていかなあかんのかなと

いう、今の気持ちでもいます。 

  まとめます。ちょっと、今日の質問とは直

接関係ないんですけども、質問前にサッカー

天皇杯の話題に触れましたけれども、サッカ

ージャーナリストの賀川 浩さんが昨日99歳

で亡くなられました。ちょうど、神戸市立中

央図書館に、神戸賀川サッカー文庫としてと

いうことで、関連蔵書が寄託されておった。

10月14日に実は10周年を迎えていたというこ

とで、御冥福をお祈りしたいと思います。 

  あさって、実はヴィッセルの優勝がかかる

最終戦がありまして、このとき、地元の鷹匠

中学卒、葺合高校に在籍した乃木坂46の五百

城茉央さんがレフリーエスコートでノエビア

スタジアムに登場という発表がありました。

リーグ連覇を本当に期待をしたいと思います。 

  このヴィッセルつながりで、キャプテンと

してクラブを牽引して、サッカーの元スペイ

ン代表ミッドフィルダー、Ｊ１で神戸でプレ

ーしたアンドレス・イニエスタ選手ですね、

８日に現役引退、先月されまして、久元市長

もコメントを出されました。今後も様々なフ

ィールドで御活躍いただくことを願いますと

ともに、神戸を第２の故郷としてこれからも

応援していただくことを心から願っておりま

すと。 

  先般、本市出身・在住の書家、井茂圭洞さ

んが10人目の名誉市民の称号が、贈呈式が開

かれました。過去の贈呈者との条件面のバラ

ンスとか、非常に難しいとお聞きしましたけ

れども、このアンドレス・イニエスタ選手も、
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名誉市民もしくは特別名誉市民など、継続し

て神戸に、神戸市に関われるような何か働き

かけをしていただきたいことを要望とさせて

いただきまして、今日の質問を終わります。 

  以上です。（拍手） 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  次に、22番やのこうじ君。 

  （22番やのこうじ君登壇）（拍手） 

○22番（やのこうじ君） こうべ未来のやのこ

うじでございます。午前の最後でございます

が諫山議員に引き続きまして、元教員コンビ

で質疑のほうを進めさせていただきます。 

  まず、子供たちの市政への参画についてで

ございます。 

  現在、本市の若い世代が就職先として関東

圏や大阪を選択し、多くの若年層人口が本市

から流出しております。本市が若者に選ばれ

るまちになるためには、市政への参加を通し

て地元への愛着を形成することが重要である

と考えております。 

  今年８月に開催されました小・中学生向け

の市長・教育長と子どもたちとの意見交換会

は、大変よい取組であったと評価しています

が、ふるさと神戸にいつまでも住み続けたい

思いを醸成するために、引き続き本市の学生

や児童・生徒が神戸市政により積極的に関わ

り、政策形成にも参加できる機会を創出する

べきと考えますが、見解を伺いたいと思いま

す。 

  続きまして、教員の人材確保。 

  １、処遇の改善についてでございます。 

  この３年間で本市として教員の新規採用者

を積極的に増やしたことで、年度当初の欠

員・未配置は発生していませんが、年度途中、

特に今の時期に担任がいないという状況が生

じております。 

  これまでと同様に管理職がその代わりをし

ている学校があると聞いておりますけれども、

年度途中での担任の変更は、子供たちに大変

影響が大きいものであります。 

  初任給の引上げなどによる新しい人材の確

保も大事でありますが、同時に経験を積んだ

世代の働く環境や処遇の改善へ目を向けるこ

とも欠かせない視点だと考えておりますが、

教育委員会としての見解を伺いたいと思いま

す。 

  次に、働く環境の改善についてでございま

す。 

  教員の人材確保のためには、働きやすい環

境整備も不可欠であります。本市の多くの学

校で更衣室が狭く、また空調も設置されてい

ない学校が、小学校では約４割、中学校では

約５割が未設置と聞いております。 

  以前、本会議や委員会において、我が会派

から指摘したところ、順次整備を進めてまい

りたいという答弁でございました。また、前

回の代表質疑などにおきまして、体育館への

空調の増設や全ての特別教室への設置につい

ても求めてきたところでございますが、教育

現場の働く環境の改善における現状の進捗に

ついて伺いたいと思います。 

  最後に、期日前投票制度の充実についてで

ございます。 

  期日前投票は制度上、選挙期日の公示日の

翌日から投票できる制度でございますが、投

票の案内書や選挙公報が未配のため、届くま

で投票ができないと思われている有権者が非

常に多いと実感をしているところです。全投

票者数のうち、期日前投票者数は４割を超え

る中、投票率を上げるためには、期日前投票

制度の利用をより推進する取組が必要と考え

ますが、見解を伺いたいと思います。 

  以上、よろしくお願いをいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） やの議員の御質問のう

ち、私からは子供たちの市政への参画につき

ましてお答えを申し上げます。 

  これからの神戸を担う学生や児童・生徒の

皆さんが、政策形成に参加できる機会を創出
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し、その意見を様々な政策やまちづくりに生

かしていくことは大事だと考えております。 

  ささやかな取組ではありましたけれども、

小学生と中学生のそれぞれを対象といたしま

した市長・教育長と子どもたちとの意見交換

会を８月に実施をいたしました。また、同じ

８月には高校生を対象に、高校生と市長との

対話フォーラムを実施し、希望する高校に対

しては、私が訪問をしてお話をさせていただ

く機会をつくっております。10月に１校で実

施をし、今年度４校での訪問授業を予定して

おります。 

  いずれの学校におきましても、一方的にお

話しするだけではなくて、できるだけ高校生

の皆さんの意見をお聞きし、それに対して私

の意見も申し上げるようにしております。 

  このほか、オンラインも活用した取組も進

めております。例えば、各児童・生徒に１台

配布される学習用パソコンＧＩＧＡ端末を活

用いたしまして、小学校高学年・中学生に向

けて、直接インターネットアンケートを送付

し、意見収集を実施しております。 

  また、若い世代の皆さんが日常的に利用す

るスマホから簡単に投稿できるオンライン上

の意見交換の仕組み、Ｄ－Ａｇｒｅｅも導入

をいたしました。 

  こういういただいた意見をフィードバック

することも大事です。昨年度いただいた高校

生からの提案を基に、磯上公園の再整備の中

でのヒーリングガーデン部分の遊歩道に竹チ

ップを使用した舗装を採用いたしました。 

  こういう取組をこれからも進めていきたい

と考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 私のほうからは、教

員の人材確保についてお答えをさせていただ

きます。 

  まず、本市の教員不足の状況でございます

が、御指摘のとおり、今年度スタートですけ

れども、４月の段階では教員不足が生じない

ように確保はできました。ただ、11月１日現

在で、小・中・特別支援学校で合計16名の不

足が生じている状況でございます。 

  昨年度よりもこの数字は大幅に改善はして

おりますが、全国的な教員不足の影響もある

ことから、引き続き教員確保について全力で

取り組む必要があると考えております。 

  中堅・ベテラン教員の働く環境、処遇改善

のことでございますが、校務分掌において、

学校運営上重要な役割を担うとともに、若手

教員を支援・指導する立場にある中堅・ベテ

ラン層の教員は、当然学校において不可欠で

あり、これらの経験を積んだ世代の働く環境

や処遇の改善も御指摘のとおり欠かせない視

点であると考えております。 

  教員の処遇改善に向けた国の動向ですが、

文部科学省は令和７年度の概算要求において、

現行では給料月額の４％とされている教職調

整額を13％に改善する案を示していますが、

一方で、財務省からは時間外在校等時間の縮

減等を条件に、段階的に教職調整額を10％ま

で引き上げ、10％に達するところに所定外の

勤務時間に見合う手当に移行する案が示され

ているところでございます。 

  このような形で処遇改善に向けた動きはあ

るんですけれども、やはり引き続き、中堅・

ベテラン教員を含めた全ての教員がやりがい

を持って働き続けることができる環境づくり

に努めるとともに、国の動向も注視しながら、

処遇改善を含めた人材確保に取り組んでいき

たいと、そのように考えます。 

  続きまして、働く環境の改善でございます。 

  学校の施設面の環境改善については、これ

までバリアフリー対策やトイレの洋式化、教

室・体育館への空調設備など、そのほとんど

が児童・生徒を優先して環境改善を進めてき

ました。これは私の体験でも非常に痛感して

いるところでございます。 

  これからは、当然教員にとっても働きやす
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い職場環境という重要な視点・観点がありま

すので、順次整備を進めていく必要があると

考えております。 

  現状ですが、例えば教職員の更衣室ですが、

各学校に男女別の更衣室を整備していますけ

れども、例えばそれが、単にロッカーで男女

の仕切りをしたものであったりとか、スペー

スが不十分な場合は、学校からの相談に応じ

てパーティションの設置や更衣室の拡張など

に改善を進めております。 

  また、更衣室の空調整備も同様に、校舎の

空調機器の更新等に合わせて、少しずつでは

ありますけれども、整備を進めているところ

でございます。 

  なお、小・中学校の体育館への空調整備に

ついては、災害時の避難所や児童・生徒の熱

中症対策として、令和５年までに全校の全て

の体育館に部分空調の整備を行いましたが、

昨今の異常高温が続いていることも想定し、

増強の必要性があると認識しており、今後ど

のような対応ができるかは考えていきたいと

考えております。 

  また、特別教室等への空調整備については、

現在授業で活用している教室については全て

整備が完了しております。ただ、今後転用す

る可能性がある教室についても、順次整備を

進めていく計画でございます。 

  今後も人材確保の観点から、こうした取組

を継続して行っていくことで、教育現場の働

く環境の改善に努めてまいりたいと、そのよ

うに考えます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） 私

からは、期日前投票についてお答えをいたし

ます。 

  先般執行されました衆議院議員総選挙と兵

庫県知事選挙におきましては、選挙期日と選

挙の種類、とりわけ知事の不信任に伴い行わ

れる選挙が県議会議員選挙であるのか、知事

選挙であるのか、なかなか確定しなかった上

に、解散から総選挙までの期間が非常に短か

ったということから、選挙期日と選挙の種類

を明記して交付する投票所入場券―― 投票の

御案内でございますけども、こちらの作成・

発送も遅れたところでございます。 

  こうした状況を受けまして、選挙管理委員

会では、投票所入場券がなくても期日前投票

であれば宣誓書に必要事項を記載して、選挙

人名簿に登録された本人であることが確認で

きれば投票できることについて、市のホーム

ページのトップページのほか、各種チラシ、

ラジオ放送、地下鉄放送、報道発表等により

広く周知したところでございます。 

  衆議院議員総選挙においては、全国的に投

票所入場券の発送が遅れていたため、全国各

地の選挙管理委員会でも同様の周知を行って

おりまして、このことはマスコミでも取り上

げられたことから、投票所入場券や選挙公報

が届いていなくても投票ができることを有権

者が知る１つのきっかけになったのではない

かと、このように考えております。 

  選挙管理委員会といたしましては、今回の

事案を教訓といたしまして、急な選挙となっ

た場合でも、投票所入場券が速やかに作成・

発送できるよう、複数の業者が短期間で投票

所入場券を作成できるような仕様の見直しを

含めて改善策を講じてまいりたいと考えてお

ります。 

  また、投票所入場券が届いていなくても、

選挙人名簿に登録された本人であることが確

認できれば、期日前投票は公示日・告示日の

翌日からできること、こういったことですと

か、候補者の政見や経歴等が記載された紙の

選挙公報、こちらが届いていなくても、選挙

公報の原稿の電子媒体、こちらについては、

公示日・告示日の数日後には、選挙管理委員

会のホームページに掲載していることにつき

ましても広く周知していきたいと考えており
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ます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） やの君。 

○22番（やのこうじ君） ありがとうございま

す。まず、子供の市政の件ですけども、久元

市長や福本教育長が子供たちとの意見交換を

しているということを知りまして、大変いい

機会だと思いましたけども、対象がその１回

20人って書いてましたので、やっぱり、もっ

ともっと聞いてほしい、対話をしてほしいと

いう思いでありました。 

  市長のほうも20人で残念でしたけども、10

月30日には、啓明学院高等学校では230人ぐ

らいの方に市民の参画というテーマでお話を

されたり、黒田副市長も、また来月議員厚生

会でもお世話になりますけども、里山の課題

とかも話をしていただいてもらっております。 

  やはり、市長おっしゃられたように、その

学校に出向いていって、子供たち・高校生の

声を聞くことが大切であって、それをフィー

ドバックして神戸市政に返していくっていう

ことで、あっ、私らの声が市政に行ったんだ

なという取組は僕はとても大切だと思ってお

ります。 

  最近の記者発表資料を拝見しましたら、例

えば、これ福祉局のほうは神戸フォントを使

って、神戸芸術工科大学の学生さんとの連携

をしていただいたりとか、あと地元の御影高

等学校さん、これ市長室ですけども、こちら

は淡河のバンブープロジェクトの関係で関わ

っていただいたりとか、環境局におかれまし

ては神戸高専とノーリツさんで水素の給湯器

の取組もされてるということで、こういう子

供たちが神戸市政に関わる機会をいっぱいつ

くってほしいと思っております。 

  こちらは東灘区の深江のほうの東部市場の

手前のところなんですけれども、こちらは神

戸市と防災教育の観点で東灘高等学校の生徒

さんが連携をして、吹き出しのうわさプロジ

ェクトですか、これをやっております。こう

いうのがもっともっと広がっていったらいい

なという観点なんですけども、なかなか大き

な学年の子が多くて、小・中学生の子がちょ

っと少ないなということで再質問なんですけ

ども、この市長を筆頭に、本市の幹部の方々

が地域を訪問して、市民との対話や本市への

就職を希望する学生を対象としたインターン

シップ等を行っておりますけども、子供たち

にも神戸市政をより身近に感じてもらう取組

の一環として、例えば、夏休みなどの長期休

暇を活用した小・中学生を対象にトライや

る・ウィークのような職場体験活動を市役所

で実施してはいかがでしょうか。体験の中で

議場も案内をすれば、実際に市政を動かして

いる場所を肌で感じることにもつながります。 

  子供たちにとって市政に関わる貴重な体験

になります。小・中学生のときに市政を身近

に感じることができる取組を行うなど、将来

世代に対して本市のプロモーションを行うこ

とで神戸市への興味・愛着を醸成するきっか

けになると考えますが、見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 神戸の将来を担う子

供たちに、市政をより身近に感じてもらい、

愛着を醸成することは大変重要であると考え

ております。 

  職場体験の状況でございますけれども、現

在、高校生・大学生向けには本市で働く魅力

を知ってもらうことを目的といたしまして、

先生からも御紹介いただきましたけれども、

インターンシップを実施いたしまして、学生

の満足度の高い結果になっているという状況

でございます。 

  また、中学２年生を対象にトライやる・ウ

ィークでは、区役所等でも職場体験が実施を

されているところでございます。市役所でも

希望があれば、もちろん受入れをさせていた

だくというところでございます。 

  さらに、市会におきましても、小学生の子



 

－36－ 

供たちの社会科学習の一環として市会議事堂

の見学を受け付けているというふうになって

おりまして、これらの体験は市政を身近に感

じてもらう大変よい機会だというふうに思っ

ております。 

  そしてまた、将来世代が市政に興味を持っ

てもらうために、子ども・若者に向けた広報

やプロモーションを行っていくことも非常に

重要だというふうに思っておりまして、様々

な工夫もさせていただいております。例えば、

市の施策のアニメーション動画による発信は、

こうべ再生リン、そしてタワマン規制といっ

たものでやらせていただきました。 

  また、子供を対象にした広報媒体へのＳＤ

Ｇｓ施策の掲載ということで、読売こども新

聞に里山とか、こうべ再生リンといったこと

も掲載をさせていただいております。 

  そして、広報写真の撮影における学生、こ

れ高校の写真部との連携ということで、神戸

国際大学の附属高校と連携協定をしてやらせ

ていただいているということなど、子供たち

にとって分かりやすく身近に感じられる広報

にも取り組んでいるところでございます。 

  今後も、様々な機会の意見交換、職場体験

に加えまして、市政の情報発信を通じて、市

政への関心をさらに高めてもらえるよう、

様々な工夫をしながら取り組んでまいりたい

と考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） やの君。 

○22番（やのこうじ君） ありがとうございま

す。私、子供が今もう２人とも成人してます

けども、小さいときにキッザニア甲子園によ

く行って、やっぱり子供って職業体験とか好

きですから、やっぱりそういう体験を小さい

年齢のときにたくさんしていただいて、トラ

イやる・ウィークだから教育委員会だけじゃ

なくて、全庁わたってしっかりと各局で取組

のほうをお願いをしたいと思います。 

  続きまして、教員の人材確保で働く環境の

改善のほうですけども、実は私26年間教員し

ている間に教職員組合の専従役員も経験して

おりまして、そのときに12時から、ちょっと

１時間程度の休憩があったんです。そのとき

は、お昼に今日は何を食べに行こうかなとか、

ふだん行けない銀行に行ったりとか、そうい

う取組ができまして、福本教育長におかれま

しても、現職のときに指導主事の時代があっ

たので、昼休憩があるっていうのを実感され

たと思うんですけど、本当に学校の教員は休

憩時間がございませんので、一般、そういう

時間がある方は、ちょっと外出をして息抜き

ができるわけですけども、教員の場合は、お

昼に給食指導等もございますから、現場を離

れられないので、やはり今ある空き教室なん

かを利用しながら、ないところに関しては、

もう仮設でも造って、しっかりとエアコン完

備の休憩室を造っていただきたいと思ってお

ります。もちろん、休憩室ができても、そこ

を利用しなかったら意味がありませんので、

業務の改善等もしっかりと引き続き進めてい

ただきたいと思っております。 

  体育館に関してですけども、阪神・淡路大

震災から30年を迎えますが、私も３年目、兵

庫県の夢野小学校で震災に遭って、やっぱり

生活感がないところって、物すごく冷えるん

です。もう真夜中に救援物資が学校に届くも

んですから、職員室の廊下、床で毛布にくる

まって寝たことが、もう今でもすぐ思い出す

んですけども、本当にそれを思うと能登半島

の、１月の避難所生活はたまらんかったと思

います。 

  ４台、先行的につけてくださってますけど

も、やはり効きがなかったらあきませんので、

教育長のほうも部分空調の増強を認識してい

るという回答がありましたのでしっかりと取

組をしていただきたいと思います。 

  給食室のほうは熱中症で、かつて長田教育

長のときに、10年ぐらい設置にはかかるだろ

うということだったけど、３年でやっていた
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だきましたので、取組のほうをお願いしたい

と思います。 

  それから、処遇の改善のところでございま

すけども、何校か複数の学校に聞いてみまし

た。そうすると、10月から11月にかけて、あ

る学校では、３学級担任不在で、教頭２人、

校長、皆、３人入って、学級担任を務めたと。

あるところは、今年は大丈夫ですけども、去

年、２学期からずっと教頭が担任に入り続け

たということがありました。そんな声もあっ

た中で、教育委員会としては限られた中で、

本当に人材不足のことには寄り添って対処し

しているという、うれしい声も校長から聞い

ております。 

  ある学校は、３学期の３月から産休に入る

ので、この１か月どうしようかって悩んでる

学校もありました。たくさんあると思います

ので、また聞いていただいて、人材確保に努

めていただきたいと思います。 

  そんな中で、保護者の方から非常にもう、

ちょっとむちゃ言い過ぎやなっていうような

声も聞いておる中での再質問なんですけども、

今年９月の総合教育会議で教員の人材確保、

メンタルヘルスケア体制の充実について議論

され、本市の学校現場において産・育休者、

病気休職者が増加していることが現場の実感

であることが明らかになっております。 

  病気の休職者を減らすために、例えば保護

者からの学校や教員への過度な要求への対応

を教育委員会事務局で引き取ることや、毎年

700人規模で発生する産・育休者及び病気休

職者を常勤講師で全て代替することは困難で

ありますから、市費負担により正規教職員を

代替要員として確保しておくことなど、臨機

応変な対応が必要と考えますが、見解を伺い

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 処遇の改善に並ぶ今

の対応ですけれども、過度な要求への対応に

ついて、現状でございますが、事務局所管課

や専門家が初期段階から学校園に対して助言

を行っているほか、相手方が弁護士を伴う事

案等においては、必要に応じて事務局が直接

対応する等の解決に向けた支援を行っており

ます。 

  一部自治体では、直接的な窓口を設けたと

いうようなところが出てきてはおりますけれ

ども、全てを初めから事務局で対応を引き取

るということについては、やっぱり学校と保

護者との関係というのは、その後も継続しま

すので、どの段階で引き継ぐかというような

こと、様々な検討事項がありますが、他都市

の動向も注視しながら慎重に検討は進めてい

きたいとは考えております。ただ、私は今年

着任しましたので、大分私関与しております

ので、全ての事案。なので、そういうことで

負担をかけるということについては、できる

だけ介助・軽減を図っていきたいと、そのよ

うに思っております。 

  それからもう１つ、代替教員ですけれども、

正規教員を代替教員にするには、なかなか人

件費負担ということで課題はありますが、全

国的な教員不足の中で、教員の質を担保しつ

つ、今以上に多くの教員を採用することがで

きるかということも、今課題となっておりま

す。ただし、国に対しては、正規教員を代替

教員とした場合も国庫負担とすることを要望

してきております。最近ですけども、国にお

いても検討しているという報道もあり、今後

もその動向を注目していきたいと思っており

ます。 

  ただ、なお既に一部ですが、神戸市でも

産・育休者が複数いるなど、さらにそれに加

えて学校運営が厳しい状況などの場合は、実

は正規教員を代替教員として配置するケース

も実際やっておりますので、本市独自で柔軟

に対応しているところもありますので、そう

いうことを考えていきたいと思っております。 

  （「議長」の声あり） 
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○副議長（堂下豊史君） やの君。 

○22番（やのこうじ君） 年度途中にやっぱり

教室の目の前の担任がいなくなるということ

は、これは子供にとっても保護者にとっても、

本当に大損失でございますので、対応のほう

をしっかりやっていただきたい。 

  先日、12月２日に学校法務専門官を１名来

年から採用するっていうこともありましたの

で、このような取組も大変評価したいと思い

ます。 

  10月８日の読売新聞のオンラインでちょっ

と拝見したんですけども、メンタル不調と感

じたことがありますかっていうパーセントで、

神戸市の学校園の全ての先生に聞いていただ

いたら、「ある」65％、そして「業務負担過

多」55％、「保護者への対応」が52％と非常

に多くありました。 

  私も、御影のほうで車を運転してたら、ち

ょっとぶつかって、交通事故を起こしたこと

があるんですけども、そんなときに東灘警察

や保険会社が来てくださって、安心して対応

してくださってるんですけども、学校の教員

というのは、やはりそういう専門家ではござ

いませんし、クレーム対応のプロではござい

ませんので、何とか働きやすい環境を、教育

長筆頭に続けていただきたいと思います。 

  それから最後、選挙管理委員会についてで

ございますけども、実は私も今回期日前投票、

衆議院選挙と知事選と行かせてもらいました

けども、どちらも投票用紙が、案内書が届い

てなかったので、今自分の分が手元にある状

況なんですけども、そんな中で、今、東灘区

役所と神戸ファッション美術館の日別の投票

数の資料をちょっと手にしてるんですけど、

調べてみたら、例えば六甲アイランドに、神

戸ファッション美術館に投票所をつくってい

ただきましたけども、選挙人名簿が１万4,70

0人程度いらっしゃる中で、衆議院選挙投票

率57％で、３日間で2,085人と。そして知事

選においては、最後の３日間で2,450人と。

これ選挙人名簿の数からしたら、相当な投票

率になっていると思うんです。 

  そこで、再質問ですけども、本市における

各選挙の投票率の向上の観点から、例えば、

ショッピングセンターなど市民が集まる場所

に開設するなど、市内各区への短期間限定の

期日前投票所を増設することで、投票の機会

をさらに確保すべきではないかと思いますが、

見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） お

答え申し上げます。 

  期日前投票所につきましては、区の選挙管

理委員会におきまして、投票管理者や投票立

会人・選挙事務従事者が確実に確保できるか、

投票の秘密が確保できる施設であるか、障害

のある方に配慮した設備―― エレベーターで

すとかスロープが整えた施設であるか、衆議

院の解散のように突発的な選挙の場合にも継

続的に利用できる施設であるか、こういった

点をクリアした上で、区内の地域バランスや

アクセス等の利便性にも留意して2016年―― 

平成28年から順次増設してきたところでござ

います。 

  この結果、先般の衆議院議員総選挙、それ

から兵庫県知事選挙におきましては、全ての

区において複数の期日前投票所が設置されま

して、市内全体では32か所となったところで

ございます。この数は神戸市よりも人口規模

の大きい大阪市や名古屋市よりも多い状況と

なっているということでございます。 

  市の選挙管理委員会といたしましては、投

票率の向上のため、投票環境を整備していく

ことは重要なことと考えておりまして、御提

案につきましても、先ほど申し上げました観

点に加えまして、それぞれの地域の実情を踏

まえつつ、各区の選挙管理委員会と引き続き

協議をしてまいりたいと考えております。 
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  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） やの君。 

○22番（やのこうじ君） 32か所の設置という

ことで、本当に御尽力いただいていることは

重々承知しております。この質問のきっかけ

の１つに、衆議院選挙の前に区民の方から１

通メールが届きまして、お父様が投票に今回

行けないかもしれないと。投票所が比較的急

な坂の上にあるもんですから、歩行が困難で

あると。神戸市のいろいろな投票方法を確認

しましたが、結果的にはどの方法も無理であ

ったと。委任状、郵送、民生委員さんなどを

駆使して投票できるようにしていただくか、

あるいは近くの公共の場で投票できるように

していただけたらうれしい。加齢とともに社

会参加が難しいことが増えていく寂しい中で、

国民の基本的な権利の選挙、老人が投票でき

ないのは公平と言い難いかと存じます。改善

を検討いただけたらというようなメールが届

いたこともあって、今回質問させていただき

ました。 

  御承知のとおり、神戸というのは、山の斜

面にありますので、非常に坂が多いまちでご

ざいますし、そしてその方、メールくださっ

た方は、もう父の分まで思いを込めて投票し

ますみたいなこともくださったんですけど、

なかなかやっぱり１人１票のことですから。

そんな中で、ほかの方からも、例えば親が入

院してるんだ、施設に入ってるんだ、認知症

なんだ、どうしたらいいんだという声もたく

さん届いておりますので、ぜひともまた検討

をしていただきたいと思っているところでご

ざいます。 

  昨日、徳山議員も質問がございましたけれ

ども、来年の参議院選挙で、投票所の混雑状

況も分かるような取組をしたいということが

ありましたけども、私からも提案をさせてい

ただきたいと思うんですけども、現在のこの

投票の案内を入れている封筒に選挙管理委員

会のホームページにアクセスするＱＲコード

が記載されていますが、世帯に複数人いた場

合、１つの封筒に世帯全員分の御案内が入っ

ているため、選挙について広く広報する観点

から、御案内１枚１枚にこのＱＲコードを記

載すべきではないかと思いますけども、見解

をお願いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） お

答え申し上げます。 

  先ほどもちょっと触れましたとおり、現在、

選挙管理委員会といたしましては、急な選挙

となった場合でも投票所入場券が速やかに作

成できるように、業者と調整をしているとこ

ろでございますので、そういった改善策を検

討している中で御提案いただいた点につきま

しても、改善できるところは改善してまいり

たいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） やの君。 

○22番（やのこうじ君） この封筒の外には大

きなＱＲコードがついてるんですけども、実

は投票用紙を見てもちっちゃいＱＲコードが

ついてまして、これちょっと読んでみたら、

電話につながったりとかしたんですけれども、

裏面を見ましたら出張等によりっていうとこ

ろが、ブルーの網かけをしていて目立ちやす

くなっておりますので、ＱＲコードの大きさ

を大きくしたりとか、分かるような形で、一

家４人有権者がいた場合、４枚これが届くわ

けであって、今いろいろなスケジュールの関

係で一緒に行けばいいんですけども、ばらば

らで行ったときに、ここにＱＲコードがあれ

ば、投票を決めてる人は結構ですけれども、

どの方に投票しようかなっていう方には、こ

れと同じようなＱＲがあれば、しっかりと事

前の選択ができると思いますので、ぜひとも

前向きな取組をお願いをしたいと思います。 

  40秒ぐらい時間ありますけども、授業を早
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く終わったら、授業中に子供が先生ありがと

うって言って、運動場に飛び出していったこ

とを思い出しました。 

  もうお昼でございますので、ちょっとだけ

早めに終わらせていただきます。ありがとう

ございます。（拍手） 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  午後１時30分に再開いたします。 

   （午後０時27分休憩） 

   （午後１時30分再開） 

○副議長（堂下豊史君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

  直ちに議事に入ります。 

  午前に引き続き一般質問を続行いたします。 

  12番香川真二君。 

  （12番香川真二君登壇）（拍手） 

○12番（香川真二君） つなぐ神戸市会議員団

の香川真二でございます。では、一般質問を

させていただきます。 

  まず、公職選挙法の在り方について質問い

たします。 

  ７月の都知事選では、特定の政治団体が多

くの候補者を擁立し、寄附をした人にポスタ

ーを貼る権利を譲りました。その結果、候補

者と関係がないと思われるポスターが掲示板

に多数貼られました。 

  先月の兵庫県知事選挙では、公職選挙法に

おいて、候補者１人当たりのポスターや選挙

カーの数が制限される中、自らの当選を目指

さない候補者が他候補を応援する活動を行う

など、公職選挙法が想定していない事象が起

こりました。 

  12月３日の参議院本会議において、村上総

務大臣が、一般論として候補者がほかの候補

者の選挙運動を行う場合には、その態様によ

っては公選法上の数量制限などに違反するお

それがあるとの懸念も示しております。 

  久元市長は総務省で選挙部長を務めてきた

経験があると伺っております。自治体の長と

して見解を述べることは難しいことは承知を

しておりますが、可能な範囲で、これらの事

態や公職選挙法の在り方について見解をお伺

いいたします。 

  次に、ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵにおける特別

支援学校の対応について質問いたします。 

  今年の10月に開幕した全国高校サッカー選

手権大会の兵庫県予選では、県内３つの特別

支援学校の合同チームが史上初めて出場いた

しました。 

  試合は０対11という大敗でしたが、生徒た

ちは憧れの舞台に立てたことを非常に喜んで

おりました。 

  強豪校を相手にひたむきにボールを追いか

ける姿、チームワーク、忍耐力、悔しい思い

など、部活動のすばらしさを実感いたしまし

た。 

  さきの本会議では、教育長が答弁の中で、

自分自身も部活の顧問を経験し、部活の効用

はよく分かると述べられておりました。 

  部活動によって得られるすばらしい経験は、

障害を持つ子供たちにとっても同様に非常に

大切なものであります。今後、部活動の地域

移行を進めるに当たって、特別支援学校や支

援学級に通う子供たちがスポーツや文化活動

に参加できる機会を確保していただきたいと

考えております。 

  教育長の見解をお伺いいたします。よろし

くお願いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 香川議員の御質問にお

答え申し上げます。 

  公職選挙法の在り方につきまして御質問を

いただきました。今年７月の東京都知事選挙、

11月の兵庫県知事選挙におきまして、これま

で公職選挙法が想定していなかった事象や、

あるいはこれまで見られなかった運動があっ

たことは承知しておりますが、選挙運動のル

ールは地方選挙を含め、公職選挙法で規定さ
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れているところでありまして、各政党におい

て、また各政党間において、議論をしていた

だくことが必要ではないかと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 私のほうからは、Ｋ

ＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵにおける特別支援学校の

対応についてお答えさせていただきます。 

  障害を持つ子供たちにとっても、学校の授

業等とは別の機会です。スポーツや文化活

動・芸術活動に親しむことは、意欲向上や社

会性を育み、将来の社会参加や自立の精神を

養うものにつながると考えております。 

  現状ですが、市立の特別支援学校では、一

部の学校の高等部でありますけれども、部活

動を実施しております。ただ、月１回程度の

活動にとどまるなど、現状では十分な活動と

はなっておりません。 

  そのため、現在市立の特別支援学校の子供

たちが、より気軽にスポーツ活動に取り組め

るよう、令和５年度からスポーツ庁の事業を

活用して、放課後等にトランポリンやバラン

スボールを使った体操運動や卓球、バドミン

トンなどのスポーツ体験に取り組んでいると

ころであります。 

  今後は、このような取組とＫＯＢＥ◆ＫＡ

ＴＳＵの取組をどう連携していくことができ

るのか、実施団体である神戸市社会福祉協議

会等と相談してみたいと思います。 

  なお、地域校の特別支援学級に在籍してい

る生徒にとっては、やはりこれまでの学校単

位の部活動では参加が限られていた傾向にあ

りましたが、逆にＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵによ

って障害の有無にかかわらず、誰もが一緒に

参加できる活動として、ユニバーサルスポー

ツやアート活動など、幅広くスポーツや文

化・芸術に親しむ機会を創出できることが期

待できると考えております。 

  これから活動団体の募集を進めていくんで

すが、神戸市社会福祉協議会をはじめ、福祉

関係の団体にも広く参画を呼びかけて、ＫＯ

ＢＥ◆ＫＡＴＳＵが障害を持つそれぞれの子

供たちの特性に応じた活動機会の拡大につな

がるよう、連携の可能性を広げていきたいと

思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 香川君。 

○12番（香川真二君） ありがとうございます。

公職選挙法の話から少し再質疑させていただ

きたいと思うんですが、先月行われた兵庫県

知事選挙では、全国的にも、いまだにいろん

な物議を醸しているということで、国会等で

もいろんな議論がされていくと思います。私

自身の考え方としては、今回のことを契機に、

公職選挙法を見直したほうがいいというふう

に思っております。 

  ただ、それを一方で規制するに当たっては、

いろんな、どうやって規制するのかっていう

ふうな条件を考えないといけない。大変難し

い問題だと思ってますが、やはり我々は選挙

で当選して、この立場にいるわけですから、

ここを放置しておくわけにはいかないという

ふうに思っております。 

  久元市長は選挙部長を務められたというこ

とで、いろんな考えをお持ちだとは思うんで

すが、なかなか今のお立場では発言しにくい

と思っておりますので、その辺は理解してお

ります。 

  具体的な話は選挙管理委員会の方とも話を

したいと思ってますので、再質疑のほうは選

挙管理委員会のほうにさせていただきたいと

思うんですが、今回、何点か、やはり検討し

ないといけない問題があると思うんですが、

私が考える１点目は、やはり２馬力選挙と言

われるものです。候補者が自ら当選を目的と

しない形で立候補して、数量規制が行われて

いるビラ、さらには選挙カー、ポスターもで

すかね。そういったものを使って特定の候補

者を応援してしまうような、そういったこと

があったように思います。これに対して、ど
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のように考えていくのかっていうのと、来年

になりましたら神戸市の選挙管理委員会の方

は、神戸市長選挙もございますんで、そうい

ったときに、こういうことがまた起こらない

ようにしなければならないと思っております

ので、そういった来年、市長選―― 参議院選

挙が先にあるんでしょうけど、市長選等に向

けて、どのような対応を考えていくのか、方

針をお伺いしたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） お

答え申し上げます。 

  選挙運動に無制限な自由を認めますと、そ

れが財力・威力・権力等によってゆがめられ

るおそれが生じることから、公職選挙法は選

挙の公正を確保するために、選挙運動に一定

のルールを設け、そのルールに従って選挙運

動が行われるようにしております。 

  このため、ポスターやビラをはじめとする

選挙運動の手段につきましては、掲示や頒布

できる枚数等を含めて選挙運動量が詳細に規

定されているところでございます。 

  先ほど議員からも御紹介がありましたとお

り―― 総務大臣の御答弁を御紹介いただきま

したけども―― 公職選挙法上、候補者が使用

する選挙運動ポスターやビラの記載内容につ

いて、これを直接制限する規定はありません

が、他の候補者の選挙運動を行うことや、虚

偽事項が公表された場合には、同法の処罰の

対象に、また他の法令に触れる場合には、そ

れぞれの法令などの処罰の対象になるもので

ございます。 

  市選挙管理委員会が管理執行主体となる選

挙におきましては、例えば、ビラ・ポスター

の規格や掲示責任者・頒布責任者・印刷者の

氏名・住所といった法定記載事項に違反した

場合には撤去命令の対象となりますので、立

候補予定者の方には任意の提出を依頼して、

提出があった場合にはこれらについて事前に

チェックさせていただいたというところでご

ざいます。 

  一方で、選挙管理委員会が選挙運動ポスタ

ー等における法定記載事項以外の部分につい

て事前に審査し、不適当と認めるものの発表

を禁止することは憲法で禁止されている検閲

に該当するおそれがあるとの指摘もあるとこ

ろでございます。このため、選挙管理委員会

では、先ほど申し上げました事前チェックの

際や、立候補予定者説明会におきまして、ポ

スターやビラに記載された内容によっては、

虚偽事項公表罪等の罰則に抵触するおそれが

ある旨の注意喚起を行ってきたところでござ

います。 

  来年は市長選挙が予定されているところで

ございますので、当該選挙の管理執行主体と

なる選挙管理委員会といたしましても、選挙

が公明かつ適正に行われますよう、他の候補

者の選挙運動を行うことや、虚偽事項が公表

された場合には、処罰の対象となることにつ

きまして、より丁寧に注意喚起をしてまいり

たい、このように考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 香川君。 

○12番（香川真二君） ありがとうございます。

ちょっと今の答弁聞いてて、少し疑問に思っ

たことをお伺いしたいんですけど、今回、県

知事選挙は、県の選挙管理委員会が執行主体

と思うんですが、ちょっと情報があれば教え

ていただきたいんですけど、今回、例えば選

挙期間中に掲示板に貼られたポスター等で、

ちょっと我々からすると、品位を損なうよう

なポスターもあったように思うんですが、そ

ういった部分に関して、県の選管等が処罰も

しくは対応をされたりとかしているんでしょ

うか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 
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○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） お

答えいたします。 

  公職選挙法第147条の規定によりまして、

貼ってはいけないポスターが貼られていると、

それは法定記載事項が書かれていないとか、

大きさの制限を超えているとか、枚数が超え

ているとか、そういったものについては、県

の選挙管理委員会または市町村の選挙管理委

員会が撤去命令を発することができると、こ

ういう規定になっておりますので、どちらか

の選挙管理委員会が撤去しているということ

でございます。 

  ただ、中身については、これは選挙管理委

員会で審査することはできませんので、それ

は実際に行われた事案に基づきまして、具体

の事実に即して、捜査機関が捜査をした上で

最終的には司法の判断がされるものだと、こ

のようになっております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 香川君。 

○12番（香川真二君） つまり、中身に関して

は警察が判断するというふうな今の答弁から

すると理解するんですけど、私も何度か選挙

を経験してますから、いろんな選挙違反等に

ついては、見受けることがあったりすると、

やっぱり選管のほうに連絡したりすると、警

察と連携していろいろ捜査してくれたりはす

るんでしょうけど、警察のほうに連絡しても、

なかなか警察でも判断が難しいと言われたり、

それは選管が判断することだとか言われたり、

選管に連絡すると警察が判断することだと言

われたり、何かその辺が―― 責任が、どうも

お互いに押しつけ合ってるような、行動とし

てなかなかどちらもしたくないというような

意図が取られるんですけど、実際にはちゃん

とそういった連携を取って処罰なり、そうい

った対応なりをされてるもんなんでしょうか。

ちょっとその辺、実態を教えてください。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） お

答え申し上げます。 

  実際に行われた選挙運動の対応が公職選挙

法の規定に違反するかどうかにつきましては、

選挙管理委員会としては、実質的に調査する

権限がございません。この点、昭和35年９月

13日の最高裁判決におきまして、選挙運動が

公職選挙法に違反するか否かの判定は、専ら

刑事訴訟手続に従い、裁判所の判断によって

のみなされるべきものであると判示しており

ますので、先ほど申しましたとおり、個別の

事案につきましては、捜査機関により具体的

な事実関係の調査が行われ、最終的には司法

により判断されることになるということでご

ざいます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 香川君。 

○12番（香川真二君） すみません、何度もし

つこく質問しますけど、そうなると選挙期間

中の判断ではなくて、結局、もう選挙期間が

終わってしまうってことが起こると思うんで

す。つまり、その間ずっと貼られっ放しで、

選挙後に、そういった司法の判断等を仰いで

っていうことになると、何とも選挙をしてい

る者からすると後味が悪い選挙戦になるとい

うふうなことがあるんじゃないかと思います。

特に今回も、やっぱりルールはルールでその

抜け道があって、そこをついてくるっていう

のは、それは戦略としてあると思うんですが、

やはり何とも後味が悪いよねっていうのが、

世論の反応やと思っておりますんで、そのあ

たりをしっかりとやはり、今回のことを契機

に選挙法を見直すとか、対応を見直すとかし

ていただきたいと思っております。 

  特に今の２馬力の選挙のことに関してもそ

うなんですが、ちょっと誹謗中傷の部分も今

回はあったのかなと。特に、中傷というとこ

ろでいくと、真偽が定かじゃないようなこと

をポスターなり、街頭演説などで流布してし
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まうっていうのは、この部分に関しては取締

りがかなり難しい部分だとは思うんですが、

こういったのがやっぱりどうしても選挙の品

位を下げてしまうようなことにつながったの

かと思っておりますんで、このあたりをしっ

かりと取り締まれるかどうか分からないです

けど、放置せずに議論をしてほしいと思って

おります。 

  これがどこで議論するべきなのかっていう

ことが、ちょっと私も定かじゃないんですが、

この兵庫県で起こった選挙でもありますんで、

やはり我々神戸市の選挙管理委員会としても、

ぜひ議論してほしいんですけど、委員長、せ

っかく来られてるんで、安達委員長、委員会

等でこういった議論をしていただくっていう

ことを、ちょっとお願いできないかと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷選挙管理委員会

事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（長谷英昭君） 申

し訳ありません、僣越でございますが、お答

えいたします。 

  御指摘の―― 選挙運動の在り方だと思いま

す、それは。文書図画の内容ですとか、演説

の内容、こういったものは選挙運動の在り方

でございますので、選管が議論するというよ

りかは、これは選挙運動の在り方に関わるこ

とですから、国会において議論されて、そこ

で成案を得るというのが基本的な考え方と思

います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 香川君。 

○12番（香川真二君） もちろん国会で議論し

ていただくっていうのは正しいことだと思い

ますが、しっかりそういった意見を国に上げ

ることだって我々できるわけですから、そう

いった場で選挙管理委員会でも議論していた

だく、また我々議会でもこういった議論をす

べきだと私は思ってるんです。 

  お互いに皆さんで議論をして、その中で意

見を―― いろんな意見があると思うんです、

これは。だから、そういった意見を国に届け

ていくっていうのが、皆さん選挙管理委員会

の方も、我々議員のほうの立場としての役割

かと思っておりますが、安達委員長、どうで

すか。委員会等で議論していただけませんか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 安達選挙管理委員長。 

○選挙管理委員長（安達和彦君） 今、議員の

御提案でございますが、神戸市の選挙管理委

員会が月に２回定例会議もやっておりますし、

その場では今回起きたような事象についても、

神戸市の選管の委員の中では話ももちろん出

ておりますし、そして来週になるんですけれ

ども、９日に全国の政令指定都市の選挙管理

委員長会議というような機会もございますの

で、今回起こったようなことについて、機会

を捉えて議論をしてまいりたいというふうに

思いますが、基本は、やはり公職選挙法に縛

られておりますので、そちらのほうでという

ことになろうと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 香川君。 

○12番（香川真二君） ありがとうございます。

安達委員長も長年議員をやってこられました

ので、その経験を基に―― いろんな自らの経

験を基に議論を活発にしていただけたらと思

いますので、ぜひよろしくお願いします。あ

りがとうございます。 

  そしたら、ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵのほうの

話なんですが、ちょっと時間があまりなくな

ったので、少し私のほうで一方的に話をさせ

てもらうと、先日行われた選手権の予選もで

すけど、先週行われました関西大会なんです

けど、知的障害者の方のサッカー大会で、こ

れもう１つの選手権ということで、全国大会

につながるような、そういう予選がありまし

て、兵庫県立高等特別支援学校と西神戸高等

特別支援学校が決勝で、これ関西からたくさ
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ん集まってるんですけど、兵庫県の２校が全

国の切符を取ったということで、大変そうい

った活動につながるような―― 全国につなが

るような活動をふだん学校の部活動でやって

るということで、そういったところをぜひ応

援したいと思ってますし、こういったことを

神戸市の特別支援学校でもぜひやっていただ

きたいなと思ってます。もちろん、選手もも

ちろんすごくいい経験なんですけど、保護者

も楽しいんですよね、こういうのは。保護者

はやっぱり子供が活躍するのを見るのは楽し

いので、そういったところをひとつやっぱり

つくっていただきたいなと思いますし、地域

の高校や中学校とも、そういった部活動での

交流というのもあるようなので、これからＫ

ＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵがつくっていきたいよう

な地域とのいろんな活動の連携、そういった

ことにもつながると思いますので、ぜひとも

特別支援学校にも部活動をつくっていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上で終わります。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  次に、56番村野誠一君。 

  （56番村野誠一君登壇）（拍手） 

○56番（村野誠一君） 新しい自民党市会議員

団の村野誠一です。今回は古巣の自由民主党

市会議員団から会派を出まして、２人会派に

なりました。 

  この２人会派の一般質問の時間、１年間を

今日は凝縮して１回にまとめましたので、50

分させていただきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、早速質問させていただきます。 

  まずは、兵庫県知事選挙における多くの県

民・市民が、マスメディアの報道を偏向と感

じていることについてお伺いいたします。 

  言うまでもなく、選挙は民主主義の根幹で

あり、県民・市民は真実に基づいて自分たち

の代表を決めるものであります。 

  しかし、今回の兵庫県知事選挙では、県

民・市民の判断材料となるテレビや新聞等の

報道、いわゆる既存メディアの報道がＳＮＳ

で発信される情報と異なり、多くの県民・市

民からは、テレビや新聞等の報道内容は、部

分的に切り取られ、誇張されたり、偏向報道

で印象操作が行われていると感じるという多

くの声を聞いております。このような事態は、

今後選挙だけではなく、議会・議員の取組、

神戸市政、また市長の発言など、様々な情報

が正しく市民に伝わらないことが起きるので

はないかと危惧いたしております。 

  市民の評価・判断基準が偏向報道や印象操

作によってゆがめられてしまうことについて、

あってはならないと考えております。 

  来年には市長選挙もありますが、久元市長

の見解をお伺いいたします。 

  次に、コンプライアンス条例についてお伺

いいたします。 

  これについては、もう皆さん御承知のとお

り、私自身が新聞・サンテレビに不当要求と

認定というふうに、この条例が制定されて約

17年たつわけですけれども―― この条例が制

定されたときにも、私は議員として在職して

おりましたが―― 初めて認定というふうに書

かれました。 

  当時―― 書かれた当時ですけれども、裏金

の議員―― これは不記載ですけれども、裏金

議員よりも大きく顔写真、名前と、特に神戸

新聞さんにはかなり大きく取り上げていただ

きました。 

  私もこのままほっかむりをして黙ってやり

過ごすか、しかし、一部の議員からは、村野

議員が議会で一言も今回の件について、発言

をしていないということで、それが新聞報道、

またはサンテレビで報道されたことが全てが

事実であるかのように、定着すると。議員の

皆さんもそう感じているという声がありまし

た。やはり、どこかできちっと少なくとも私

の主張については行いたいという思いで、今
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回ここで取り上げさせていただこうと思って

おります。 

  今回の背景ですけれども、私の元に複数の

方から―― 当時自民党市会議員団に在職して

いたとき、複数の方から電話があって、ある

議員がマスコミを使って、村野議員を潰そう

と、そういうような動きがある。だから気を

つけたほうがいいよという連絡を複数いただ

きました。 

  ただ、私としては、その議員に直接問いた

だすこともないですし、ましてや、マスコミ

に対してそういうようなことをしてるんです

かというようなことを当然言っても、お答え

いただけませんから、私の立場からすると受

け身です。 

  そうすると、しばらくして神戸新聞さんが

どうも情報公開を―― 私と神戸市当局のやり

取り全てにおいて情報公開をしているという

のを仄聞いたしました。 

  ああ、動き出したんだというふうに感じま

した。そして、またしばらくすると、神戸新

聞さんから、その当時、相当高圧的な取材要

求があって、私は当時、取材に応じようと思

ったんですけれども、私の顧問弁護士とも相

談して、文書で回答したほうがいいんではな

いかということで、文書で回答させていただ

いた。 

  当時、神戸新聞さんの記者は、一旦、取材

を受けると言ったにもかかわらず受けないと。

じゃあ、取材を受けると言った期日までに回

答せよと。回答しないのであれば、取材拒否

をしたとみなすと。取材をせずに、自分たち

の主観で悪意を持って記事にするぞと、私は

そう感じざるを得ないような、まさに高圧的

な取材要求でした。 

  そういった背景があって、実際に神戸新聞

さんに記事化され、今日に至っております。 

  それでは、質問を続けさせていただきたい

と思います。 

  私は、これまで二元代表制の下、須磨区民

の負託を受けた市民の代弁者として、神戸市

政の発展のため、行政のチェックや提案など、

29歳で当時無所属でしたけれども、初当選以

降、連続６回当選、今日に至るまで約21年間、

議員としての職責を果たしてきたと自負いた

しております。 

  その過程において、神戸市の市政課題に関

して、当局と様々なやり取りを行ってきまし

たが、このたび、そのやり取りについて、神

戸新聞や毎日新聞は不当要求に認定と報道さ

れました。 

  一方で、朝日新聞は不当要求と記録と報道

されました。 

  報道する新聞社によって表現が異なり、受

ける印象も大きく異なります。 

  そこで、まずお伺いいたしますが、本市の

コンプライアンス条例は、神戸市として市民

や公職者、いわゆる要望者を不当要求と認定

する制度なのかお伺いいたします。 

  次に、市民と市民の声を代弁する議員が利

用しにくいと指摘しているのに、港湾局長が

そんな声は聞いていない、問題ないと。私は

開き直ったと受け止めて、開き直っているの

かと、そういった発言を当時したというふう

に記憶しております。それが不当要求と取り

扱われ、がたがたでキャリーケースが引けな

い、雑草が繁茂している、この神戸空港の駐

車場についてお伺いいたします。 

  国際化に伴う新たな旅客需要に対応するた

めに、神戸空港の新たな駐車場の拡張整備が

計画されているが、現在の駐車場は経年劣化

し、私はちょっと専門用語が分かりませんの

で、４日も見に行ってまいりましたけれども、

この12月４日、レンガブロックの隙間、土が

えぐれたり、雑草が繁茂してキャリーケース

が引けない状況であります。これについては、

我が会派の総括質疑で、岡田議員が市長・副

市長にも、写真をパネルで見ていただいてお

りますので、お分かりだと思います。 

  ６月18日、私がまだ経済港湾委員会の委員
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のとき、委員会で取り上げて指摘させていた

だいて、港湾の担当局長は、関西エアポート

神戸に対してしっかりと働きかけてまいりた

いと前向きな答弁をいただきました。 

  そして、先ほど申し上げましたけれども、

さきの10月９日の総括質疑では、今西副市長

は、駐車場は関西エアポート株式会社の運営

権の範囲であり、同社において適正に維持管

理を実施すべきという、当事者としての意識

が感じられない答弁であり、神戸市クレドの

１つである圧倒的当事者意識を持つとは相入

れない姿勢であると私は感じました。 

  コンセッション契約では、第２条で、運営

権者は、要求水準書に従い本事業を遂行しな

ければならないと記載されていることから、

神戸市議会基本条例第９条に基づいて７月29

日に港湾局に対して要求水準書の提供を私が

求めました。港湾局の速水課長に求めました。

しばらく待ってくださいというふうに彼から

メールで来てたんですけれども、一切それか

ら連絡がなく、誠実に対応されることなく放

置され、我が会派の岡田議員に10月18日に情

報公開請求をしてもらい、当初の依頼から10

0日後の11月６日にようやく要求水準書を提

供いただきました。 

  要求水準書には、駐車場運営業務に関して

利用者が安全・快適・円滑に利用できるよう

に駐車場施設を運営することや、駐車場の機

能の維持向上及び除草作業等に努めることと

明確に記載されてあり、契約書の第48条―― 

これはコンセッション契約のほうですけれど

も、契約書の第48条には、神戸市が運営権者

をモニタリングし、運営権者による事業実施

が要求水準を満たしていない場合、改善計画

の提出を命じることができるとされておりま

す。 

  これらの契約を踏まえると、多くの利用し

にくいという声がある駐車場について、安

全・快適・円滑に利用できるよう、現状のキ

ャリーケースが引きにくいがたがたの駐車場。

要求水準書に基づいて―― 先ほど今西副市長

の答弁の関西エアポートが主体的にと、契約

上そうなっていますから、それは理解できま

すけれども、神戸市がつくった要求水準書に

基づいて、より強力に働きかけを行っていた

だきたいと、改善を求めていただきたいとい

うふうに思いますが、いかがでしょうか。 

  また、何度も私、それから岡田議員もそう

ですけれども、取り上げておりますから、市

長も現場を見ていただいているというふうに

思いますけれども、改めて市長は現場を見ら

れたのか、そして市民目線でどのように感じ、

当事者意識を持ってどのように対応すべきと

考えているのか、できましたら市長からもお

答えいただけたら大変ありがたいと思います。 

  次に、特に高齢のお一人様の見守りについ

てお伺いいたします。 

  市内の65歳以上の単身世帯数は、20年間で

約４万5,000世帯増加しています。また、今

年度には初めて警察庁が孤独死の実態把握を

行うなど、高齢のお一人様を見守る必要性が

社会全体で高まっていることがうかがえます。 

  本市では、例えば事前に登録しておくこと

で家庭内での急病などの緊急時でも速やかな

救護を受けることができるケアライン119と

いう通報制度を運用しております。しかし、

例えば自宅内の固定電話から離れたところで

発作等で倒れた際に自力で通報できないとい

う問題があり、本市の見守り体制が最善とは

言い難い。 

  他の政令市では、福祉分野を所管する部局

が民間の大手警備会社が提供する高齢者見守

りサービスを契約している事例もあり、事前

に頂いた資料では18の政令市が多分このケー

スに当たると思いますが、身につけることが

可能な通信機器によって固定電話まで行かな

くても通報できる仕組みを設けております。 

  今後、超高齢社会が進展する中、高齢のお

一人様の救える命を守る、安心・安全な生活

が送れるよう、これは消防でも福祉局でも構
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わないわけですけれども、オール神戸で取組

を強化していただきますように要望させてい

ただきます。 

  これ、事前に市長にお答えいただけるとい

うように聞いておったんですけれども、要望

に替えさせていただきます。 

  最後に、折り畳み式のカラスよけごみボッ

クスをクリーンステーションに導入するに当

たっての助成について、これも要望させてい

ただきます。 

  本市では、燃えるごみステーションを対象

にカラスネットを配付する等のカラス対策を

実施しております。今年度には折り畳み式の

カラスよけごみボックスを地域団体へ貸し出

し、効果検証を実施したところ、絶大な効果

を発揮したと現場の環境局の職員から聞いて

おります。 

  導入が進めばカラス被害を防止し、市民の

清掃の負担を軽減できるだけではなくて、今、

環境局の職員が日々清掃とカラスよけのネッ

トの片づけをしてくださっておりますけれど

も、環境局職員の負担の軽減にもつながると。 

  本来は、公費負担で―― カラスよけネット

自体は公費負担で配付しておりますから、そ

れだけ効果があるものですから、公費負担で

困っているところに配付するのが望ましいと

私は考えておりますけれども、ステーション

の管理は地域の自治体の取組で支えられてい

るということに鑑みて、地域主体での導入が

望ましいということであれば、カラス被害の

解決が大いに期待できる折り畳み式のカラス

よけごみボックスについて―― これは民間が

販売しておりますけれども、結構高額です―

― ８万円でありますとかね。これ、私のマ

ンションも試験的に貸与していただいて、こ

れはいいと、効果があるということで、早速、

自治会の管理費から２つ―― 大体１つ８万円

だったというふうに聞いてますけれども、２

つ購入させていただいて、今活用させていた

だいております。 

  ちょっと高額ですから、自治会の方々に買

ってください、効果がありますからと、それ

でぱっと買っていただけたらいいんですけれ

ども、スピード感を持って導入を促進してい

く上で助成する制度なんかも考えていただけ

たらということを要望させていただきたいと

思います。 

  以上、簡明な御答弁をよろしくお願いいた

します。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 村野議員の御質問にお

答え申し上げます。 

  神戸空港の駐車場の現状につきましては、

私は見に行ってはおりませんが、港湾局から

現状の報告を受けております。 

  これについてどういうふうに対応するかと

いうことも含めまして、ほかの御質問につき

ましては副市長からお答えさせていただきま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから御答弁

申し上げます。 

  まず最初に、マスメディアの偏向報道につ

いての点でございます。 

  報道機関の報道に関して神戸市として特に

申し上げることはないわけでございますけれ

ども、市政の情報の正確な発信ということは

大変重要なことであるというふうに考えてい

るところでございます。 

  市政情報の発信に当たりましては、伝えた

い人に分かりやすく正確に発信するため、市

民にとって身近な情報を全戸配布によりお届

けする広報紙、そして市民が調べたいときに

調べられる市の公式ホームページ、さらには

要約したテキストと画像を使い、タイムリー

な情報発信ができるＳＮＳなど、適切な広報

媒体を選択しながら取り組んできたところで

ございます。 
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  また、こうした市自ら管理し発信する媒体

の活用に加えまして、新聞やテレビ・ラジオ

などの報道機関にプレスリリースを行い、そ

の報道を通して広く市民に広報するパブリシ

ティーも行っているところでございます。 

  報道を通して正しい情報を市民に伝えるた

めに、報道機関に対し、単にプレスリリース

を行うだけではなく、内容によっては記者会

見を行うなど、正確な情報発信にも努めてい

るところでございます。 

  いずれにしましても、市政の様々な情報発

信に当たりましては、様々な媒体を使いなが

らタイムリーで市民にとって分かりやすく正

確な情報発信に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

  ２点目に、コンプライアンス条例について

御答弁申し上げます。 

  コンプライアンス条例は、市政の透明化の

推進と公正な職務執行の確保を通じて市民に

信頼される市政を確立することを目的として

いるところでございます。 

  そのため、要望等の対応に当たりましては、

その内容を記録し、部局の長に報告するとと

もに、市としての対応方針を内部的に決定す

るという制度になっているところでございま

す。 

  また、対応方針を決定する過程において、

受けた要望等が内容や手段において条例に規

定する不当要求行為と認められるかどうかも

併せて内部的に決めるものでありまして、不

当要求行為と認めた場合には複数の職員等に

より、組織的に毅然とした態度で対応するこ

ととしているところでございます。 

  今後も引き続き、コンプライアンス条例を

適正に運用し、公正な職務執行の確保に努め

てまいりたいと考えております。 

  ３点目は、神戸空港の駐車場についてでご

ざいます。 

  先ほど村野議員のほうから、私の総括質疑

の答弁が当事者意識のない答弁というような

御指摘をいただきましたけれども、「空港を

訪れる方に便利で快適に御利用いただけるよ

う、引き続き必要な働きかけを行ってまいり

たい」と答弁させていただいておりまして、

御指摘は当たらないものと考えているところ

でございます。 

  現在の神戸空港の駐車場は、関西エアポー

ト神戸株式会社が定期的な除草に加えまして、

必要に応じて臨時で除草を実施するなど適切

に維持管理しておりまして、またグラスパー

キングとしての機能は維持できているため、

要求水準を満たしていると考えているところ

でございます。 

  要求水準の充足状況を確認するために、関

西エアポート株式会社の運営状況についてお

おむね５年ごとに本市によるモニタリングを

実施することとしているところでございます。

コンセッション開始から５年目となります20

22年度に、学識経験者・弁護士・会計士で構

成する外部評価委員会―― これは神戸空港特

定運営事業等評価委員会でございますけれど

も―― それを設置し、モニタリングを実施さ

せていただきました。 

  この外部評価委員会において、空港基本施

設・空港機能施設等―― これは駐車場も含ん

でいるわけでございます―― それの運営・維

持管理業務等について適切に実施し、要求水

準を充足しているとの答申を得ておりまして、

神戸市からの改善計画の提出を命じることは

ないと考えてございます。 

  一方で、関西エアポート神戸株式会社とは、

空港の運営について日頃から意見交換を行っ

ておりまして、議員御指摘の内容―― 除草・

ブロックの状況についても同社にお伝えして

いるところでございます。 

  本市といたしましては、いずれ大規模なメ

ンテナンスが必要になれば、歩行者デッキの

整備などと併せて関西エアポート神戸株式会

社と共に駐車場の舗装について検討していく

ものであるというふうに考えているところで
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ございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷川港湾局長。 

○港湾局長（長谷川憲孝君） 先ほどの神戸空

港のコンセッションの要求水準書の件につき

ましてでございますけれども、私の部下は誠

実に対応させていただいておりまして、事務

処理に問題はないと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） まず、先ほどの要求水

準書から行きましょうか。 

  要は、がたがたな状態です。要求水準を満

たしているか満たしていないかが問題ではな

くて、今がたがたで使いにくいという多くの

市民の声、これは何度も私、局長にも申し上

げましたけれども、市の職員の方々にもニュ

ートラルであの空港の駐車場は使いやすいか

使いにくいかということをお聞きして、キャ

リーケースが引けないと、がたがただと。雑

草の繁茂については、年間に３回ないし４回、

関西エアポートが作業しているみたいですか

ら、４日に私が見に行ったときにも若干は改

善されておりました。しかし、やはり雨や、

雨の次の日なんか、恐らくぬれている状況で

は靴、それからズボンに泥はね、これは容易

にそういう状況になるだろうなという状況で

す。 

  これは要求水準書を満たしてる、満たして

ないではなくて、市民の声とか、市民の声を

代弁する議員の意見、これを共有できている

のかということです。先ほども私の声は伝え

てます、先方に伝えてますということですけ

れども、あのがたがたは改善すべきだという

ふうにまずは考えておられるかということを

お聞きしたいと思います。 

  市長は、私は行ってませんと。それは、行

かなければならないわけではありませんけれ

ども、市長は現場主義であるとか、よくいろ

いろと現場に行かれております。だから、あ

そこだけ行ってないから現場主義ではないん

だと言うつもりはありませんけれども、私が

市長の立場だったら、これだけ議会で、また

は不当要求という、そういうことも含めて話

題になっている駐車場、一目見てどういう状

況なのかということに関心を持つというのが

普通なんではないか、私はそういうふうに思

います。 

  だから、私は見てませんと言われたことに

ついては、すごく残念に思います。せめて気

になって現場を確認しておいてもらいたかっ

た。その後は、当然、それぞれ指示をしてい

ただいたらいいんだろうけれども、知らない、

見ていないというのは、私はすごく市長とし

て残念だと率直に思います。 

  共有していただけるのかということをお聞

かせいただきたいと思います。だから、あの

がたがたは改善すべきと思っているのか、改

善するように先方に求めていただいているの

か、そこをまずお伺いしたいと思います。 

  一問一答でお願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） グラスパーキングと

いうことでございますけれども、現在の駐車

場につきましては、先ほど御答弁申し上げま

したように、関西エアポート神戸株式会社が

定期的な除草に加えまして、必要に応じて臨

時で除草を実施するなど適切に維持管理して

おりまして、この機能は維持できているため、

要求水準は満たしているという状況だと思っ

てございまして、現時点において、議員のお

話はお伝えしてございますけれども、抜本的

な解消を図るというようなお話は伺っていな

いところでございます。 

  また、この駐車場に関する苦情・意見でご

ざいますけれども、関西エアポートからもお

聞きしておりますのは、芝生化された駐車場

の舗装、あるいは草刈りに関する苦情・意見

というものは、2018年以降、１件も聞いてい
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ないということをお聞きしているところでご

ざいます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） これもお言葉ですけど、

わざわざ関西エアポートのほうに連絡して、

がたがた、雑草の繁茂、皆が伝えるかという

とそうではないです。日頃、市長も含めて、

実際に声がないからといって、サイレントマ

ジョリティーというか、本当にそういうこと

がないのかということ、これは皆さんが、特

に幹部の方々はそういうふうに部下の方々に

仕事の指示をしているんじゃないかと思いま

す。声がないから、じゃあ私が―― 何度も申

し上げますけれども―― 聞いた方々の声、そ

れは直接関西エアポートには伝えてないのか

も分かりませんけれども、そのために我々議

員はある種の代弁者として、市民の声を代弁

する立場として、議会にいて、そういった発

言をするために仕事をしているんじゃないの

かというふうに思います。 

  何度も何度も、要求水準書を満たしている、

要求水準書を満たしていると言う、私はそれ

を聞いてるわけではないんだけれども、意図

的にそうやって論点をずらして、がたがた、

これについてどういうふうに認識しているの

か、改善すべきと思っているのかということ

をお答えいただけませんから、これについて

は、ああそういうスタンスなんだと、誠実に

御答弁いただいているというふうには全く私

としては感じられませんけれども、もうこれ

以上やるとほかの質問ができませんから、こ

れについてはこれで収めたいと思います。 

  先ほど御答弁いただいた不当要求の認定の

件ですけれども、これもよく分からない、は

っきりとしない御答弁をいただきました。 

  これ、神戸市として認定する制度なのかど

うなのか、時間も限られておりますから、端

的にお答えいただきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 先ほど申し上げまし

たように、不当要求と認められるかどうかに

ついても併せて内部的に決定するものだとい

うことでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） 内部的に決定すると。

これ、新聞報道でも、市長もサンテレビさん

からとか報道当てられて、今回であれば所属

の港湾局が判断したことですというような回

答をされてたと思いますけれども、記録兼報

告書には書式の中に市長や副市長の決裁印を

押すところがあります。弁護士さんを通じて

情報公開請求いたしまして出てきた記録兼報

告書には、決裁印のところに市長の印鑑も副

市長の印鑑もない。ただ、デジタルのやり取

りということもあるというふうにお聞きして

ますけれども、市長は港湾局の不当要求の記

載、この文書について決裁印を押したのか、

お聞かせいただきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 突然のお尋ねですけれ

ども、記憶は定かではありませんが、恐らく

していないと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） 課長や部長や局長や、

副市長、市長と、書式があるわけです。それ

に市長が印を押してないという文書はどうい

う位置づけになるんですか。それは、押して

なくても公文書、行政文書なのか、それとも

押してないと例えば正式ないわゆる行政文書

ではなくてメモ扱いになるのか、その辺は―

― 市長が決裁印を押す場所があるにもかか

わらず例えば押してないということになると、

その文書はどういう位置づけなのか―― 別に

押す場所があっても押さなくてもいいものな

んですか。 
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  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 私は、長年、国・地方

で公務員をしてきましたけれども、決裁の欄

があって、そこに決裁がない場合というのは

しょっちゅうありました。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） しょっちゅう―― 私は

内部のことは分かりませんけれども、じゃあ

決裁印という書式―― つく場所があるけれど

も、ついてなくても何ら特に文書としては問

題ないということになるんですか。 

  民間では社長決裁印があって、社長が決裁

してないとなると、社長が決裁してない文書

というふうになる。だから、市長が押してな

いと市長が決裁してない文書となるのが一般

的なのかというふうに思いますけど、よくあ

るかどうかは別として、押してないのと押し

てるのと、何か違いは、文書としての効力の

違いというのはあるんでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 決裁欄の問題ではなく

て、それぞれ意思決定をするときに、それぞ

れ専決規程が定められていて、こういう事項

についてはこれは局長が最終決定権者である、

これについては副市長が最終決定権者である、

これについては市長が最終決定権者であると

いうことが決められているわけです。それに

のっとって意思決定が行われ、専決の場合に

は、それは最終的には市長の権限ではあるけ

れども、これはそれぞれの部局長の最終的な

決定で市としての最終的な意思決定が行われ

るということです。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） 普通に考えると、本来、

押印をする場所があって、押印をしてないと

なるとその文書、私としてはどうなのかとい

うふうには素直に思いますけれども、それで

何も問題ないということであれば、そこにこ

だわっても仕方がありませんので、ちょっと

次の質問に移りたいと思います。 

  限られた時間で、ちょっと私も大事な質問

を用意しておりますので、コンプライアンス

条例については後ほどまたさせていただきた

いと思いますけれども。 

  先ほどの知事選挙の偏向報道に絡んでの再

質問させていただきますが、兵庫県知事選挙

では多くの県民・市民が真実の情報を見極め

るためにＳＮＳを活用し、既に個人の生活や

企業、経済活動に深く浸透しております。 

  その一方で、ＳＮＳによるプライバシーの

侵害や誹謗中傷、意図的にうその情報を流す

などが社会問題となっております。特に誹謗

中傷によって日常生活や社会的評価に悪影響

が生じる場合は、犯人を特定し、責任を追及

することも可能であるが、投稿者を特定する

ための開示請求には費用負担も大きいことが

課題であります。 

  現在、神戸市でも広報紙やイベント情報を

はじめ、様々な分野でＳＮＳを活用しており

ますけれども、市民においてもＳＮＳを活用

し、安心して情報共有やコミュニケーション

ができるような健全な環境を支援していく必

要があると考えます。 

  そこで、ＳＮＳを含むインターネット上で

の誹謗中傷の防止、被害に遭った市民が相談

から投稿者特定、裁判等の支援までワンスト

ップの相談窓口を市独自で設置すべきと考え

ますが、お伺いいたします。 

  これについては、スポーツ庁もアスリート

がＳＮＳ上で、インターネット上で誹謗中傷

がひどいということで総合の窓口をつくると

いうことも、２億円の補正で計上したという

ようなニュースもありましたけれども、他都

市もこれについては結構条例を設けたりして

おります。 

  ぜひお答えいただきたいと思います。 
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  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） ＳＮＳによる誹謗中

傷への対応といたしまして、新たな動きとい

たしまして、国で誹謗中傷等のインターネッ

ト上の違法・有害情報に対処するため、今年

の５月にプロバイダー等に削除基準の透明化

や対応の迅速化を義務づけます情報流通プラ

ットフォーム対処法、これを制定し、１年以

内の施行に向けて今現在具体的な運用を検討

されているところでございます。 

  また、兵庫県におかれましても、インター

ネット上の誹謗中傷対策に関する条例の制定

を検討されていると承知しているところでご

ざいます。実効性のあるインターネット上の

誹謗中傷対策につきましては、国や県での検

討が必要と考えておりますので、引き続き

国・県の動向を見守っていきたいと考えてい

るところでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） 神戸市は、他都市もも

う情報発信というのはＳＮＳを積極的に活用

してますから、神戸だけが先駆的な取組をし

ているとは思いませんけれども、やはり今回、

兵庫県知事選挙でもＳＮＳのよし悪しという

ものが大きく報道されておりますし、これも

そういった意味では神戸市としても市民がそ

ういったことで被害―― 犯罪被害者支援にも

通ずるところがあるのかも分かりませんけれ

ども、積極的に取り組んでいただきたいとい

うことを要望しておきたいと思います。 

  コンプライアンスにちょっと戻りますけれ

ども、コンプライアンス条例の体制の整備に

関する規程には、第７条の推進責任者は、行

為者に対して―― 不当要求行為を行うおそれ

のある者に対して警告、退去の要請、警察官

への通報、その他必要な措置を講ずることと

いうふうになっています。 

  私自身は、電話４回、面談１回ということ

で５件の不当要求というふうに記載されたよ

うですけれども、一度もやり取りの中で、議

員、それ以上言ったらそれは不当要求になり

ますとか、不当要求と書かざるを得ないです

とか、そういったアプローチを一切受けてお

りません。今まで港湾局から正式に不当要求

と記載しましたというお知らせもいただいて

おりませんし、行財政局含め、神戸市からも

一切いただいてません。 

  ここには、勧告、退去要請と―― だからも

ちろん勧告も受けてないわけですけれども、

これについてはどのように考えたらよろしい

んでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） コンプライアンス条

例で申し上げますと、職員等が要望等を口頭

により受けたときは、その内容を簡潔に記録

するということになっているところでござい

ます。そして、また記録に際しては、不実ま

たは虚偽の記載をしてはならないということ

になっております。 

  そして、職員等は、要望等の記録を基に部

局の長に報告するとともに、市としての対応

方針を内部的に決定することになってござい

ます。その際に不当要求行為と認められるか

どうかについても併せて内部的に決めるもの

でございます。 

  このように、内部的に対応方針を決めるに

当たりまして記録するものでありますことか

ら、要望者に対し、記録の内容を伝えるとい

う制度ではないわけでございます。 

  なお、要望者は、記録の内容について確認

を求めることが第９条によりできるというこ

とになっているところでございます。確認を

求められた執行機関は、要望等の記録を提示

し、要望者による確認の結果、記録されてい

る情報に誤りがある場合等、必要があると執

行機関が認めるときは訂正等の処理を行うと

いう制度になっているところでございます。 
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  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） 分かりました。だから、

相手には知らせないということですね。 

  ただし、本来であれば、例えば私も５件で

すけど、先生、それ、議員、それ以上言った

らとか、例えばその言い方はというふうに指

摘があれば、ああそうかと、次から気をつけ

ようというようなことも考えられたかも分か

りません。いわゆる黙って、私としては、だ

から青天のへきれきだったわけです。神戸市

から何も聞かされることなく、まさか記録さ

れていると思わない。だから、確認なんか毎

回毎回してません。今回はどういうふうに記

録してますか、今回はどういうふうに記録し

てますかと。今回、マスコミを通じて初めて

取材依頼が来たときに、え、そんなことにな

ってるんですかということです。 

  本人には伝えないということですけれども、

これは名前の公表、それから事案の公表をす

る制度になっているのか、お伺いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 一部のところにつき

ましては、コンプライアンス条例に基づきま

して公表するということにもなってございま

す。 

  コンプライアンス条例に基づいて記録の内

容が公表されますのは、１つは不当要求行為

により、職員等に危害が及び、もしくは明ら

かに公正で公平な職務の執行を阻害し、また

はこれらのおそれがあると認められる場合に

おいて、当該不当要求行為を行った者等に対

して警告、退去の要請、警察官への通報、そ

の他必要な措置を講じた場合でございます。 

  もう１つの点は、所属職員が不当要求行為

により一定の行為をし、またはしないことを

同意させられた場合において行為者に対する

当該同意の撤回に関し必要な措置を講じた場

合であって、その後も当該行為者が不当要求

行為を繰り返し行う場合となっているところ

でございます。 

  これは、悪質な不当要求行為が繰り返され

る場合に執行機関側が積極的に行為者の氏名

及び不当要求行為の内容等を公表することに

よりまして、それ以上、不当要求行為が繰り

返されることを防ごうとする趣旨で設けられ

たものでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村野君。 

○56番（村野誠一君） 仕方がないですね、こ

れ、長くなるのは、答弁。 

  要はコンプライアンス条例上、名前の公表、

事案の公表は、先ほど今西さんがおっしゃっ

たように勧告・命令、そういったことを推進

責任者がしてもなお不当要求が続いたりした

場合に所属の長、統括監督者が告発者―― だ

から、よく神戸市内でもあります。勧告・命

令・名前の公表という、いわゆる罰則的な位

置づけで名前の公表をするわけです。事案の

公表をするわけです。 

  だから、私は先ほども申し上げたように、

勧告すら受けてない。でも、結果的に名前と

事案が表に出てる。これはなぜかというと、

情報公開条例で請求されたからです。コンプ

ライアンス条例では、名前の公表というのが

すごく限定されているわけです。先ほど言っ

たように勧告して、命令して、なおかつまだ

いわゆる悪質な場合という―― 簡単に言うと。 

  だから、私の場合は、私にも知らされない

し、本来であれば名前も事案も外には出ない。

しかし、情報公開請求されると名前も事案も

すっと出てしまう。 

  コンプライアンス条例と情報公開条例のこ

この部分、これが、私も複数の弁護士に聞き

ましたけれども、法的に問題があるんではな

いかというふうに、そういった見解もありま

す。だから、いわゆる形骸化してしまうわけ

です。コンプライアンス条例の名前を出すと

きは限定されているというものが軽微な勧告
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もされてないようなものでも名前がぼんと出

ていってしまうということです。それが流布

されるということです。 

  それは、事実上の不利益処分になるわけで

す。今回のコンプライアンス条例は、言葉に

すると、私を対応した職員が主観で私に確認

することなく一方的に書いて、それを所属で

認めて、不当要求とすると。ここには一切私

は―― 確認権の付与はありますけれども、私

が弁明であるとか、私がそれは違うとかとい

う―― 双方向ではないわけです。職員側だけ

で、組織だけで記載して、それが先ほど申し

上げたように勧告する、命令するというよう

な悪質なものではないのに、情報公開条例で

請求されると外に出て、こうやって新聞に出

て流布されるという、事実上の不利益を被る

ということです。 

  これは、やはり制度的に、当時条例ができ

たときにこれは問題があるんではないかと複

数の議員―― 私もそう思いましたけれども、

当時そういう議論があったということ、これ

を改めて申し上げておきたいと思います。 

  だから、今後も恣意的な運用がなされる可

能性もあるわけです、制度ですから。制度的

に全く恣意性が働かないという制度ではない

と。一方的ですから。 

  これ、総務省の当時大臣だった高市早苗さ

んが、行政文書について捏造だということで

職員と大臣の双方の言い分が食い違った。そ

れから内閣府として行政文書はやはり正確性

を期す必要があるということで、相手に確認

を取ることがガイドラインで設けられました。

これは、地方自治体には通知が来てませんけ

れども、国の中央省庁ではそのガイドライン

に基づいて公文書を作ることになっておりま

す。 

  今後、コンプライアンス条例も、時間があ

りませんでしたから、まだたくさん運用上の

問題点があります。私は、無断で録音されて、

それも流布されました―― 今問題になってお

りますけれども。今後、しっかりと見直しを

考えていただきたいということを要望して、

終わりたいと思います。 

  以上です。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  次に、53番平野章三君。 

  （53番平野章三君登壇） 

○53番（平野章三君） それでは質問しますが、

少し気分を切り替えて答弁をよろしく。 

  最初に、シンガポールにおける新たな拠点

設置について伺います。 

  この件は、非常に重要なプロジェクトと認

識しています。そこで、どの局が何人体制で

どのような事業展開をされるのか、現地コン

サルとの連携など考えているのか、伺います。 

  次に、観光戦略について伺います。 

  神戸経済の活性化につながるようなインパ

クトのある神戸の魅力が、いまだ何なのか分

からないのであります。官民のプロジェクト

の中で集客に寄与する様々な事業が展開され

ていますが、各局ばらばらで進めているため、

いずれの事業もインパクトのなさを感じるの

であります。 

  例えばメリケンパークをにぎわいの拠点と

するならば、イベントの集中化、周辺の移動

手段も含めた整備を関係局が一体となって方

針を打ち出すべきであり、六甲山の魅力を打

ち出すなら、神戸のまちと六甲山としっかり

見据え、六甲山上の拠点づくりと周辺事業と

の連携とアクセス整備を含め、官民一体とな

る魅力整備を関係局が連携し、グランドデザ

インを描き、事業展開する必要があるのでは

ないかと思います。 

  例えば、市長も御存じのとおり、民間企業

が英国の名門校、ノースロンドンカレッジエ

イトスクールを、六甲アイランドに2025年９

月に小中学校を開校するとともに、 ’28年に

は六甲山上に校舎を新築し、中高一貫のイン

ターナショナルスクールを開校し、小学校
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も’28年から’30年に移転する計画であり、さ

らにその上、六甲山サイレンスリゾートの敷

地内には新たなリング状の高級ホテルを2027

年から ’28年頃オープンの予定で進めていく

とのこと。 

  このようなすばらしい民間の取組があるに

もかかわらず、十分に生かし切れずいるので

はないでしょうか。これでは関係局が一丸と

なった取組に欠けていると思いますが、リー

ダー局のない、このような現状に満足されて

いるのでしょうか、伺います。 

  次に、音楽のまち神戸について伺います。 

  阪神・淡路大震災の復興支援に対する被災

地からの感謝と震災の記憶を風化させずに語

り継ぐことを目的として、神戸市も支援して

いる唯一のチャリティー音楽イベントとして

ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥが毎年開催され、多

くの方々が来場し、イベントを通じて集まっ

た募金は各地の被災地に届けられています。 

  そこで、来年は震災30年という節目を迎え

るため、来年度のＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥに

ついては震災を通じていただいた多くの支援

に対し、感謝の気持ちを対外的に大きく発信

していくために神戸市も積極的に関わってい

くべきと考えますが、どのように取り組もう

とされているのか、お伺いします。 

  次に、台湾との都市間交流について伺いま

す。 

  先日、12月４日、台北と台中との国際チャ

ーター便就航が決定し、昨日も新たなエアラ

インが台北就航予定とのことで、神戸空港国

際チャーター便の受入れにさらに期待が高ま

るところであります。 

  そこで、10月の総括質疑では、台湾南部の

屏東県との経済交流に取り組んでほしいと要

望したところ、昨日の上畠議員の質問でもあ

ったように、早速経済観光局の課長さん２名

が現地に訪問し、調査されてきた報告も受け

ました。 

  今後、国際チャーター便の就航拡大やその

先の定期便を見据えると、今のうちから多く

の都市との交流を進めることが重要でありま

す。特に台湾・屏東県、墾丁は、これからビ

ーチリゾートとして日本人からも高い人気が

出る可能性もあり、何より屏東県の知事自ら

が神戸市との経済・観光・音楽イベントの交

流を望んでいます。 

  音楽イベントに関しては、特に日本の音楽

バンドは人気が高く、非常に期待されており、

既に屏東県、墾丁では、屏東県の台湾祭とし

て９万人の音楽イベントが開催され、震災復

興イベントとして文化スポーツ局が支援する

ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥと優秀なバンドグル

ープとの交流が始まっています。 

  そこで、今後、空港の国際化が進む中、神

戸経済をさらに活性化させていくためには、

経済観光局が単独で進めるのではなく、関連

局と一体となり、台湾との都市間交流や就航

都市などの可能性も見据えた交流を図るべき

と思います。 

  音楽イベント分野では、交流事業として継

続していく方針で、マンゴーやコーヒーなど

の経済や非常にすばらしいリゾート地として

の観光などで積極的に交流を求めている屏東

県に応えるべきで、昨日、市長からは、台南

も観光交流を一層進めたいとの答弁がありま

したが、より具体的に都市間での交流協定を

交わしていただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 平野章三議員の御質問

のうち、私からは、東南アジアにおける新た

な拠点につきましてお答え申し上げます。 

  中長期的な人口増、経済成長が見込まれる

東南アジアやインドに関して、神戸空港の国

際化を契機として経済的なつながりを一層深

めることは重要であると考えております。 

  このため、ジェトロへの職員派遣や、現地

政府・大学・投資家などとの意見交換、職員
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による現地視察などを通じて、シンガポール

を念頭に置きながら東南アジアにおける新た

な拠点設置に向けた調査を進めております。 

  ジェトロに対しましては、今年度は東京事

務所、来年度はシンガポール事務所に職員を

派遣する予定です。 

  新しい拠点におきましては、産学官各分野

で広くネットワーク構築を進めながら、市内

企業・スタートアップの海外展開支援や、海

外から神戸への投資誘引に努めるとともに、

現地のスタートアップ誘致を通じた優秀な高

度外国人材の獲得にも積極的に取り組んでい

きたいと考えております。 

  その際、高度な知見や得難いコネクション

を有し、新拠点の活動に資する現地コンサル

との連携につきましても視野に入れていきた

いと考えております。 

  新拠点の実施体制は現在検討中でありまし

て、現時点で具体的な内容はお示しできませ

んが、いずれにいたしましても新しい拠点が

神戸と東南アジアをつなぐ経済面でのハブと

なり、その活動が神戸経済の着実な成長に結

びつくよう、引き続き検討を進めてまいりた

いと存じます。 

  ほかの御質問につきましては、副市長から

お答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから、２点

御答弁申し上げます。 

  １点目は、観光戦略についてでございます。 

  神戸には、ウオーターフロントのほか、北

野異人館街の異国情緒ある町並み、山と海の

自然、有馬温泉、農村・里山の田園風景など

のエリアに加えまして、神戸ビーフや灘の日

本酒をはじめとした地域ならではの食文化も

ありまして、それらをまとめて体験できるコ

ンパクトな都市であることが神戸の強みであ

ると認識しているところでございます。 

  さらに今年は、ポートタワーに続きまして、

須磨シーワールド、須磨海づり公園、マリン

ピア神戸などの民間投資による施設がオープ

ンいたしましたし、来春にはジーライオンア

リーナも開業するということでございます。

こうした新たな観光資源も組み合わせながら、

市内を周遊していただくことで滞在型観光に

つなげるように取り組んでいるところでござ

います。 

  ウオーターフロントの取組もお話をいただ

きましたけれども、ウオーターフロントエリ

アではこれまでもメリケンパークのリニュー

アル、そして宿泊施設、アトアやアリーナ、

さらにはマリーナなど、様々な整備が進めら

れてございます。 

  アクセスにつきましても、連節バスのポー

トループの導入・運行、さらには200万人以

上の来場が見込まれているルミナリエの会場

をメリケンパークに拡大すること、そして海

に面したロケーションを生かした官民連携に

よる各種イベントの実施を行うなど、様々な

施策について各局で連携しながらウオーター

フロントエリアの誘客を行っているところで

ございます。 

  また、六甲山につきましては、御指摘のご

ざいました民間事業者によるホテル建設や、

英国名門校の分校の開校も予定されておりま

すけれども、事業者とは情報交換も行ってお

りまして、六甲山のさらなるブランド力向上

に寄与するものと期待しているところでござ

います。 

  また、六甲山に進出する民間事業者も増え

てきてございまして、そのサポートの相談窓

口を設けておりまして、それを活用して多く

の施設やオフィスがまた進出いただいており

ます。 

  さらに、六甲山では、登山プロジェクト、

マウンテンバイクの事業、六甲山の全山縦走、

さらには神戸六甲ミーツ・アートなど、民間

事業者と各局が連携しながら観光誘客に努め

させていただいているところでございます。 
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  司令塔のお話もございましたけれども、今

後も経済観光局を中心に庁内各局の連携を強

化するとともに、民間事業者と連携・協力を

密にすることで神戸観光の振興に取り組んで

まいりたいと考えてございます。 

  それから、２点目は、台湾との都市交流で

ございます。 

  台湾の最南端に位置します屏東県は、三方

海に面した温暖な気候の下、漁業や農業など

第一次産業が盛んな自治体でございます。 

  これまで神戸市としましては、2020年のコ

ロナ禍に屏東県より、医療物資の寄贈をいた

だいたほか、2022年には当時の屏東県知事か

ら表敬訪問を受けるなど、交流があるところ

でございます。 

  神戸空港の国際化を見据えまして、広く台

湾の経済情勢についての情報収集及び実地調

査を行うため、御紹介がありましたように、

経済観光局の職員が11月に視察訪問をさせて

いただきました。屏東県内の視察をしたとこ

ろ、気候が温暖で、ビーチリゾートとしての

ポテンシャルはあるということをお聞きして

おります。ただ、アクセスが十分に整ってお

らず、観光客が気軽に旅行するには課題もあ

ると感じたという報告が上がっているところ

でございます。 

  また、主要な産業は、一次産業でありまし

て、その他の産業分野での経済交流をどのよ

うに進められるかについては、引き続き調査

や課題整理が必要という報告もございました。 

  屏東県幹部からも、将来的な経済交流につ

いては前向きな姿勢が示されましたけれども、

具体的な交流内容については今後双方で見い

だしていくことを確認し、まずは相互理解の

ための両都市間での認知度向上を図るという

話があったというふうにお聞きしているとこ

ろでございます。 

  経済交流協定の締結というお話もいただき

ましたけれども、今回の視察訪問を踏まえて、

観光とか文化面も含めて、どういった連携が

できるのか、本市にとって、あるいは双方に

とってどのようなメリットがあるのか、可能

性を探ることをまず始めさせていただきたい

と考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうから、ＣＯ

ＭＩＮＧ ＫＯＢＥにつきまして御答弁申し

上げます。 

  ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥにつきましては、

阪神・淡路大震災の復興支援に対する恩返し

として、震災を風化させず、語り継ぐことを

大きな目的とされ、2005年から開催されて、

今年で20回目を迎えたところでございます。 

  例年多くのアーティストが集結し、20代を

中心に全国から若者が来場する日本最大級の

無料のチャリティー音楽フェスティバルであ

りまして、全国に神戸の名を発信するいい機

会となっていると考えているところでござい

ます。 

  会場内に設置されます減災ビレッジでは、

被災地支援や震災について考えるきっかけと

なるよう、語り継ぎをするようなステージや

ブースも出展されてきたところでございます。 

  これまで、会場や規模などを変えながら

様々なやり方で開催されてきたところでござ

いますが、神戸市といたしましても、例えば

会場の提供、開催経費の補助など、様々な形

で継続的に支援を実施してきたところでござ

います。 

  ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥの実行委員会から

は、震災から30年を迎える来年につきまして、

当事業のさらなる盛り上げを目指して出演ア

ーティストの充実を図りたいとお聞きしてい

るところでございます。神戸市といたしまし

ても、震災を通じていただいた多くの支援に

対して感謝の気持ちを大きく発信していくた

め、神戸まつりと連携することで防災啓発の

取組や広報面での協力を図ることができると

考えておりまして、積極的に検討を進めてい
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るところでございます。具体的な内容につき

ましては、ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥや神戸ま

つりの実行委員会と協議を進めていきたいと

考えているところでございます。 

  いずれにいたしましても、御指摘いただき

ましたとおり、ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥのみ

ならず、音楽を通して神戸の魅力や震災時の

感謝の気持ちの発信に官民連携で積極的に取

り組んでいきたいと考えているところでござ

います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 平野君。 

○53番（平野章三君） シンガポールの拠点設

置が非常に重要やと言いましたけど、２月の

総括質疑では、優秀な人材を中心にちょっと

要望いたしましたけど、シンガポールは、今、

港の関係で世界120か国以上、600の港と結ば

れており、世界最大級の国際ビジネスハブ港

として地位を確立しています。 

  民間コンサルの中では、主要港湾都市ラン

キングで６年連続で１位になっているという、

こういうことからしてシンガポールを拠点と

した場合、できれば経済観光局の方が行くに

しても港湾局も一緒に参加することが重要で

はないかというふうに思います。港湾分野で

も脱炭素や最先端技術の導入や世界のメガキ

ャリアとネットワーク構築など、港湾だけで

はなく、空港関連もあり、神戸経済の発展に

寄与するということを考えると港湾局からも

参加がどうか。 

  ただ、ちょっと難点なのは、経済観光局と

港湾局が仲が悪いということを感じてますの

で、それが一番のネックかと思いますが、ど

うでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） シンガポール港は、

議員からもお話がありましたように、国際ハ

ブ港というところでございますので、ここで

導入されている最先端の技術を学んで神戸港

の機能強化に生かしていくことは大変重要で

あるというふうに考えているところでござい

ます。 

  これまでもシンガポール港とは、シンガポ

ール港湾局が主催します国際会議への参加や、

来年度、神戸で開催いたします世界港湾会議

へのシンガポール港湾局や港湾運営会社であ

りますＰＳＡの招聘など、相互の交流を通し

て友好的な関係を築いているところでござい

ます。 

  また、国が進めるグリーン・デジタル海運

回廊の協力に関する覚書に基づく国際会議、

その後のウェブ会議の場などを活用いたしま

して、シンガポール港湾局とは国を含めて定

期的に意見交換も行わせていただいていると

ころでございます。 

  さらに、神戸港で基幹航路を就航しており

ます外航船社のＯＮＥの本社がシンガポール

にありまして、阪神国際港湾株式会社と共に

定期的に訪問いたしまして神戸港のポートセ

ールスを行っておりまして、良好な人的ネッ

トワークをベースに常日頃からリアルタイム

な情報を入手できる関係の構築にも努めてお

ります。 

  加えまして、シンガポール港を含むアジア

の主要港には、海運港湾情報の収集及び神戸

港のＰＲなどを目的に、神戸港海外ポートエ

ージェントを外航船社に委嘱しているほか、

神戸港の物流事業者のシンガポール拠点など

を通じ、必要な情報を収集できるネットワー

クはもう既に構築させていただいているとこ

ろでございます。 

  こういった状況ですので、必ずしも港湾局

の職員を派遣することが必要かというのにつ

いてはまだこれから検討させていただきます

が、必ずしも必要―― 必須ではないというよ

うな感じも受けているところでございます。 

  これまでの国際的な友好協力関係の取組を

継続することに加えまして、新たに設置する

シンガポールの拠点におけるビジネスの支援
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を得ることで、ポートセールス活動をさらに

力強く進め、シンガポール港とのネットワー

クをより強固なものとし、神戸港の機能強化、

神戸経済の発展に努めてまいりたいと考えて

ございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 平野君。 

○53番（平野章三君） 港湾の関連の、ある精

通した人から、できたら経済観光で―― 支店

を出すんであれば、少しそういう意味では事

業部局ですし、バックアップも含めて一緒に

やったらというふうなアドバイスを実はいた

だいているんです。 

  ただ、港湾とそんな仲では逆に無理かも分

かりませんので、仲ようなったらまたお考え

いただきたいと思います。 

  それから、六甲山とか、いろんな話があり

ました。観光戦略、これは、結局、今西副市

長も言っているのは、いろんなことをいっぱ

い羅列して、こんなんもある、あんなんもあ

ると言うて、それでインパクトがあるか。要

するに、本当にあんだけ説明せな、神戸を説

明できへん。そうじゃなくて、本当に基本の

大きなグランドデザインを描いてから枝葉を

つけるというのを何遍も言うておるんですけ

ど、これ、言っても切りがないし、直らない

から仕方ないです。これはもうこれでいいで

すけど。 

  台湾との都市間交流、これは、高雄から２

時間半ぐらいで墾丁、海のリゾートへ行ける

と。今のところは国内の人がリゾートに行っ

てるんですが、すばらしいところで、行かれ

た方もサーフィンには最高やなということも

言っておられたりする。だから、２時間半ぐ

らいでしたら、海外どこ行ったってリゾート

へ移動するのに海渡ったり、十分あるんです

ね。 

  それから、高雄を拠点に考えるとすると、

これまたかなわんのですが、港湾も協力せな

いかんというふうに思うんです、就航都市を

目指すという意味で。 

  就航都市、非常に大事で、これ、日本から

高雄で航空会社９社行ってるんです。現実に

成田とか関空とか新千歳、沖縄とか、ずっと

高雄へ飛んでるんです。だから、十分チャン

スがあると思うし、音楽はもう既に交流して

いるということなんで、その辺もできたら交

流協定をしていただけたらなというふうに思

います。それは、もう要望ということでよろ

しくお願いします。 

  音楽のまちというふうなことから考えます

と、これまで私もずっと音楽のまち神戸とい

うことで実現を提案してきましたけど、今、

ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥはじめ、Ｂａｔｔｌ

ｅ ｄｅ ｅｇｇやまちなかパフォーマンス

など、様々な取組が、音楽が神戸の魅力とし

て根づき始めているというふうに私は思って

います。 

  ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥが、先ほど言いま

したように、台湾・屏東県で行われる台湾祭

という９万人が集まるライブと相互出演など、

交流ももう既に始めておるんです。それで、

他国の音楽イベントと連携することで神戸の

音楽文化を海外に発信しているという状況な

んです。 

  例えば、今後このような取組を神戸市も積

極的に継続支援していくことが音楽文化の都

市間交流、さらには神戸の魅力発信に必要と

考えますが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 御指摘いただきまし

たとおり、音楽のまち神戸をどのように発信

していくかという観点で、これまでも例えば

昨年100周年を迎えました神戸ジャズの発信

でありますとか、ＫＯＢＥまちなかパフォー

マンス事業等に取り組んできたところでござ

いますし、Ｂａｔｔｌｅ ｄｅ ｅｇｇなど

もそのような取組の中で神戸が音楽のまちと

して発信したところでございます。 
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  そうした中で、国際的な交流・発信という

観点で、屏東県の台湾祭との関係についてＣ

ＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥとの交流―― 御紹介い

ただきましたとおり、３日間で９万人を動員

するという大規模なイベントでございますの

で、このような音楽イベントを通じて交流人

口を増加させていく。これは経済効果だけで

なくて、将来的に神戸市を音楽のまちとして

広く発信していくことにもつながると考えて

おりますので、どのような支援ができるか、

検討を進めていきたいと考えております。 

  また、来年、４年に１度の国際フルートコ

ンクールの時期でございますので、この開催

に合わせて震災30年関連事業として音楽祭を

開催する予定でございますが、来春、チャー

ター便が就航する韓国につきましては、フル

ート人口が多くて、フルートコンクールの応

募者も多いことから、韓国との音楽、フルー

トコンクールを通じた交流という分について

も誘客にもつながっていくものと期待してい

るものでございます。 

  このように、音楽を通して観光振興などに

つなげられるように、国際的な視点も持ちな

がら幅広い視点で施策を検討していきたいと

考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 平野君。 

○53番（平野章三君） 今、ＣＯＭＩＮＧ Ｋ

ＯＢＥが９万人の台湾祭との交流をやってい

る。現実にもう交流をやっておるんです。 

  これをきっかけに、このことを言うてるん

じゃなくて、このことで日本と台湾のエアラ

インの前向きな進め方とか、総合的に考えて

いかなあかんと思うんです。 

  これ、今、継続したいということを言って

ますので、これを機会にいろんな経済や観光

や、今言われたリゾート、こういうなんを含

めて継続的な支援をしていこうという考え方

はありますか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） ＣＯＭＩＮＧ ＫＯ

ＢＥを継続的に支援していくという分につき

ましては当然必要だと考えております。その

中で、ＣＯＭＩＮＧ ＫＯＢＥが屏東市、台

湾祭との交流も続けるということでございま

すので、間接的も含めて継続的なサポートに

なっていくと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 平野君。 

○53番（平野章三君） 分かりました。よろし

くお願いします。 

  それで、音楽で引き続きちょっと非常に大

事やと思うんですけど、経済効果という意味

で、関西は１万人以上のなかなかアリーナと

いうイベントができるところ少ないんですが、

この７月にノエビアスタジアムでＭｒｓ．Ｇ

ＲＥＥＮ ＡＰＰＬＥという―― ライブで２

日間・７万人を集客し、神戸市内の周辺の宿

泊や飲食店が非常に潤ったと。それから、地

下鉄海岸線では過去最大の臨時便を増発させ

るなど、非常に経済効果があったと思うんで

す。 

  今までノエビアを何とかライブとかそうい

うことで使ってほしいと言ったんですが、全

然詰まらないんです。中身、あれ建てたん建

設局やから、建設局に言っても全然通じない。

今まで大体年間１か月ぐらいしか使ってなか

ったんです。ハイブリッド芝を使ってという

ことで、社長の気持ちでとにかくイベントを

やりたいというところ。ところが、ずっと今

までできてなかった。交渉もなかなか―― 悪

いですが、文化ももっと交渉してもらわない

かんのですが―― できてなかった。 

  やっとこれ、できたんは、実は、キョード

ー大阪という、これは神戸市が連携協定を結

んでいるワーナーミュージック・ジャパン、

こことの協力関係なんですが、キョードー大

阪が動いて、これ、７万人近く動けた。結局、

やれるのは民間の力かと。 
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  そんな意味で、できたらこういう―― 動か

すのにもう役所では無理であれば、そういう

民間に一遍知恵を借りてやってみたらどうか。

ワーナーも本当に連携をしてますから、神戸

市と。そういう点はどうでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） ノエビアスタジアム

におけるライブ的な活用についてということ

でございますが、今回御紹介いただきました

ライブにつきましては、ノエビアスタジアム

神戸の管理運営事業者でございます楽天ヴィ

ッセル神戸株式会社の誘致努力によって実現

したものと承知しているものでございます。

今回、２日間で７万人動員ということで、関

西では京セラドームに並ぶ規模感と伺ってお

ります。 

  ライブの観客につきましても、半分以上が

関西以外からお越しということで、市内宿泊

にも寄与したこと、グッズの売行きも大変良

かったということから、経済面での効果も非

常に大きかったと聞いております。 

  一方で、これまでも指摘されておりますけ

ども、ライブ実施によってピッチ上の芝の傷

み、ダメージの回復に一定期間を要すること、

また音の周辺環境への影響等についても配慮

する必要があるわけでございますが、ノエビ

アスタジアムの音楽利用につきましては、管

理運営事業者が全体の管理運営の中で、タイ

ミング・収支などを踏まえて開催状況を判断

していく必要もあるということから、今後も

管理運営事業者と密に情報共有を図って、市

としても支援を続けていきたいと考えており

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 平野君。 

○53番（平野章三君） 管理運営事業者といっ

て、とにかく神戸市はどこが窓口になるんで

すか。神戸市が動かん限りできないんです。 

  僕は、神戸市より民間のそういう事業者の

ほうが非常にノウハウを分かってますので、

これ、一遍考えないと、どこが―― ほな建設

局が動いてくれるのか、いや、文化スポーツ

局が動いてくれるのか、もう本当に動けてな

いんです。これ、動けたらやっぱり３万、４

万の集客ができるんです。 

  だから、アリーナは１万ですけど、あれも

すごいよかって、民設民営でヒットしてます

けど、ちょっと市の中で動く窓口はどこにな

りますか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 施設面、それから運

営面を含めてチームをつくって、組織を挙げ

て対応していきたいと考えておるところでご

ざいます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 平野君。 

○53番（平野章三君） 分かりました。あやふ

やな組織ではっきりしませんが、きっちり窓

口をつくっていただきたいと思います。よろ

しく。ありがとうございます。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  午後３時35分に再開いたします。 

   （午後３時13分休憩） 

   （午後３時36分再開） 

○副議長（堂下豊史君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

  直ちに議事に入ります。 

  この際、申し上げます。本日は議事の都合

により、あらかじめ会議時間を延長いたしま

す。 

  休憩前に引き続き一般質問を続行いたしま

す。 

  14番上原みなみ君。 

  （14番上原みなみ君登壇） 

○14番（上原みなみ君） 無所属の上原みなみ

です。 

  まず、神戸空港国際化を踏まえた観光施策
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について質問いたします。 

  来年４月にチャーター便の就航がスタート

する仁川国際空港は、アジア最大級のハブ空

港として世界33か国、151都市に就航してお

り、来春から神戸は多くの都市とつながるこ

とになります。 

  また、先日発表されました台北・台中合わ

せて週10便の就航、今後さらに就航国・都市

が拡大すると期待される中、神戸をはじめと

する近隣市の住民が海外旅行をするアウトバ

ウンドが便利になることにとどまらず、国際

化の効果を最大限発揮し、本市が国際都市と

して経済成長するにはこれからの取組が非常

に重要になります。 

  特に観光面においては、多くの外国人観光

客が訪れる可能性が出てきますから、神戸は

関西インバウンドの独り負けと言われるなど、

このままでは神戸空港が国際化しても本市は

通過点として利用されるだけになってしまい

ます。 

  オーバーツーリズムに注意する必要はある

ものの、本市の状況を踏まえれば、誘客に全

力で取り組むべきであり、単なる通過点では

なく、神戸で観光を楽しみ、宿泊・滞在して

もらうための受皿づくり、主に神戸の魅力あ

る観光スポットづくりが急務であると考えま

すが、御見解を伺います。 

  次に、神戸空港新ターミナルのテナントに

ついて質問いたします。 

  空港は、神戸を訪れた方が最初と最後に通

る場所であり、最初と最後に空港で受ける印

象、イコール神戸の印象となるといっても過

言ではありません。利便性や快適性といった

視点に加え、神戸らしさをいかに印象づけ、

好感を持っていただいて、また訪れたいと思

ってもらえるかが重要な視点と考えます。 

  そのため、2025年４月にオープンする新タ

ーミナル、第２ターミナルの商業施設につい

ても、フライトを待つ方が最後まで神戸を楽

しんでくださるように、スイーツをはじめと

する神戸らしさを感じられるおしゃれな店舗

を誘致していくべきと考えますが、御見解を

伺います。 

  また、第１ターミナルとなる現在のターミ

ナルについても、今後、乗り継ぎを含め、こ

れまで以上に多くの方が利用されると期待さ

れます。第２ターミナルのオープン、国際チ

ャーター便の就航を機に、第１ターミナルに

おいても神戸の魅力発信につながるテナント

誘致などの取組を強化するよう関西エアポー

ト神戸に働きかけていくべきと考えますが、

御見解を伺います。 

  ３つ目は、小１の壁解消に向けた小学校の

早朝受入れについてです。 

  本市の小学校において、早朝受入れの実証

実験が今年９月から11月までの３か月間実施

されました。 

  さきの決算特別委員会では、保護者の付添

いの必要性の検証や、子供たちにとっても有

意義な時間となるような取組を要望したとこ

ろですが、このたびの実証実験の結果をどう

評価しているのか、今後の取組と併せて御見

解を伺います。 

  以上３点、よろしくお願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 上原議員の御質問のう

ち、神戸空港の国際化を踏まえたインバウン

ド誘客につきましてお答えを申し上げます。 

  来年４月の大韓航空、台湾スターラックス

航空の神戸空港への就航は、神戸へのインバ

ウンド誘客に非常に大きな効果があるという

ふうに感じております。 

  先日、共同記者会見をしていただきました

スターラックス航空の劉 允富最高戦略責任

者がおっしゃっていたのは、神戸の観光コン

テンツが大変充実をしている、かなり具体的

な事例を挙げて説明をしておられたのが印象

的でした。また、神戸以西についても魅力の

ある観光地がたくさんあると。質問に対して
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は、中国・四国方面も非常に魅力的ですとい

うふうにおっしゃっていました。 

  おっしゃるように、神戸を単なる通過点と

するのではなくて、神戸以西の観光地の周遊

の起点として、しっかり神戸に宿泊をしてい

ただいて、そして神戸も楽しんでいただく、

そして神戸よりも以西の観光を楽しんでいた

だくという方向性が大事ではないかというふ

うに感じております。 

  もともと３空港懇談会の議論でも、神戸空

港は神戸以西のニーズに対応していくという

ことが神戸空港の１つのミッションですので、

そういう点も意識をしながらインバウンド誘

客に努めていきたいと思っております。 

  従来から受入れ環境の整備、コンテンツの

磨き上げ、プロモーションの強化という３つ

の視点で観光施策を展開してきましたが、新

たな発想や視点も取り入れながら引き続き施

策の充実・強化に取り組んでいきたいと考え

ております。 

  神戸空港新ターミナルテナントにつきまし

ては、副市長からお答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうからは、神

戸空港ターミナルのテナント誘致について御

答弁を申し上げます。 

  神戸空港の第２ターミナルとなります新タ

ーミナルビルは、国際空港としての利便性や

快適性だけではなく、空港を利用される方々

がその都市の魅力を十分に感じることができ

る空間づくりが重要だと考えているところで

ございます。 

  そのため、神戸らしさ香るおもてなしをコ

ンセプトの１つとして、４月18日供用開始を

目指して今整備を進めさせていただいている

ところでございます。 

  ターミナル内の商業施設につきましても神

戸らしさを感じていただくことは大変重要だ

と思っておりまして、例えば神戸の地場産品

を活用した飲食店など神戸らしさの一層のＰ

Ｒにつながる商業施設の誘致を本市が主体と

なって進めていきたいと考えているところで

ございます。また、第１ターミナルとなる現

行ターミナルビルでは、物販・飲食などにお

いて地元神戸の店舗や商品を取り入れながら

運営がされているところでございます。 

  本市としてもさらなる神戸の魅力の発信に

ついて関西エアポート神戸に働きかけを行っ

ておりまして、現在、関西エアポートにおい

て、３階フリースペースをフードコートに改

修するということになっているところでござ

います。具体的には、海と山に囲まれた神戸

旅の余韻を感じ、楽しい時間を過ごす場所を

コンセプトに、神戸に拠点を持つ事業者の誘

致に取り組むなど、神戸らしさを感じること

ができる施設として来春のオープンを予定し

ているとお聞きをしております。 

  来年、第２ターミナルがオープンいたしま

すと、第１ターミナルにおいても新たな利用

者が期待できますことから、引き続き神戸の

魅力発信につながる取組について関西エアポ

ート神戸と共に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 私のほうからは、小

１の壁解消に向けた小学校の早朝受入れにつ

いてお答えさせていただきます。 

  小１の壁の課題に対しまして、９月から11

月まで小学校７校において早朝受入れのモデ

ル事業を実施しました。 

  利用状況でございますが、７校の小学校全

児童数は3,700名、そのうちこの制度の利用

登録をされた方が102名、これが全体の３％

であります。そのうち、実際の利用者、利用

状況ですが、現在集計中ではまだありますが、

実績として週３回以上、毎日利用したとしま

すと、その児童は33人ということで、約全体

の１％弱ということになりました。さらに、
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その33人のうち、新１年生は10人ということ

でございます。 

  当然、ばらばらに学校を選びましたので、

ばらつきはあったりしますが、利用が極めて

少ない学校や、全く利用がない学校もござい

ました。 

  当然、御利用いただいた保護者のアンケー

トでは、とても助かったということで、この

対応が保護者のニーズに合っているというこ

とは間違いないとは思うんですが、一方で、

今回の実施方法―― 実証実験では、利用者数

に比べて極めて経費負担が大きくて、拡大実

施するためには何らかの工夫が必要だという

ことは分かっております。 

  今後、課題等をよく検証し、今後の取組を

検討していきたいと、そのように思っており

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） まず、神戸空港国際

化を踏まえた観光施策について再質問いたし

ます。 

  今年は、ポートタワーやマリンピア神戸の

リニューアル、須磨シーワールド、北野ノス

タもすてきな空間でしたし、神戸市としては

観光都市としての第一歩ではないかと私は期

待しております。 

  本日は、さらなる飛躍のための提案なんで

すけれども、日本はアニメで海外から非常に

注目されておりまして、アニメの聖地を訪問

したいというニーズは非常に高いものがあり

ます。観光庁のインバウンド消費動向調査の

令和６年４月から６月期の報告書では８％が

映画・アニメゆかりの地を訪問したとされて

おり、同期間の訪日観光客数約844万人で換

算すれば、３か月間で約67万人もの人が日本

の映画・アニメの聖地を訪れていると推測さ

れます。 

  例えば、今年の春、函館市が、名探偵コナ

ンの映画の舞台となり、観客動員数がシリー

ズ初の1,000万人を突破、興行収入も過去最

高の140億円を超えた人気となりました。映

画の大盛況とともに、函館市は2,400万円の

予算に加えて企業協賛金も含めると約3,600

万円をかけてコナンとタイアップ企画などを

実施し、スタンプラリーやフォトスポット、

電車やバスのラッピング、コナンの声での車

内アナウンス、歓迎フラッグ設置など、まち

全体でコナンファン受入れムードを醸成し、

函館市には今もコナン担当の職員というのが

いるほどの力の入れようでした。結果、映画

に出てくる五稜郭タワーや函館ロープウェイ、

旧函館区公会堂の来場者数が前年同月比1.7

倍に増えたところもあって、それが地元飲食

店や宿泊施設などにも波及し、十分な経済効

果を発揮したと思います。 

  また、近隣では、淡路島のニジゲンノモリ

や大阪のＵＳＪもアニメによる誘客を図り、

成功しています。本市においても積極的にア

ニメツーリズムを推進し、インバウンド需要

を取り込んでいくべきと考えますが、御見解

を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今、先生のほうから

御紹介をいただきました観光庁のインバウン

ド消費動向調査の４月－６月期の報告でござ

いますけれども、次回、日本を訪れたときに

したいこととして、11.2％の方がアニメツー

リズムという、アニメということでお答えに

なっているということでございますので、訪

問したというよりも次回のほうが高くなって

おりますので、今後もアニメツーリズムの需

要というのはあるんではないかというふうに

思っているところでございます。 

  人気アニメコンテンツとの連携といたしま

しては、神戸観光局がＦａｔｅやペルソナシ

リーズといった神戸と関わりの深いアニメ作

品とコラボレーションをいたしましたイベン

トを展開してきたところでございます。 
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  今年度は、９月１日から10月31日までの間、

ＪＲ東海の推し旅キャンペーンの一環といた

しまして、人気アニメ推しの子と有馬温泉の

コラボレーションなどが実現いたしまして、

２か月間で約１万人の誘客効果があったとい

う結果が出ているところでございます。 

  一方で、御指摘の名探偵コナンといった世

界的に人気のあるコンテンツを活用した、例

えばロケ地マップを制作するというようなこ

とにつきましては、ライセンスの使用料が非

常に高額となるため、やはり何らかのスポン

サーの確保も含めて必要だというふうに思っ

てございまして、実際の連携にはまだ至って

いないという状況でございます。 

  これまでも神戸が舞台となったアニメなど

が放映される際には、神戸観光局を中心に観

光誘客につながるよう情報発信を行ってきて

いるところでございます。今後も神戸が映像

作品に取り上げられるよう、制作者に働きか

け、やはりゆかりがあるということとセット

で広報するというのは大変強い力になるとい

うふうに思っておりますので、そういう神戸

を舞台とした映像作品を通して観光誘客につ

なげることができるように頑張ってまいりた

いと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） やはり世界的に有名

なアニメというのは、非常に外国人観光客も

来てくれますので、メリットがあると思いま

す。 

  函館市が劇場版名探偵コナンのロケ地とな

ったのを電話で聞いてみたんですけれども、

コナンのストーリー選考委員会で選ばれたと

いう受け身の経緯しかコナン担当職員からは

お聞きできませんでした。しかし、インター

ネットで検索してみますと、函館市の市長は

大泉 潤市長―― 俳優の大泉 洋さんのお兄

さんです。何らかの水面下のプロモーション

があったのではないかと推測するのは私だけ

ではないと思います。 

  本市では、外郭団体である神戸観光局内の

神戸フィルムオフィスが映画やドラマのロケ

地として誘致活動をされていますけれども、

アニメに関しては少し消極的なように感じま

す。その理由が、実写でないと俳優やスタッ

フの宿泊・飲食など消費活動がないからと考

えていると仄聞したことがありますが、アニ

メ映画上映から聖地巡りが数か月続くことを

考えると、経済効果は比較にならないほどア

ニメのほうが格段上です。 

  目先だけではなく、神戸経済に関して広い

視野を持ってアニメについても積極的なロケ

地ＰＲをしていくべきと考えますが、御見解

を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） アニメでは、撮影と

いいますか、函館でもそうだったと思います

けれども、それぞれの土地の観光施設であり

ましたり、路地でありましたり、そういった

ところが描かれていくというような形になろ

うかと思います。それを見た方々は、その場

所に行ってみたいということで非常に強く憧

れを持って都市にお越しになるという傾向が

大変強いということがよく分かっております

ので、アニメツーリズムも大変大きな力にな

るというふうに思ってございます。 

  まず、何といってもできるだけ神戸を舞台

にした、そういうアニメをつくっていただく

ということが大変重要でございますので、神

戸観光局とも―― 消極的だというお話があり

ましたけど、そういうようなことではなく、

きちっと誘致活動に取り組んでまいりたいと

考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） ありがとうございま

す。 

  神戸市民は、よく市外から知り合いが来た
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ときにどこに案内していいか分からないと言

います。私自身もどこがいいか聞かれたら、

これまで布引ハーブ園ぐらいしか思いつきま

せんでした。今年度、須磨シーワールドがオ

ープンしましたけれども、同等レベルの誘客

ができて、神戸といえばここという観光スポ

ットが、まだ少ないように感じます。本市は、

観光施策にもっと予算をかけててこ入れをす

べきと考えますので、魅力ある民間施設の誘

致を含めて取り組むべきと考えますが、御見

解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 先生がおっしゃられ

ていることは、神戸観光の大きな課題でもあ

るわけでございます。いわゆる突出したキラ

ーコンテンツが神戸にはないと。富士山であ

ったりとか伊勢神宮であったりとか、そこに

本当に大きなものということではなく、それ

なりのいろんなコンテンツがたくさんあって、

それをどう総合力で勝負をしていくかという

ことが神戸観光の重要な課題だというふうに

も思ってございます。 

  もちろんキラーコンテンツというのがある

にこしたことはありませんけれども、それが

まだなかなか何十年の取組の中でも実現がで

きていないという状況もございますので、神

戸には本当に様々な魅力がある施設が点在し

ておりますので、まずはそういうような多く

の施設を巡っていただく、そういうことに力

を入れながら取組をさせていただきたいとい

うふうに思ってございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） やっぱり自然のもの

だけではなくて、キラーコンテンツというの

はつくっていくべきだと、なければつくるべ

きだと思います。 

  2013年４月に神戸にアンパンマンミュージ

アムができたときも、本市の対応があまり協

力的でなかったことから候補地が大阪に変わ

りそうになったと関係者から聞いたことがあ

ります。これ、真偽は分かりませんけれども、

神戸経済に大きく影響がある民間観光施設誘

致には外郭団体も含めて担当者レベルで失礼

なことがないように、担当者の独断でチャン

スを失うことがないように、やり取りを記録

するなど受入れ対応の透明性、検証も徹底し

て行うようにしていただきたいと考えますが、

御見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） アンパンマンミュージ

アムの皆さんとはいろんな意見交換をしてお

りますし、私のところにも来られて詳しい説

明も聞いております。 

  やはり神戸観光局も含めて非常に職員の皆

さんの自発的な発想・創意工夫、そして自由

に伸び伸びと仕事ができるような雰囲気づく

りというのが大切なので、一々やり取りを記

録して、これをチェックして、どうなってる

のかというような職員統制的発想というのは、

私は賛成できません。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） どういうやり取りが

あったか分からないんですけれども、私のと

ころにはそういうふうに入ってきますので、

もしそんなことがあったらやっぱり大変なこ

とだったなというふうに心配をしました。 

  ぜひアニメツーリズムと魅力ある観光スポ

ットづくり、そのＰＲにさらに力を入れてい

ただきたいと要望しておきます。 

  次に、神戸空港新ターミナルのテナントに

ついて質問をいたします。 

  神戸らしいというのは、市内事業者であれ

ばいいということではなく、神戸らしい空間

や店舗・物販とは何なのかというビジョン策

定が非常に重要であると考えます。本市にお

いてどのようなターミナルになれば神戸らし
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いと考えているのか、お伺いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 最初に申し上げまし

たけれども、都市の魅力を感じていただくと

いうことでございます。 

  神戸の新たなターミナルからは、この六甲

の山々、そして海も含めたすばらしい景観が

あるというような状況で、神戸の市街地が一

望できる状況になっているわけでございます。 

  その中で、神戸の中で、お帰りになる場合

は、一定いらっしゃった方が見て、今まで行

かれた光景が空港から見えるというような状

況が出てくるわけでございますので、その中

であそこに行ったけれども、もう少し買いた

かった、またはあそこには行けなかったから

ああいったものが買いたいというようなこと

が感じられるような場所にするということが

私どもとしては考えているところでございま

すので、そういった需要に応えられるような

商品というのをそろえることができるように

頑張ってまいりたいと思ってございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） やはり神戸って、神

戸のブランド力ってすごくまだまだ健在して

いると思うんです。神戸のイメージは、外部

の方に聞きますと、上品だとかおしゃれだと

いうことですから、神戸らしいというのは神

戸ならではのおしゃれな空間でないといけな

いと私は思っております。 

  個別のブランド名を出すのがふさわしいか

分かりませんけれども、イメージしやすいよ

うに言いますと、国際会館の中にあるＡＴＡ

Ｏの店舗のような、あんな感じが神戸らしさ

を象徴するんではないかなというふうに思っ

ております。 

  特に、第２ターミナルにおいては、指定管

理者ではなく、本市が誘致を行うということ

なので、大阪にはない、京都でもない、神戸

のブランド力を感じてもらって、写真を撮り、

拡散したくなる、また航空機利用がなくても

デート等で使いたくなるような空間づくり、

テナント誘致を要望しておきます。 

  最後に、小１の壁解消に向けた小学校の早

朝受入れについて再質問いたします。 

  本市が行った実証実験では、７時30分から

の受入れについて保護者の付添いが不要です

が、７時から７時半の時間帯については付添

いが必要となっています。早朝の通学におい

ては、安全確保は何よりも重要であると考え

ますが、一方で共働きの家庭においては、朝

の時間は非常に貴重であり、例えば子供を小

学校に送るのに15分かかるなら７時半からの

登校に遅らせようと考える家庭もあると思い

ます。 

  神奈川県の大磯町では、例外的に送迎にフ

ァミリーサポート制度を使って保護者以外に

送迎のお手伝いをしてもらうことが可能で、

平成27年にスタートした事業において令和６

年度10月の利用率が児童全体の８％、令和２

年度と比較すると2.7倍に伸びていますので、

本市でも本格実施をすることで利用者数が増

えていくものと推測できます。 

  そこで、近隣市に先立ち、小学校の早朝受

入れの導入を検討する本市において、どこよ

りも子育てしやすいまちと言われるように、

安全確保をしながら子育て世帯が利用しやす

い取組になるよう、早期本格実施に向けて進

めていただきたいと願いますが、いかがでし

ょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） このたびのモデル実

施では、児童の安全面を考慮して７時半より

早い時間帯に登校する場合には保護者の方の

付添いをお願いすることとなりました。先ほ

ど利用者数を言いましたが、実質的な利用者

33人のうち、最も早い子供たちが７時25分の

３人ということで、実際には保護者が付き添
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って登校するケースはほとんどありませんで

した。 

  モデル事業に登録いただいた保護者へのア

ンケートですが、これも約７割ぐらいの方が

付添いについてはこの規定が適切であったと

答えていただいております。少数では、不必

要とした方がおられたかもしれないんですけ

れども、今後の検討における考え方ですけど

も、保護者の付添いの在り方についても課題

等を検証する中で、受入れ時刻の開始と併せ

て何らかの工夫が必要かと、そのように考え

ております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） 今後、本格実施につ

いて進めていくに当たっては、実施時間と受

入れ体制をどうしていくかというのが大きな

検討事項だと考えております。 

  実施時間についてはモデル実施でほぼ毎日

利用した33人のうち、９割以上が７時25分以

降の利用だったと私のほうでは聞いておりま

すが、少ないニーズも安易に切り捨てること

なく、モデル実施校以外でも需要を聴取して

から検討していただきたいと考えますが、御

見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） このたびのモデル実

施校ですが、これは地域バランスや学校の規

模等を考慮して幅広く指標となるように選択

をさせていただきました。 

  それでも、中にはほとんど、２校ほどです

けど、極めて利用がない学校があったり、小

学校における早朝受入れについては、結論を

出すのはまだ早いかもしれないんですけど、

ニーズがそれほど多くない割に経費の負担と

いうのが相当大きいということが分かってき

ております。けれども、この形を維持してい

く中において、必要に応じてですけども、さ

らなる保護者のそれぞれのニーズを把握しな

がら、課題等を検証して今後取組を検討して

いきたい、そのように思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） これからの検討とい

うことですけれども、受入れ体制について言

いますと、警備会社などへの事業者委託、ま

たは地域人材活用の２パターンを検討される

と思います。 

  事業者委託の場合は、１校当たりが約500

万円、地域人材の場合では約75万円の費用と、

６倍以上の大差がありますので、費用対効果

の観点からも地域人材を活用していくべきと

考えます。 

  地域人材を活用すれば、日頃からボランテ

ィア活動などで通学の見守りを行っている方

など、子供たちと顔見知りの可能性もあり、

安心して通学できる環境整備という観点でも

有効と考えますが、御見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 議員御指摘のとおり

で、今回は民間事業者に委託するパターンと、

地域の方に見守りをお願いするパターンの２

つで実施させていただきました。 

  どちらも一定の経費はかかるわけですけれ

ども、御紹介いただいたように、事業者委託

の場合は１校当たり約500万円、年間ですが、

必要となります。先ほど33人ということはお

伝えしたんですけども、１校当たりにします

と本当に数名ということになりますので、ニ

ーズに対してやる方法としてはなかなか現実

的ではないんではないかと思っております。 

  ただ、やはり本市では開かれた学校づくり

を進めており、早朝における受入れにおいて

も、また日頃から通学の見守りをされている

方々もおられますので、そのような方々に協

力をお願いしていくという方法も１つではな

いかと考えております。 

  一方で、毎日の人材のやりくりなど含めて
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協力をお願いする必要があるということにつ

いては、学校ごとに新たに地域の方に協力を

依頼し、具体的な受入れ体制を確保していた

だくことも、まだ課題ではありますが、考え

ていかなくてはならないかなと、そのように

思っております。 

  いずれにせよ、今回のモデル実施の課題を

検証し、今後の取組に検討していきたいと、

そのように考えます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） まだ浸透していなか

ったということもあって利用者数も少ないと

思うんですけれども、年収の壁の問題も少し

ずつ改善していくと思いますので、これから

働き方というのも変わっていくと思いますの

で、ニーズは必ず増えていくと思います。 

  見守り活動をされている主体が地元の老人

会や自治会というケースがほとんどですので、

そういう方々にも人材のやりくりでどんな体

制が組めるのか、相談して検討されるのもい

いと思いますが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 今指摘いただいたよ

うに、形としてすんなりいくのは、やはり今、

見守りとかをやっていただいている方にこう

いう形でお願いできないかというふうなこと

でやっていこうと思います。 

  １つ、今、学校のほうも、実は教員のほう

が工夫して時間帯なんかもなかなか厳しい中、

来ている子供については何かの工夫をして対

応は今、現実しておりますので、それはそれ

でなかなか働き方改革のことで制度化してい

くことは難しいんですけれども、今指摘して

いただいた形のような方向性で何とか工夫で

きないか、考えていきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 上原君。 

○14番（上原みなみ君） 費用はかかりますけ

れども、子育て世帯の流入につながる非常に

大きな取組だと思います。 

  横浜市もまだ実証実験段階と聞いています

ので、政令市初の小学校早朝受入れとなるよ

うに、早期実現を要望して、質疑を終えます。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  次に、15番つじやすひろ君。 

  （15番つじやすひろ君登壇） 

○15番（つじやすひろ君） 無所属のつじやす

ひろでございます。 

  ４点質問させていただきます。 

  １点目、物価高騰下における中小企業支援

について。 

  近年の物価高騰により、中小企業の経営状

況に大きな影響が出ています。兵庫県が本年

10月に公表した兵庫県の経済・雇用情勢でも、

物価・燃料の高騰により、利益を生み出すこ

とが困難や、納品価格・販売価格の適正値が

分からず、原価計算が困難といった声が報告

されています。 

  中小企業は、市内経済を支える重要な存在

です。これらを守り、活性化させることは、

神戸の持続可能な成長に欠かせません。短期

的な支援で下支えしながら、同時に投資やデ

ジタル技術、ＤＸの活用を促進して企業の成

長と革新を後押しすることが必要です。こう

した取組によって企業の競争力や収益力を高

め、賃上げにもつなげ、最終的には神戸経済

全体の好循環を実現することが期待されます。 

  今後、市としてどのように中小企業支援に

取り組んでいくのか、御見解をお伺いします。 

  ２点目、応援広告の活用について。 

  近年、アイドルやアーティストを応援する

推し活の一環として、ファンが誕生日や記念

日に駅や街頭で広告を掲出する動きが広がっ

ています。この応援広告は、韓国発祥のセン

イル広告という文化が日本にも広まったもの

で、ＳＮＳを通じて仲間を募り、資金を集め

てポスターや映像を出す仕組みです。駅に専

用スペースが設けられるなど、市場も拡大し
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ています。 

  また、横浜マリンタワーでは、応援するア

ーティストやキャラクターのイメージカラー

にライトアップするサービスが開始され、中

部電力ＭＩＲＡＩ ＴＯＷＥＲでもライトア

ップに加え、スクリーンによる広告スペース

が提供されています。こうした取組は、ファ

ンの思いを形にする新しい文化として注目さ

れています。 

  本市でも、市のシンボルであるポートタワ

ーを活用し、ファンの推し活を応援するライ

トアップや広告スペースの提供を検討しては

どうでしょうか。また、来年４月に開業する

ジーライオンアリーナ神戸とも連携し、駅か

らアリーナ等に向かう歩道などでも一体的な

演出を行うことで新たな観光資源を生み出し、

市内のにぎわい創出につながると考えますが、

市の見解をお伺いします。 

  ３点目、エンディングプラン・サポート事

業について。 

  本市では、頼れる身寄りがなく、低所得の

高齢者を対象に、希望する葬儀や納骨先を生

前に自分で選び、費用を負担して葬祭事業者

と契約できるよう支援するエンディングプラ

ン・サポート事業を展開しています。この事

業は、身寄りのない高齢者が抱える葬儀や納

骨への不安に寄り添う意義深い取組として高

く評価しています。 

  今年度から始まった制度ですが、今後、所

得要件の見直しや遺品整理に関する支援の追

加といった制度の拡充についてどのように考

えているのか、お伺いします。 

  また、本制度の利用状況や課題、本市にお

ける無縁遺骨の割合についても併せて御見解

をお伺いします。 

  ４点目、伝わる広報について。 

  神戸市は、高校生通学定期券の無料化など、

市民負担を軽減するための様々な行政サービ

スを提供していますが、時には市民のさらな

る負担が伴う政策もあります。いずれの場合

であっても、政策を展開するだけでなく、市

民にその内容をしっかりと伝えることが必要

です。 

  現在、広報紙ＫＯＢＥを中心に広報活動が

行われていますが、私が市民との会話の中で、

広報紙は届いているけれども、政策内容を知

らなかった、そうなのという人が多いと感じ

ています。 

  そこで、伝わる広報の手法として、漫画を

活用してはいかがでしょうか。漫画は、性別

や年代・国籍を問わず、多くの人になじみ深

く、親しみやすいコンテンツであり、たとえ

関心が薄いジャンルであってもつい読んでし

まうという効果が期待できます。本市におい

ても活用された事例があることは承知してい

ますが、例えば市民参加型の広報として、地

元のクリエーターや学生が参加するコンテス

トやワークショップを開催し、テーマに沿っ

た広報漫画を公募してはどうか、見解をお伺

いします。 

  以上、よろしくお願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） つじ議員の御質問のう

ち、私からは、エンディングプラン・サポー

ト事業につきましてお答えを申し上げます。 

  お尋ねがありました無縁遺骨ですけれども、

令和５年度は無縁遺骨全体で634体を取り扱

っております。このうち、身元は判明してい

ても引取り手のないものが620体とほとんど

を占めておりまして、その件数も10年前に比

べて約1.8倍となるなど、大きく増加をして

おります。 

  多死社会の到来とともに、家族構成や親

族・地域とのつながりが変化する中で、高齢

者が亡くなった際に葬儀を行う者がいないケ

ースが増加していることが背景にあると考え

ております。このため、生前時に葬儀や納骨

先についての希望があっても、頼れる身寄り

がないために伝える手段がなく、無縁遺骨と
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して取り扱わざるを得ないことは故人の尊厳

を損なっているのではないかという問題意識

から、今年６月よりエンディングプラン・サ

ポート事業を開始いたしました。 

  事業開始から11月末までの半年間で、電話

による問合せや相談が約300件寄せられまし

た。このうち、具体的な面談まで至るケース

が74件ありまして、５件が契約締結に至って

おります。 

  この事業は、所得要件を設けているという

ことは御指摘のとおりですが、これまでの相

談実績では、面談を希望したケースのうち、

半数弱が所得要件により、制度の対象外とな

っております。制度を開始して以降、所得要

件の見直しにつきましての御意見を数多くい

ただいているところでありまして、所得要件

の在り方につきましては、できるだけ早く検

討し、結論を見いだしていきたいと考えてお

ります。 

  遺品整理に関する支援につきましては、住

まいの総合窓口すまいるネットにおいて、家

財などの片づけ支援サービスを実施する事業

者の情報提供を行っております。このほか、

人生の終末期における様々な支援につきまし

ては、他都市が実施している事例なども参考

にしながら、本市独自の観点も加えて検討し

ていきたいと存じます。 

  ほかの御質問につきましては、副市長から

お答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから、３点

御答弁を申し上げます。 

  １点目は、物価高騰下における中小企業支

援についてでございます。 

  この11月に公表されました日本銀行神戸支

店の管内金融経済概況によりますと、管内、

いわゆる兵庫県の景気は、一部に弱めの動き

が見られるものの、緩やかに回復していると

の見方が示されておりまして、１年ぶりに基

調判断が引き上げられたところでございます

けれども、一方で、本年９月に行った本市の

景況・雇用動向調査におきましては、幅広い

業種の事業者から原材料・仕入価格の高騰が

業況に悪影響を及ぼしているといった声をお

聞きしておりまして、市内事業者は依然とし

て厳しい経営環境にあると理解をしていると

ころでございます。 

  これまで本市では、国・県の施策と一体と

なりまして、市内事業者が直面する足元の経

営課題への対応や事業継続支援に取り組みつ

つ、市内事業者の経営基盤の強化を図ってき

たところでございます。 

  具体的には、融資相談体制の拡充、省エネ

設備投資に係る補助やＤＸなどのデジタル技

術を活用した経営課題解決の支援、専門家派

遣を通じた販路開拓支援など、業種・事業規

模を限定しない幅広い事業者支援に取り組ん

できたところでございます。 

  この11月22日に閣議決定をされました国の

総合経済対策では、賃上げと投資が牽引する

成長型経済への移行が掲げられているところ

でございます。本市におきましても、市内経

済を支える中小企業の競争力を高め、そこで

生み出された利益をさらなる設備投資や従業

員の賃上げ、市内消費の拡大につなげていく

ことが重要だと考えてございます。 

  今後も市内事業者を取り巻く経営環境、課

題把握に努めながら、国・県の施策とも連携

し、市内事業者の設備投資や生産性向上・高

付加価値化を後押しする施策に積極的に取り

組むことで神戸経済の好循環につなげていき

たいと考えているところでございます。 

  ２点目でございます。 

  推し活の応援など、ポートタワーのライト

アップなどを活用した新たな観光資源やにぎ

わい創出をしてはどうかという点でございま

す。 

  現在、ポートタワーでは、神戸海洋博物館

やメリケンパークの噴水、ＢＥ ＫＯＢＥモ
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ニュメント、第１突堤の民間施設などと連携

をいたしましてウオーターフロントにおいて

幅広い光のパフォーマンスを実施するととも

に、全市で行っておりますＫＯＢＥライトア

ップＤＡＹに加えて、人気グループＮｉｚｉ

Ｕとコラボした演出や、神戸ストークスや大

阪・関西万博と連携した特別なカラーライト

アップなど様々な企画に取り組み、皆さんに

楽しんでいただき、にぎわいづくりの一翼を

担っているというふうに思っているところで

ございます。 

  また、企業による戦略的な広報として、ウ

オーターフロントにおけるドローンを活用し

た光のショーなど、最新の取組といったこと

も行わさせていただいているところでござい

ます。 

  今後は、神戸ウオーターフロントにふさわ

しい夜間景観を踏まえながら、来年４月に開

業いたしますジーライオンアリーナ神戸と連

携した演出や、御指摘のありました推し活を

応援するライトアップの検討など、運営事業

者の御意見もお聞きしながら、ポートタワー

を活用した、より一層のにぎわい創出に取り

組んでまいりたいと考えているところでござ

います。 

  ３点目は、伝わる広報についてでございま

す。 

  漫画を活用してはどうかという点でござい

ます。 

  御指摘をいただきましたように、漫画は、

子供から大人まで幅広い層に愛されているコ

ンテンツでありまして、文字だけでは頭に入

りにくい内容でも、イラストつきのストーリ

ーになることで内容が理解しやすくなり、関

心を持ってもらいやすいというメリットがあ

るわけでございます。 

  広報紙ＫＯＢＥでは、市の財政状況や市バ

ス・地下鉄・水道の経営状況を分かりやすく

お伝えするため、「まんがでわかる！お金の

事情」と題した漫画記事をこの３年間で８回

掲載させていただいているところでございま

す。 

  また、漫画ではありませんけれども、市の

特徴的なＳＤＧｓ施策を見られるコンテンツ

として表現することで、幅広く興味関心を持

っていただくことを目的として、タワマン規

制や再生リンをテーマとしたアニメーション

動画を制作いたしまして、ユーチューブや町

なかのデジタルサイネージでも流させていた

だいているところでございます。 

  さらに、現在、市内に制作現場を置くアニ

メ制作会社と一緒に昨年12月に遺構が発見さ

れました神戸海軍操練所をテーマとした短編

アニメーションの制作もしているところでご

ざいます。 

  引き続き、広報を行う内容や目的に合わせ

て漫画やアニメーションを活用するなど、分

かりやすい内容となるように工夫するととも

に、御提案のコンテストやワークショップと

いった手法も含めまして、伝わる広報のため

の効果的な発信方法を検討してまいりたいと

考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） つじ君。 

○15番（つじやすひろ君） 御答弁ありがとう

ございました。 

  それでは、物価高騰下における中小企業支

援についてです。 

  中小企業に関する御見解について具体的な

支援実績を挙げていただきました。再質問と

して、価格転嫁の支援についてお伺いします。 

  市内事業者が安定した経営を続けるために

は、適切に価格転嫁できる環境づくりが重要

です。特に中小企業や小規模事業者では、価

格交渉が難しいという課題があります。埼玉

県では、こうした課題や企業の適切な価格転

嫁を支援するために、価格交渉支援ツールや

収支計画シミュレーターを提供しています。

これらのツールを活用することで原材料価格

の推移を分かりやすく示す資料が作成でき、
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どの程度価格転嫁が必要かを簡易に把握する

ことが可能です。また、今後５年間の収支計

画の策定にも役立ちます。 

  特に、価格交渉支援ツールには、建設業・

製造業・卸売業・運送業といった業種ごとの

テンプレートが用意されており、それぞれの

業界に特化した価格交渉を効果的にサポート

しています。さらに、価格交渉のノウハウを

習得するための伴走支援も行われています。 

  本市においても、これら他都市の事例を参

考に価格転嫁を支援する仕組みを導入すべき

ではないでしょうか、見解をお伺いいたしま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） コロナ禍に続きます

物価高騰や人手不足など、市内中小事業者を

取り巻く社会経済環境が大きく変化する中で、

市内事業者が持続的に経営を行っていくため

には、仕入れコスト・労務費などを適正に価

格転嫁できる環境整備が重要であると認識を

しているところでございます。 

  国におきましては、適正な取引の下での価

格転嫁・価格交渉を推進するため、中小企

業・小規模事業者の価格交渉ハンドブックを

発行し、取引先と価格交渉を行うためのツー

ルや、交渉を行う上でのポイントなどを紹介

しているところでございます。 

  また、令和５年11月には、労務費の適切な

転嫁のための価格交渉に関する指針を策定し

たほか、定期的に発注企業ごとの価格交渉・

価格転嫁の状況の評価と公表を行い、評価が

芳しくない発注企業の経営者トップへの助

言・指導を行っているという状況になってご

ざいます。 

  さらに、兵庫県が設置しておりますよろず

支援拠点、これは神戸市の産業振興センター

内にあるわけでございますけれども、そこで

は価格転嫁サポート窓口が設置されておりま

して、取引上の悩みを抱える中小事業者の無

料相談、価格交渉に関する基礎的な知識や原

価計算の手法などの習得支援も行っていると

ころでございます。 

  先ほど申し上げましたように、11月22日に

閣議決定された国の総合経済対策におきまし

て、持続的・構造的賃上げに向けた価格転嫁

等の取引適正化の推進が盛り込まれていると

ころでございます。 

  国・県において価格交渉・価格転嫁の適正

化に向けた様々な取組が行われている中、本

市としても市内事業者の価格転嫁促進に向け

てどのような取組が効果的なのか、他都市の

事例も参考にしながら検討してまいりたいと

考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） つじ君。 

○15番（つじやすひろ君） 御答弁ありがとう

ございました。 

  価格転嫁を支援する取組は、中小企業や小

規模事業者が物価高騰の中でも持続的に経営

を続けるために欠かせないと考えます。他都

市の先進事例を参考にしつつ、市内事業者の

実情に合った支援策の充実を引き続きお願い

申し上げます。 

  特に、デジタルツールの導入や伴走型支援

は、事業者にとって即効性があると思います

ので、今後の取組に期待したいと思います。 

  続きまして、応援広告の活用について、前

向きな御答弁ありがとうございます。 

  再質問ですけれども、応援広告は、駅構内

に専用スペースが設けられる事例もあり、市

にとって新たな収入源として期待できる市場

です。特に、経営が厳しい状況にある交通局

においては、駅のスペースを活用して応援広

告を積極的に取り入れるべきではないでしょ

うか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 城南交通局長。 

○交通局長（城南雅一君） 交通局におきまし

ても、推し活の社会的な広がりを受けまして、
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今年４月からでございますが、ファンの方が

滞留するスペースが取りやすい新神戸駅にお

きまして、大型ボード、これの一部を仕様変

更いたしまして、応援広告枠として販売を開

始したところでございます。 

  そして、推しを応援したいファンの方がよ

く見られるウェブサイトへの掲載を行うなど、

その周知に努めましたところ、問合せも増え

ておりまして、直近の５か月で７件の申込み

をいただいているところでございます。 

  具体的には、市内でのライブツアー開催に

合わせてや、誕生日に合わせた応援広告が多

く、また新神戸駅以外での応援広告の掲出希

望があった際には、三宮・花時計前駅の広告

スペースを転用するなど、御希望に添って柔

軟に対応しているところでございます。 

  今後もこのような応援ニーズを取り込みま

して、駅施設を有効に活用した広告販売、こ

れを展開してまいりたいと、こう考えており

ます。 

  さらには、来年度からは、市バスの車道側

の側面のラッピングシートでも応援広告が出

せるよう、商品化を予定しております。 

  今後とも経営状況の改善に向けまして、社

会トレンドの変化を適切に捉えまして、広告

販売の拡大に努めてまいります。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） つじ君。 

○15番（つじやすひろ君） 具体的な事例をあ

りがとうございました。 

  応援広告やポートタワーのライトアップサ

ービスは、市の新たな収入源としてだけでな

く、ファンの思いを形にできる場としても大

きな可能性を秘めています。 

  また、交通局が抱える課題を解決する手段

の１つとして、さらには神戸市全体のにぎわ

い創出にもつながる取組だと考えます。 

  ポートタワーのシンボル性を生かしながら、

神戸の魅力を広く発信できる仕組みづくりを

ぜひ御検討いただきたいと思います。 

  それでは、エンディングプラン・サポート

事業についてですが、本事業は、高齢者が安

心して生きるための大切な支えであり、さら

なる充実が求められると考えます。 

  例えば、先行している他の自治体では、生

前の元気なうちに希望をどれだけ把握できる

かが重要ということで、御本人の情報や希望

を事前に把握する取組が始まっています。今

後、所得要件の見直しや新たな支援の導入に

ついて利用者の声を丁寧に拾い上げながら検

討を進めていただきたいと思います。 

  再質問です。 

  無縁遺骨というと名前や本籍地が分からな

い行旅死亡人を思い浮かべる人が多いかもし

れません。しかし、最近では、身元や親族が

分かっているのに引き取られない遺骨が急増

しています。経済的に余裕がある人や既婚者

であっても親族との関係が疎遠で、無縁遺骨

として安置されるケースが少なくありません。 

  先ほど市長からの御説明にもありましたけ

ども、こうした状況を踏まえ、誰でも無縁遺

骨になる可能性があるという事実を多くの人

に知ってもらうことが必要だと考えますが、

いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 先ほども御答弁の中

でも触れておりますけども、身元が判明して

いるものの、遺骨の引取り手のない無縁遺骨

の取扱いが10年間で約1.8倍と増えるという

ことで、この中には当然、親族がいても引取

りを拒まれるケースが多く含まれているわけ

でございます。 

  エンディングプラン・サポート事業の対象

者につきまして、現在、頼れる身寄りのない

方という形にしておりますけども、親族がい

ても関係が疎遠で頼れないと申出がある場合

についても対象としておりまして、無縁遺骨

とならないように支援を行ってきているとこ

ろでございます。 
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  なお、御指摘いただきましたように、事業

の対象について、頼れる身寄りのない方であ

ることについて広報を行っているわけでござ

いまして、具体的に親族がいらっしゃっても

関係が疎遠で頼れない方も対象に含まれてい

る、こういったことについて相談時には御案

内していたものの、分かりやすく広報してい

るわけではございませんでした。御指摘も踏

まえまして、親族がいる場合でも事業の対象

となり得ることについてもホームページ・チ

ラシ等で具体的に記載することで広報・周知

を図っていきたいと考えているところでござ

います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） つじ君。 

○15番（つじやすひろ君） ありがとうござい

ます。 

  私自身も、終活について多くの人がそうで

あるように、情報不足や話題にする抵抗感が

あり、なかなか取り組めない現状があると思

います。 

  ただ、これは、いつでも誰でも起こり得る

問題だと思っています。私の考えを改めるき

っかけになった言葉があるんですけれども、

あなたはパソコン・スマホを残して死ねます

かという問いかけなんですけれども、多くの

人が衝撃を受けるのではないかと思います。

スマートフォンやパソコンには私たちの生活

や仕事の大切な情報が詰まっており、生前・

死後を含めてどう整理するかは避けて通れな

い問題です。 

  そこで、まずはデジタル遺品についての啓

発活動を始めてみることはどうかと思ってお

ります。デジタル遺品の整理は、幅広い世代

が関心を持ちやすく、終活の入り口として取

り組みやすいテーマです。また、遺族の負担

を減らし、死後のトラブルを防ぐだけでなく、

自分の生活を見直すよいきっかけにもなりま

す。終活をもっと身近なものにするために、

まずはデジタル遺品を通じて考え始めること

が誰にとっても取り組みやすい一歩になるの

ではないでしょうか。これは、要望とさせて

いただきます。 

  最後に、伝わる広報についてです。 

  御答弁ありがとうございました。 

  広報紙は、市民の皆さんに届いているもの

の、開いてもらい、さらに読み進めてもらう

ためには、つかみが非常に重要だと考えます。

その意味でも、表紙に漫画を活用することは

多くの人の関心を引きつける効果的な手段に

なるのではないでしょうか。 

  加えて、ＳＮＳや各種広報媒体においても、

漫画を取り入れることで、より多くの市民に

政策や情報を伝えることができ、さらに伝わ

る広報につながるのではないかと考えます。

ぜひこのような視覚的な工夫を広報紙やＳＮ

Ｓなどに積極的に取り入れ、市民の皆さんが

手に取ったり、画面に目をとどめたりするき

っかけをつくり、そこから自然と内容に興味

を持っていただけるような魅力的な仕掛けづ

くりを進めていただきたいと思います。 

  今後の広報活動のさらなる発展を期待して

おります。 

  以上で私の質問は終わります。ありがとう

ございました。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  次に、13番村上立真君。 

  （13番村上立真君登壇） 

○13番（村上立真君） 村上立真でございます。

最後でございますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

  まず、港湾の担い手不足への対応について

お伺いをいたします。 

  我が国の生活や産業を支えている物資の輸

出入のうち、重量ベースで99.6％が港湾を経

由しており、安定的な港湾物流の確保は非常

に重要であります。 

  しかし、生産年齢人口の減少などを背景に、

港湾物流の根幹を担う担い手不足が急速に顕

在化しており、神戸経済の核である神戸港の
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担い手不足は、いずれ神戸経済へ大きな負の

影響を与えます。 

  港湾の担い手不足は、私も度々議会で取り

上げてきたところでありますが、全国的な課

題であり、現在、全国港湾都市協議会の会長

を久元市長が務めておられることから、神戸

市としては一層担い手不足の課題に率先して

取り組むべきと考えますが、まず現在の取組

状況についてお伺いをいたします。 

  次に、神戸港複合ターミナルの形成につい

てお伺いします。 

  神戸港中期計画の中で、六甲アイランドの

コンテナターミナルＲＣ－４・５号を複合タ

ーミナルとして形成していくことが掲げられ

ております。昨年度の一般質問において、今

西副市長より、海外事例などを参考に、加

工・組立てといった新たな機能を付加するこ

とで港の価値を向上させたいという旨の御答

弁があり、神戸港の今後の可能性を探る上で

も、この複合ターミナルの挑戦が重要と考え

ておりますが、現在の検討状況についてお伺

いします。 

  ３点目に、神戸空港におけるＣＩＱ体制の

整備についてお伺いをいたします。 

  本年９月以降、大韓航空などのエアライン

が神戸空港への就航計画を表明しており、先

日もスターラックス航空より表明があったと

ころです。今後もますます多くの海外エアラ

インが就航することが期待されます。 

  一方で、これら海外エアラインを確実に受

け入れていくためには、税関・出入国管理・

検疫のいわゆるＣＩＱ各機関の協力の下、万

全の受入れ体制を構築していく必要がありま

す。 

  現在、国との協議においては前向きなお話

ができているとは仄聞しているところであり

ますが、ＣＩＱの整備は設置するかしないか

の話ではなく、グラデーションのある話であ

ります。先月25日の市長定例会見において、

第２ターミナルが４月18日にオープンするこ

とが発表されましたが、ＣＩＱ各機関の受入

れ体制はどの程度確保できているのか、お伺

いをいたします。 

  以上３点、よろしくお願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 村上議員の御質問のう

ち、私からは、神戸空港におけるＣＩＱ体制

の整備につきましてお答えを申し上げます。 

  御指摘いただきましたように、国際チャー

ター便の受入れには、ＣＩＱ各省庁の協力が

必要不可欠です。そこで、各省庁をはじめ、

地元ＣＩＱ各機関に対して神戸空港での出入

国検査体制の確保に向け、国家予算要望など

様々な機会を通して働きかけを行ってまいり

ました。 

  また、第２ターミナルの整備に当たりまし

ては、地元ＣＩＱ各機関から必要な機能や諸

室の規模などにつきましても積極的に御意見

をいただくなど、緊密に連携・調整しながら

進めてきたところです。 

  各省庁をはじめ、地元のＣＩＱ各機関から

は、ＣＩＱ各機関の費用負担において、国際

チャーター便受入れに必要な設備や人員など

の受入れ体制を確保すると聞いておりまして、

来年４月18日から始まる国際チャーター便の

就航に問題はないものと考えております。 

  引き続き、供用開始後の円滑な運用に向け、

定期的に連絡会議を開催し、情報共有や意見

交換を行うなど、各省庁や地元ＣＩＱ各機関

と連携しながら国際チャーター便の着実な受

入れに向け、取り組んでまいります。 

  全国港湾都市協議会の会長を仰せつかって

おりまして、人手不足の問題は各港湾都市に

共通しております。港湾協議会での提言も含

めまして、今西副市長からお答えさせていた

だきます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから、２点
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御答弁を申し上げます。 

  港湾の担い手不足対応についてでございま

す。 

  港湾は、我が国の国民生活・産業活動を支

える重要な社会基盤でございまして、安定的

な港湾物流の確保は非常に重要だと考えてい

るところでございます。 

  社会基盤をより強靱なものとするためには、

国際競争力の強化に加え、大規模自然災害へ

の備えやカーボンニュートラルの実現ととも

に、港湾活動の担い手となる人材の育成・確

保も非常に重要な課題であると認識をしてい

るところでございます。 

  先ほど市長からも話がありましたように、

人材の育成・確保は、全国の港湾で共通の課

題でありまして、全国港湾都市協議会でも議

論し、国に対して自動化・遠隔操作化技術の

導入により、生産性の向上、労働環境の改善

を図るとともに、熟練した技術と経験の継承

を支援し、将来の港湾労働を担う人材の確

保・育成に取り組むことを提言させていただ

いているところでございます。 

  現在、神戸港では、生産性の高いターミナ

ルの構築に向けた機能強化を進めておりまし

て、遠隔操作が可能な荷役機械、ＲＴＧの導

入やゲート前の渋滞緩和を図るシステムの導

入など、国や阪神国際港湾株式会社と共に、

生産性の向上、労働環境の改善を図る取組を

進めているところでございます。 

  また、人材確保の観点では、各年代の子供

たちに合わせたバックヤードツアーなど、

様々な事業を展開するとともに、特に就職や

進学を考え始める高校生を対象とした企業説

明会やリクルート支援など、新たな取組を今

年度より強化しているところでございます。 

  港湾人材の確保は、長期的な視点に立った

対策が必要な課題でありますため、国や阪神

港湾株式会社などと連携しながら、ハード・

ソフト一体となった取組を進め、国民生活の

基盤である港湾物流の担い手確保に引き続き

取り組んでまいりたいと考えております。 

  ２点目は、神戸港複合ターミナルの形成に

ついてでございます。 

  神戸港は、コンテナ物流のみならず、優れ

た荷役・梱包技術などが高く評価されまして、

国の統計資料では建設機械の輸出台数が全国

一であるなど、数多くの在来貨物も取り扱う

総合物流港として西日本経済を支える非常に

重要な役割を果たしているところでございま

す。 

  このような神戸港の強みを生かし、さらな

る港勢拡大を図るため、六甲アイランドにお

いて貨物の高付加価値化やＲＯＲＯ貨物など、

多様な輸送モードの充実を実現し、世界から

選ばれ続ける総合物流港を目指すため、複合

ターミナルの形成を進めていく予定としてい

るところでございます。 

  現在、ＲＯＲＯ船などを運航している外航

船社や在来貨物を取り扱っている港運事業

者・物流事業者などにヒアリングを進めてい

るところでございます。ヒアリングの中では、

日本ではまだ例のない大規模な複合ターミナ

ルの形成はヤード内で流通加工など貨物の高

付加価値化を図ることでコストやリードタイ

ムに影響されない高度な物流拠点としての位

置づけが明確化され、国際競争力を強化する

上で必要不可欠な機能といった御意見をいた

だきまして、大変強い関心を示していただい

ているところでございます。 

  一方で、日本では例のない取組であります

ことから、導入すべき具体的な機能の選定や

再整備に係る国の支援など事業スキームの創

設、また複数の事業者が一体的に複合ターミ

ナルを運営する場合の運営方法の確立などの

課題があるわけでございます。 

  神戸港全体の機能強化につながる施策であ

りまして、引き続き荷主や物流事業者など民

間事業者の方々と連携し、具体的な導入機能

の協議を進めるとともに、国や阪神港湾株式

会社と一体となり、事業スキームの整理など
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スピード感を持って検討を進めてまいりたい

と考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村上君。 

○13番（村上立真君） 御答弁ありがとうござ

いました。 

  では、順番前後して恐縮ですけれども、Ｒ

Ｃ－４・５号の話から再質問させていただき

ます。 

  これまでも港湾をめぐる課題というのはた

くさんあったわけですけれども、その中で危

惧しているのは、既存の枠内に結局収まっち

ゃうんじゃないかということを懸念しており

まして、船社さんや物流事業者さん、その他

関係される方々と意見交換をされている中で、

新たな機能付加―― これが一番重要なポイン

トだと思うんですけれども―― についても既

存の枠内での検討に収まっていくことがない

かということを大変懸念しております。 

  また、神戸港における新たな雇用の創出と

いう神戸港の将来を考える上で重要な課題に

も対応するような、より新しく挑戦的な機能

を持ったターミナルとする方向へ議論をぜひ

活性化していただきたいというふうに思って

いるんですが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 複合ターミナルの実

現に向けましては、ヤード内での貨物の高付

加価値化など、新たな機能を導入していくこ

とが非常に重要であるというふうに考えてお

ります。 

  神戸港の物流事業者の中には、大手荷主と

協議の上、コンテナで輸入された部材を内陸

の工場に持ち込むことなく、港湾エリアで加

工し、完成品として輸出するという新たな取

組を今年から試験的に開始するなど、高付加

価値化に向けた動きが出てきているところで

ございます。 

  また、制度面におきましては、これまで国

家予算要望などにおいて複合ターミナルの整

備等の事業費の確保及び運用における規制緩

和を要望してきたところでございます。 

  本年６月には財務省関税局が今後の保税制

度の規定や運用の見直しに向けた方針として

国際物流の動向を踏まえた保税制度のあり方

についてを公表いたしまして、この中で保税

運送手続に関する利便性の向上について、財

務省や国土交通省などで議論し、意見交換が

始まっているという状況も出てきているとこ

ろでございます。 

  先ほども申し上げましたけれども、日本で

は例のない取組で、国をはじめ、船社や物流

事業者など多くの関係者との調整が必要であ

るものの、今後の神戸港の発展のためには必

要不可欠な事業であるというふうに考えてお

りますので、着実に取組を進めるため、神戸

港に新たな機能を付加し、港勢拡大や新たな

雇用の創出につなげてまいりたいと考えてお

ります。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村上君。 

○13番（村上立真君） 御答弁ありがとうござ

いました。 

  今西副市長のおっしゃるとおり、重要なの

はスキームをどうつくっていくか、保税制度

も含めて、規制緩和も含めて、どうつくって

いくかということだと思いますので、引き続

きよろしくお願いいたします。 

  繰り返しになって大変恐縮なんですけれど

も、各個との議論や意見交換では、それぞれ

の利害や損失回避でやはり既存の状態に収れ

んしていくのではないかと危惧しているとい

うのは、先ほども述べたとおりなんですが、

神戸港の発展とあるべき未来という視点とい

うか目標から、各セクション間を超えて、あ

るいは労使を超えて、かんかんがくがくの議

論で合意点・妥協点を見いだしていく努力が

必要になってくるんではないかと思います。

そういう各セクション間の垣根を越えた建設



 

－80－ 

的な議論を目指して喚起していただきたいと

いうふうに思うんですが、この点について簡

単に御答弁をお願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今おっしゃいました

ように、神戸港の未来と、そしてあるべき姿

を見据えた発展をしていくということが大変

重要でございますので、今まででいいますと、

なかなか実現ができてこなかった制度にチャ

レンジをしているというところでございます。 

  阪神・淡路大震災のときにもこのような議

論も展開をいたしましたけれども、あのとき

にはなかなか難しかったということもありま

すので、ぜひとも今回、そういった壁を乗り

越えて実現に向けて頑張ってまいりたいと考

えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村上君。 

○13番（村上立真君） ありがとうございます。 

  関係される事業者の方からも、いわゆるブ

レーンストーミングみたいな感じで議論して

いっても面白いんじゃないかと、いろんなア

イデアが出るんじゃないかというふうな御提

案もいただいておりますので、その点も含め

て御検討いただきたいと思います。 

  神戸港における新たな雇用の創出という点

にも触れさせていただいたんですけれども、

では、誰に創出していくかという点も非常に

重要であります。各セクションを超えて、労

使を超えて、神戸港全体の信頼関係を構築し

ていく上で重要です。それがいずれ、生産性

を高める上で、つまり港湾で働かれている

方々の所得向上を図っていく上でも大切なポ

イントになってきます。ここの議論もこれか

らのＲＣ－４・５号の未来を見据えた議論の

中でしっかり充実したものにできれば、今後

の神戸港にとってのＲＣ－４・５号の複合タ

ーミナルの形成は重要な契機になると思いま

す。新たな雇用を誰に創出するのかというこ

とも含めた活発な議論を期待したいというこ

とを要望しておきます。 

  それでは、ＣＩＱのほうを再質問させてい

ただきます。 

  久元市長、御答弁ありがとうございました。

しっかり国と協議されている中で、４月18日、

第２ターミナルのオープンに際しては心配な

いというふうな御答弁だったというふうに理

解をしております。 

  今後の国際空港としての歩みを進める神戸

空港では、サービス、それから利便性の向上

や水際対策をはじめとする安全・安心の確保

に一層取り組んでいく必要がありまして、こ

れは分かり切ってることですけれども、その

実現にはＣＩＱ各機関の御協力というのは不

可欠であります。 

  今後の話です。今後も神戸市のエアライン

誘致の状況に歩調を合わせて人員体制のさら

なる充実、それから先進機器の導入等を進め

ていくことはもとより、これ、関税法や検疫

法といった各法令の指定というのも必要であ

りますから、積極的にその辺も含めて、今後

の動き、国に働きかけていくべきと考えます

が、その点も御答弁お願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今後も神戸空港が国

際空港として成長・発展していくためには、

ＣＩＱ各機関の一層の御協力が不可欠だと考

えているところでございます。 

  これまでも安心・安全の確保、ストレスフ

リーで快適な旅行環境を実現するため、国家

予算要望などの様々な機会を通じてＣＩＱ各

機関の人員確保とともに、出入国手続におけ

る最先端の技術システムの導入といったＣＩ

Ｑ体制の充実を要望してきたところでござい

ます。 

  加えて、円滑なチャーター便受入れのため、

現在、神戸空港では指定を受けていないわけ

ですけれども、航空法をはじめ、関税法・出
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入国管理及び難民認定法・検疫法の指定に向

けて、各省庁や地元ＣＩＱ各機関に対して働

きかけを行っているところでございます。 

  一方で、各法令による指定につきましては、

具体的な要件は規定はされておりませんけれ

ども、各省庁からは、国際チャーター便の就

航が継続するなど今後の就航内容が１つの判

断材料になるというふうにお聞きをしている

ところでございます。そのため、まずは2025

年春以降も継続的な国際チャーター便の就航

誘致を確実に成功させることが重要であると

認識をしておりまして、関西エアポート神戸

株式会社や神戸商工会議所をはじめとする経

済界などの関係者と連携しながら強力に誘致

を進めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

  今後ともＣＩＱ体制のさらなる充実や各法

令による指定化につきまして、各省庁や地元

ＣＩＱ各機関に対して積極的に働きかけを行

ってまいりたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村上君。 

○13番（村上立真君） ありがとうございます。 

  先ほども申し上げたように、ＣＩＱは、設

置するかしないかの二者択一ではありません

でして、グラデーションがあります。どの程

度整備されるかが大事です。 

  実際、地方空港ではキャパシティーや能力

で国際線の就航を制限せざるを得ないという

事例もある、あったというふうに聞いており

ます。 

  そういう程度のことを考えるとやっぱり幾

つか懸念がありまして、先方もある話なんで、

お答えできそうやったらお答えしていただい

て、難しそうだったら神戸市の立場を御説明

いただいたらと思うんですけれども。 

  まず、今の今西副市長の御答弁を伺ってお

りますと、ＣＩＱは常設なのか非常設なのか

というと、取りあえずは非常設という形にな

るのかなと思いますが、この点、どうなのか

というのが１点と。 

  それから、２点目に、今もう発表になって

いるベトジェットもそうなんですが、ゴール

デンウイークにこういうふうなチャーター便

というのは集中するということで、ゴールデ

ンウイークとか長期休暇に集中するというこ

とが考えられるのですけれども、神戸港の場

合はクルーズ船もありますから、その場合の

繁忙期のＣＩＱ対応というのは十分に対応で

きるのかという懸念。 

  それから、３点目は、１点目・２点目とも

関係するんですけれども、先ほどの話と近い

ですが、４月18日時点を基準に定期チャータ

ーではいわゆる夏ダイヤを基準に体制を整え

ていただくとして、例えば冬ダイヤでさらに

拡大が必要になった場合に、それには対応し

ていただけるのかとか、その３点、もしお答

えできそうであればお願いします。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 長谷川港湾局長。 

○港湾局長（長谷川憲孝君） 神戸空港のＣＩ

Ｑに関してでございますけれども、まずは、

現在は国際チャーター便でございますので、

常設ではございません。これ、定期便になれ

ば常設されますけれども、スタートは非常設

ということでございます。 

  それと、繁忙期の取扱いでございますけれ

ども、先ほど議員もおっしゃられましたとお

り、いわゆるクルーズ船の対応と同じという

ことで、これは臨時の対応も可能ということ

でございます。 

  また、夏ダイヤ・冬ダイヤの件でございま

すけれども、これも当面は夏ダイヤ、初めの

いわゆる国際チャーター便の対応でスタート

いたしますけれども、それは就航するエアラ

インの状況によりまして、これは臨機に対応

いただけると聞いてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村上君。 

○13番（村上立真君） 非常に安心する御答弁
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でありました。ありがとうございました。 

  要は、ＣＩＱ体制に制限されることなく、

需要があるところは全て受け入れて飛ばせる

というふうにお願いしたいというふうに思い

ます。 

  今日はやりませんけれども、ＣＩＱ体制の

整備、これ、私は常日頃から空港は最終的に

は航空貨物をやってというふうに訴えており

ますけれども、将来的な航空貨物の取扱いを

考えてもＣＩＱ体制がどの程度整うかという

のは重要でありますので、引き続きよろしく

お願いいたします。 

  それでは、１点目に戻って、港湾の担い手

不足への対応について、御答弁ありがとうご

ざいました。 

  御答弁の中でもありましたけれども、神戸

港バックヤードツアー、これ、私、個人的に

非常に印象に残っておりまして、なぜかとい

いますと、初めてこの議会で一般質問をさせ

ていただいたとき、令和元年ですけれども、

一番最初の質問が子供たちに港湾を見る機会

を増やしてほしいと。それ以前も行っていた

ようなんですけれども、かなり回数が少なく

て、そのことをまず訴えさせていただきまし

た。当時は岡口さんでしたけれども、非常に

前向きな御答弁をいただいて、現に先ほど御

答弁にあったように、非常にバックヤードツ

アー、それからほかの機会も含めて活発に取

り組んでいただいているということ、まず感

謝を申し上げたいというふうに思います。 

  その際も訴えさせていただいたところなん

ですけれども、より労働現場に近い場所で港

湾作業のスケールを感じてもらいたいという

ふうに常々思っておりまして、その際もお聞

きしたんですけれども、以前―― 平成27年で

したか―― にいわゆるＲＯＲＯ船の船内見学

会を行ったというふうに承知をしております。

そのようにスケールの大きな作業現場を見学

して、そこで働いておられる方々のかっこよ

さを感じてもらう機会、こういうものも一層

増やしていただきたいというふうに思うんで

すが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 神戸港バックヤード

ツアーでは、小学生から中学生を対象に、海

事関係企業・教育機関の協力を得ながら、

様々なイベントを開催させていただいており

ます。 

  今年度は合計８回開催をさせていただきま

して、クレーン車やフォークリフトなど港湾

荷役機械の試乗やコンテナターミナル内やフ

ェリーの船内見学など、港湾のスケールの大

きさを感じることができる内容となっている

ところでございます。 

  また、今御指摘をいただきました自動車運

搬船の船内の見学でございますけれども、こ

れは平成29年度に開催をさせていただいたこ

とはございまして、市内在住の小学校４年生

から中学校２年生とその保護者、合計28名に

大型の自動車運搬船、このときは全長約244

メートル、車両が5,400台積載できるもので

ございました。その船内、そして船内での仕

事の状況、自動車が次々と運び込まれる荷役

風景を見学いただいたところでございます。

この見学会は大変好評でありましたために、

令和７年度以降に開催ができないか、関係機

関と協議、今調整をしているという状況でご

ざいます。 

  今後も港湾の仕事の重要性やスケールの大

きさなど、港湾の魅力を肌で感じてもらえる

ようなイベントを企画・開催いたしまして、

より多くの子供たちが港湾・海事産業に親し

んでもらえる機会を創出するよう、引き続き

取組を進めてまいりたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（堂下豊史君） 村上君。 

○13番（村上立真君） 御答弁ありがとうござ

いました。 

  今回、港湾の担い手不足というふうな切り



 

－83－ 

口で質問をさせていただいてますけれども、

将来的な10年・20年先の担い手不足への対応

という点でもこういう子供たちに向けてとい

うのは非常に大事なんですけれども、重要な

点のもう１つに、そういう子供たちに見てい

ただくということで、港湾労働のイメージを

克服していきたいというのがあります。だか

らこそ、本物のスケールを間近で、船や荷役

機械を肌で感じてもらうことを重視して訴え

てきたし、それは、それを扱われている方の

すごさというのを伝えたいからであります。 

  先ほどもＲＯＲＯ船の話がありましたけれ

ども、私は昔、初めてＲＯＲＯ船の甲板に上

がった日のことを今でも鮮明に覚えています。

先ほどもおっしゃいましたけど、たくさんの

車と船もめちゃくちゃ巨大なんです。中にエ

レベーターがあって、それで上がって、かな

り高いところから神戸港を見渡せる。こんな

巨大なものを人が扱ってる。それにたくさん

の方が関わられている。ＲＯＲＯ船だと、車

を何ミリとかびたびたにつけて、こんなこと

を人間がやってるということを肌で感じて、

やっぱりそこで働かれている方はかっこいい

なというふうに、私だから思うのかもしれま

せんけれども、先ほども好評だったという話

だったので、子供たちにも伝わると思います

し、子供たちに伝わるということは、そこで

働かれている方の、いわゆる港湾労働のイメ

ージというものも克服につながって、それが

今の担い手不足・人手不足ということにも対

応できると思いますので、この点は十分力を

入れていただきたいというふうに思います。 

  非常にいい御答弁をいただきましたので、

時間が余ってしまいました。少々早いですが、

終わらせていただきます。皆様、よいお年を

お過ごしください。ありがとうございました。 

○副議長（堂下豊史君） 御苦労さまでした。 

  以上で一般質問は終わりました。 

  以上で本定例市会の議事は全部終了いたし

ました。 

  これをもって、令和６年第２回定例市会を

閉会いたします。 

   （午後５時０分閉会） 
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